


主催：比叡山宗教サミット35周年記念「世界宗教者平和の祈りの集い」実行委員会
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The Interreligious Gathering of Prayer for World Peace

開
会
式
典

O
pening C

erem
ony

８
月
４
日（
木
）

国
立
京
都
国
際
会
館

人類喫緊の課題である気候変動問題をとり上げ
「気候変動と宗教者の責務」をテーマに

比叡山宗教サミット35周年記念「世界宗教者平和の祈りの集い」が開催された

日本在住の外国の方々も参加 式典参加者の受付
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比叡山宗教サミット35周年記念「世界宗教者平和の祈りの集い」

開
会
式
典

O
pening C

erem
ony

８
月
４
日（
木
）

国
立
京
都
国
際
会
館

交歓をする宗教者たち

シンポジウムに向け打合せをするパネリストとコーディネーター
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The Interreligious Gathering of Prayer for World Peace

開
会
式
典

O
pening C

erem
ony

８
月
４
日（
木
）

国
立
京
都
国
際
会
館

海外招請者の聖エジディオ共同体
アジア地域担当部長

アゴスティーノ・ジョバニョーリ氏

登壇した日本の諸宗教代表者と海外招請者

司会をつとめる和多善秀実行委員会総務部長（右）
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比叡山宗教サミット35周年記念「世界宗教者平和の祈りの集い」

開
会
式
典

O
pening C

erem
ony

８
月
４
日（
木
）

国
立
京
都
国
際
会
館

阿部実行委員長へ平和のメッセージが手渡される

阿部昌宏実行委員会委員長による開会挨拶

ローマ教皇よりの平和のメッセージ
を披露するレオ・ボッカルディ
ローマ教皇庁駐日特命全権大使
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The Interreligious Gathering of Prayer for World Peace

８
月
４
日（
木
）

国
立
京
都
国
際
会
館

記
念
講
演

M
em

orial Lecture

講演者

寺島実郎 氏
一般財団法人日本総合研究所会長／多摩大学学長

テーマ

歴史的大転換期における宗教
─心の回復力（レジリエンス）を求めて─

1947年、北海道に生まれる。1973年、早稲田大学大学
院政治学研究科修士課程修了後、三井物産株式会社に入
社。同社ワシントン事務所所長、戦略研究所所長、常務
執行役員などを歴任。日本総合研究所理事長を経て、現
在は日本総合研究所会長、多摩大学学長。その他、各省
庁や企業などの委員やアドバイザーなどを多く務める。
著書に『脳力のレッスンⅠ〜Ⅴ』『日本再生の基軸』『世界
を知る力』他。最新の著書『人間と宗教あるいは日本人
の心の基軸』では経済人として世界を歩いてきた広範な
経験と知識を元に生命の意味を再考し、体験的宗教論で
現代人と宗教のあり方について問いかけている。



比叡山宗教サミット35周年記念「世界宗教者平和の祈りの集い」

８
月
４
日（
木
）

国
立
京
都
国
際
会
館

7

記
念
講
演

M
em

orial Lecture

聴講する参加者

会場となった国立京都国際会館には多くの宗教者や関係者が参加

　　 らの視界を広げ、相対するものに正面から向き合い、
その視界の重心を下げ、相手の立場に踏み込み共感し心を
動かすこと。美や正義、全体知に対して意識を向ける力こ
そが、世界における宗教者の役割だ」

「自
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The Interreligious Gathering of Prayer for World Peace

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

Sym
posium

パネリスト

薗田　稔 師（秩父神社宮司）
ジェームズ・バグワン 師（太平洋教会協議会事務総長）
竹村牧男 氏（東洋大学名誉教授）
デスモンド・カーヒル 氏（アジア宗教者平和会議実務議長）

テーマ

気候変動と宗教者の責務
4名のパネリストによるシンポジウムが行われた。霊的生命観や気候変動の影響を最
前線で受けて生きる人々の実体験など、宗教を通じたさまざまな観点からの提言がな
され、テーマである「宗教者の責務」の重要性を再確認し共有された。

コーディネーター
和田惠久巳実行委員



比叡山宗教サミット35周年記念「世界宗教者平和の祈りの集い」

9

８
月
４
日（
木
）

国
立
京
都
国
際
会
館

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

Sym
posium

デスモンド・カーヒル 氏［オーストラリア］
アジア宗教者平和会議（ACRP）実務議長、ロイヤル
メルボルン工科大学名誉教授。都市社会学を専門と
する。現在も世界宗教者平和会議オーストラリア委
員会議長を務める。2010年オーストラリア勲章受勲。

竹村　牧男 氏
1948年、東京生まれ。東京大学文学部卒。文化庁
宗務課専門職員、三重大学人文学部助教授、筑波大
学教授（哲学・思想学系）等を経て、2009年9月から
2020年3月まで、東洋大学学長。現在、世界宗教
者平和会議日本委員会平和研究所所長、筑波大学名
誉教授、東洋大学名誉教授。専門は、仏教学、宗教
哲学。唯識思想研究で博士（文学）。主な著書に、『〈宗
教〉の核心―西田幾多郎と鈴木大拙に学ぶ』、『ブッ
ディスト・エコロジー』他多数。

ジェームズ・バグワン 師［フィジー］
太平洋教会協議会（PCC）事務総長。PCCはフィ
ジーの首都スバに本部を構え、18の太平洋島嶼国・
地域が加盟する地域最大のキリスト教エキュメニカ
ル組織。メソジスト教会牧師であるバグワン師は気
候変動の影響に現在進行形で直面する太平洋島嶼国
の宗教代表者として、さまざまな国際会議において
スピーチや提唱を行う。

薗田　稔 師
1936年、東京生まれ。1965年東京大学大学院博
士課程修了。國學院大學助教授、教授、京都大学大
学院教授、國學院大學神道文化学部特任教授、皇學
館大学大学院特任教授を歴任。現在、秩父神社宮司、
京都大学名誉教授、NPO法人社叢学会理事長。専
門は宗教学や民俗学の視点からの神道、日本宗教史。
主な著書に『神道の世界』、『文化としての神道－続・
誰でもの神道』、他多数。
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The Interreligious Gathering of Prayer for World Peace

８
月
４
日（
木
）

比
叡
山
上

世
界
平
和
祈
り
の
式
典

C
erem

ony of Prayer for W
orld Peace

比叡山上での受付と式典会場内の様子

司会は山田歌実行委員会式典部長がつとめた
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11

世
界
平
和
祈
り
の
式
典

C
erem

ony of Prayer for W
orld Peace

８
月
４
日（
木
）

比
叡
山
上

開式挨拶を述べる國富敬二実行委員会副委員長

1987年開催の比叡山宗教サミット「世界宗教者平和の祈りの集い」において採択された
「比叡山メッセージ」をリレー朗読する6名の次世代を担う諸宗教の代表者

　　  教者は、常に弱者の側に
立つことを心がけねばならない」
「宗
─比叡山メッセージ─



12

The Interreligious Gathering of Prayer for World Peace

８
月
４
日（
木
）

比
叡
山
上

世
界
平
和
祈
り
の
式
典

C
erem

ony of Prayer for W
orld Peace

15時30分の「平和の鐘」鐘打にあわせて平和を願い参加者一同で祈りを捧げる

「
こ
こ
ろ
を
一
つ
に
平
和
を
祈
る
」
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世
界
平
和
祈
り
の
式
典

C
erem

ony of Prayer for W
orld Peace

８
月
４
日（
木
）

比
叡
山
上

主催者代表挨拶の後、突然の天候悪化を受け式典を一
時中断。避難する参加者

大樹孝啓実行委員会名誉顧問による主催者代表挨拶
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The Interreligious Gathering of Prayer for World Peace

８
月
４
日（
木
）

比
叡
山
上

世
界
平
和
祈
り
の
式
典

C
erem

ony of Prayer for W
orld Peace

閉式に伴い改めて平和を願い黙祷が捧げられた

予定を繰り上げての式典終了に
ついて説明する阿部昌宏実行委
員会委員長
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15

記
者
会
見

Press C
onference

８
月
４
日（
木
）

式典終了後に行われた記者会見

世界へ警鐘を鳴らすバグワン師

　　  、太平洋地域が直面している異常気象は
すぐに皆さんが直面する問題です」
「今
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比
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サ
ミ
ッ
ト
35
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年
記
念

世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い

開
催
日
：
２
０
２
２（
令
和
４
）年
８
月
４
日（
木
）

場　

所
：
国
立
京
都
国
際
会
館
／
比
叡
山
上

主　

催
：
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
35
周
年
記
念
「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」
実
行
委
員
会
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発
刊
に
あ
た
っ
て

神
仏
の
ご
加
護
と
関
係
者
各
位
の
温
か
い
ご
支
援
に
よ
り
、
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
35
周
年
記
念｢

世
界
宗
教
者
平
和
の
祈

り
の
集
い｣
は
多
く
の
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
35
周
年
が
盛
会
裡
に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
、
日
本
宗
教
連
盟
協
賛
の
５
団
体
で
あ
る
教
派
神
道
連
合

会
、
全
日
本
仏
教
会
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
連
合
会
、
神
社
本
庁
、
新
日
本
宗
教
団
体
連
合
会
お
よ
び
世
界
宗
教
者
平
和
会
議
日

本
委
員
会
、
世
界
連
邦
日
本
宗
教
委
員
会
、
な
ら
び
に
日
本
ム
ス
リ
ム
協
会
の
甚
大
な
る
ご
協
賛
と
ご
協
力
、
事
務
局
の
方
々

の
献
身
的
な
ご
尽
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
１
９
８
７
年
に
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト｢

世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い｣

が
初
め
て
開
催
さ
れ
て
以
降
も
、
世

界
各
地
で
は
大
小
問
わ
ず
軍
事
的
な
衝
突
が
跡
を
絶
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
方
で
、
地
球
温
暖
化
の
危
機
が
増
し
て
い
る
状
況

に
も
あ
り
ま
し
た
。
加
え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
現
代
人
が
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
災
禍
が
不

安
感
を
煽
り
、
感
染
者
や
そ
の
家
族
へ
の
差
別
、
国
家
間
に
よ
る
ワ
ク
チ
ン
の
争
奪
な
ど
新
た
な
分
断
線
が
引
か
れ
始
め
ま
し

た
。
有
史
以
来
、
人
び
と
の
精
神
的
支
柱
と
な
っ
て
き
た
宗
教
界
へ
の
期
待
、
そ
し
て
私
た
ち
宗
教
者
の
責
務
は
近
年
よ
り
一

層
増
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

更
に
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
武
力
侵
攻
に
よ
っ
て
世
界
中
の
人
び
と
の
世
界
平
和
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
と
い

え
ま
し
ょ
う
。
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そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
は
35
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
大
き
な
節
目
時
に
は
、
国
内
外
の
宗

教
者
が
対
話
を
重
ね
、
い
か
に
行
動
す
べ
き
か
を
模
索
し
、
常
に
反
省
し
な
が
ら
世
界
の
人
び
と
に
平
和
へ
の
指
針
を
発
信
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
回
の
集
い
で
は
、
宗
教
者
が
責
任
を
も
っ
て
行
動
す
る
大
切
な
時
期
に
来
て
い
る
こ
と
を
自
覚
す
る
と
と
も
に
、
多
く
の

人
び
と
に
実
践
を
呼
び
掛
け
る
べ
く｢

気
候
変
動
と
宗
教
者
の
責
務｣

を
大
会
テ
ー
マ
と
い
た
し
ま
し
た
。

実
際
、
午
後
に
行
っ
た
比
叡
山
上
で
の
式
典
で
は
、
途
中
よ
り
激
し
い
風
雨
と
落
雷
に
見
舞
わ
れ
、
自
然
界
か
ら
の
警
告
を

目
の
当
た
り
に
し
た
の
で
す
。
こ
れ
を
気
候
変
動
や
環
境
問
題
に
取
り
組
む
私
た
ち
へ
の
神
仏
か
ら
の
激
励
と
受
け
止
め
、
宗

教
者
と
し
て
叡
智
を
も
っ
て
対
処
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
の
自
覚
を
新
た
に
し
た
次
第
で
す
。
ま
さ
に
記
憶
に
残
る
比
叡
山
宗
教

サ
ミ
ッ
ト
35
周
年
記
念
の
集
い
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
今
回
お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ま
、
ま
た
遠
路
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
35
周
年
記
念
「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」

実
行
委
員
会
委
員
長 

天
台
宗
宗
務
総
長　

阿 

部 

昌 

宏
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１
９
８
７
年
８
月
、
世
界
の
宗
教
指
導
者
は
比
叡
山
上
に
集
い
、
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
し
て
宗
教
の
違
い
を
超
え
て
、
平
和
の
た
め
に
真
摯
な
祈
り
を
捧
げ
、
さ
ら
に
全
世
界
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
信
し
、
宗
教
者
は
平
和
の
た
め
に
働
く
と
共
に
、
常
に
弱
者
の
側
に
立
つ
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

さ
て
、
科
学
技
術
の
飛
躍
的
な
進
展
は
、
人
類
に
多
く
の
恵
み
を
も
た
ら
し
た
反
面
、
そ
の
成
果
を
無
分
別
に
取
り
入
れ
た

結
果
、
容
易
な
ら
ざ
る
事
態
が
こ
の
地
球
上
に
生
じ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
気
候
変
動
の
問
題
で
あ
り
ま
す
。

過
度
な
大
量
生
産
大
量
消
費
は
環
境
破
壊
を
誘
発
し
、
地
球
の
未
来
に
黄
信
号
を
点
す
に
至
り
ま
し
た
。
Ｃ
Ｏ
２
の
過
剰
な

排
出
は
地
球
温
暖
化
を
招
き
、
各
方
面
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
で
す
。
す
な
わ
ち
異
常
気
象
、
酸
性
雨
、
森
林
の
減
少
、

海
洋
汚
染
、
生
態
系
な
ど
の
異
変
で
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
温
暖
化
に
つ
い
て
は
、
自
然
現
象
に
よ
る
も
の
な
ど
議
論
の
余
地
も

あ
り
ま
し
た
が
、
近
年
自
然
に
対
す
る
つ
つ
し
み
と
畏
敬
の
念
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
き
た
人
間
の
営
為
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
が
科
学
的
に
も
証
明
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
日
は
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
問
題
が
、
人
類
の
最
大
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

開
催
趣
意
書

テ
ー
マ 
気
候
変
動
と
宗
教
者
の
責
務
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一
方
で
は
現
在
世
界
中
の
人
々
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
問
題
の
解
決
に
は
、

情
報
の
共
有
、
ワ
ク
チ
ン
の
適
正
分
配
、
医
療
体
制
の
充
実
が
急
務
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
現
今

の
国
際
社
会
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
問
題
な
ど
に
格
差
や
分
断
の
状
況
が
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
の
が
実
状
で
す
。
そ
の
結
果

人
類
が
せ
っ
か
く
手
に
入
れ
た
知
見
は
生
か
し
切
れ
な
い
皮
肉
な
現
実
が
あ
り
ま
す
。

今
日
ま
で
科
学
技
術
の
進
歩
を
人
類
の
発
展
と
同
義
語
に
受
け
留
め
て
き
た
人
間
は
、
そ
の
過
程
で
欲
望
の
肥
大
化
が
自
ら

を
滅
ぼ
す
凶
器
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
に
、
も
っ
と
敏
感
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
改
め
て
人
類
の
未
来
を
明

る
い
も
の
に
す
る
に
は
自
制
心
を
は
ぐ
く
み
、
分
か
ち
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
再
認
識
す
べ
き
時
に
き
て
い
ま
す
。

２
０
２
２
年
８
月
は
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
35
周
年
を
迎
え
ま
す
。
現
今
の
世
界
で
は
実
に
沢
山
の
問
題
に
人
類
は
直
面
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
厳
し
い
国
際
情
勢
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
年
の
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
で
は
気
候
変
動
問
題
を
中
心
に
と
り

上
げ
、
宗
教
者
の
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
叡
智
を
結
集
し
、
実
践
へ
の
道
を
切
り
開
い
て
行
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
祈
り

と
対
話
を
原
点
と
し
て
、
平
和
の
た
め
に
歩
ん
で
き
た
わ
れ
わ
れ
の
営
み
を
、
少
し
で
も
未
来
に
繋
げ
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
35
周
年
記
念
「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」　

実
行
委
員
会

比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
35
周
年
記
念

世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
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２
０
２
２
年
８
月
４
日
、
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
35
周
年
を
記
念
し
て
比
叡
山
上
に
集
っ
た
わ
れ
わ
れ
は
、
平
和
な
世
界
の
実
現

と
人
々
の
安
ら
か
な
暮
ら
し
を
願
っ
て
真
摯
な
祈
り
を
捧
げ
る
と
共
に
、世
界
の
人
々
に
心
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り
た
い
と
思
う
。

１
９
８
６
年
に
イ
タ
リ
ア
・
ア
ッ
シ
ジ
で
開
か
れ
た
「
世
界
平
和
祈
願
の
日
」
の
精
神
は
、
翌
１
９
８
７
年
わ
れ
わ
れ
を
比
叡
山

宗
教
サ
ミ
ッ
ト
「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」
の
開
催
に
導
い
た
。
そ
し
て
世
界
平
和
へ
の
願
い
は
、如
何
な
る
宗
教
に
と
っ

て
も
根
本
的
で
あ
る
と
の
認
識
に
立
ち
、「
正
義
と
慈
悲
」
を
通
じ
て
平
和
の
希
求
を
訴
え
、
同
時
に
「
宗
教
者
は
常
に
弱
者
の
側

に
立
つ
こ
と
を
心
が
け
ね
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
を
再
確
認
し
た
。

そ
れ
か
ら
35
年
を
経
た
今
日
、
多
く
の
人
々
が
願
っ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
わ
れ
わ
れ
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
実
に
厳
し
い
問

題
に
直
面
し
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
は
深
刻
な
地
球
温
暖
化
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
す
で
に
避
け
て
通
れ
な
い
ど
こ

ろ
か
、
こ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
け
ば
人
類
は
も
と
よ
り
、
生
物
の
生
存
そ
の
も
の
を
許
さ
な
い
状
態
に
な
る
こ
と
が
科
学
的
に
も
証

明
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
10
年
の
対
策
が
地
球
に
決
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
昨
年
10
月
英
国
の
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
開
催
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
（
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
26
回
締
約
国
会
議
）
で
、

難
航
の
末
よ
う
や
く
世
界
の
平
均
気
温
の
上
昇
を
産
業
革
命
以
前
よ
り
1.5
度
以
内
に
抑
え
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。
こ
の
数
値
目
標

の
達
成
に
は
相
当
な
困
難
が
予
想
さ
れ
る
が
、
現
実
に
近
年
世
界
各
地
で
起
こ
る
豪
雨
災
害
や
熱
波
に
よ
る
森
林
火
災
、
さ
ら
に
島と
う

嶼し
ょ

地
域
の
大
規
模
な
浸
水
な
ど
深
刻
な
被
害
が
伝
え
ら
れ
、
す
で
に
看
過
は
許
さ
れ
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

地
球
環
境
の
問
題
は
、
先
進
国
は
も
ち
ろ
ん
発
展
途
上
国
も
含
め
国
際
協
力
が
な
け
れ
ば
そ
の
改
善
は
期
待
で
き
な
い
。
す
な
わ

ち
諸
国
家
の
意
思
の
中
に
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
わ
れ
わ
れ
は
各
国
や
国
際
機
関
の
指
導
者
に
一
般
の
人
々
の
切
実
な
声
を
伝
え
、

よ
り
一
層
強
く
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
よ
う
働
き
か
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
方
、
環
境
問
題
に
は
万
人
に
共
通
の
責
任
が
あ

る
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
日
々
の
生
活
の
中
で
無
数
の
小
さ
な
行
為
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
問
題
が
現
実
の

も
の
と
な
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
未
だ
に
「
私
一
人
ぐ
ら
い
何
を
し
て
も
、
た
い
し
た
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
」
と
考
え
る
人
が
少

比
叡
山
メ
ッ
セ
ー
ジ
２
０
２
２
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な
く
な
い
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
行
為
の
無
数
の
集
積
が
、
結
果
的
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
個
人
は
単
な
る

個
人
に
留
ま
ら
な
い
存
在
で
あ
る
こ
と
の
自
覚
が
要
請
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
人
間
は
一
人
で
は
生
き
ら
れ
な
い
こ
と
は
自
明
の

理
で
は
あ
る
が
、
生
き
て
い
る
こ
と
自
体
が
多
く
の
連
関
の
中
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
う
考
え
る
と
き
、
生
き
て

い
く
こ
と
に
は
「
自
他
共
に
」
の
み
な
ら
ず
「
そ
れ
を
取
り
巻
く
環
境
と
共
に
」
円
滑
に
生
き
て
い
く
と
い
う
倫
理
的
な
使
命
が
あ

る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
そ
れ
は
取
り
も
直
さ
ず
神
仏
の
叡
智
に
生
き
る
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
宗
教
者
は
改
め
て
多
く

の
人
々
と
共
に
、「
よ
り
よ
く
生
き
る
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
考
え
、
従
来
の
経
済
成
長
型
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
か
ら
、
環
境
重
視

型
（
共
生
型
）
へ
の
生
き
方
の
ほ
う
が
、
よ
り
人
間
ら
し
い
生
き
方
で
あ
る
と
い
う
意
識
の
変
革
に
努
め
て
行
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
の
意
味
で
宗
教
者
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
大
き
く
、
そ
の
責
務
は
大
変
重
い
も
の
が
あ
る
と
自
覚
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
環
境
重
視
型
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
、
今
も
な
お
猛
威
を
振
る
う
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
き
わ
め
て
有
効
な
手
段
を
発
揮

す
る
基
礎
と
な
り
得
て
い
る
。
さ
ら
な
る
情
報
公
開
や
国
際
支
援
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

最
後
に
、
今
回
の
「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」
の
半
年
前
よ
り
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
対
し
て
、
断

固
た
る
抗
議
を
す
る
。
東
西
の
冷
戦
と
い
う
核
の
脅
威
の
極
限
を
味
わ
っ
た
人
類
は
、
そ
の
悲
惨
な
結
末
を
回
避
し
て
共
存
の
道
を

歩
む
方
向
に
舵
を
切
っ
た
は
ず
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
再
び
核
の
使
用
を
ち
ら
つ
か
せ
て
ま
で
政
治
的
野
心
を
遂
げ
よ

う
と
す
る
大
国
が
現
わ
れ
た
こ
と
に
国
際
社
会
は
驚
愕
さ
せ
ら
れ
た
。
世
界
の
紛
争
を
調
停
す
る
国
連
常
任
理
事
国
で
あ
る
ロ
シ
ア

に
よ
る
今
回
の
国
際
法
を
無
視
し
た
暴
挙
は
、
全
く
容
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ロ
シ
ア
に
対
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
即
時
撤
退
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
何
と
し
て
も
軍
事
行
動
を
即
座
に
中
止
し
て
対

話
へ
の
道
筋
を
開
く
べ
く
、
国
連
常
任
理
事
国
は
じ
め
関
係
国
は
今
こ
そ
知
恵
を
凝
ら
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
、
声
を
大
に
し
て
訴

え
る
。
さ
ら
に
戦
争
は
人
間
に
よ
る
最
大
の
環
境
破
壊
の
行
動
で
あ
る
こ
と
を
心
に
刻
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

２
０
２
２
年
８
月
４
日

比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
35
周
年
記
念
「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」　

参
加
者
一
同

比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
35
周
年
記
念

世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
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比叡山宗教サミット 35 周年記念
「世界宗教者平和の祈りの集い」

2022年8月4日（木）

於 国立京都国際会館開　会　式
時　間 日　程 内　容

　8：30 　開場・受付

10：00 　開会式典 　開会の辞　実行委員会総務部長　和多善秀

　来賓代表・主催者代表・海外招請者 登壇

　開会挨拶　実行委員会委員長　阿部昌宏

　ローマ教皇より平和のメッセージ

　　代読　ローマ教皇庁駐日特命全権大使　レオ・ボッカルディ大司教

10：25 　記念講演 　講演者　一般財団法人日本総合研究所会長・多摩大学学長

　　　　　　寺 島 実 郎　氏

　「歴史的大転換期における宗教─心の回復力（レジリエンス）を求めて」

11：15 　シンポジウム 　テーマ：気候変動と宗教者の責務

　　パネリスト

　　　　　秩父神社宮司
　　　　　　薗田　稔　師

　　　　　太平洋教会協議会事務総長
　　　　　　ジェームズ・バグワン　師

　　　　　東洋大学名誉教授
　　　　　　竹村　牧男　氏

　　　　　アジア宗教者平和会議実務議長
　　　　　　デスモンド・カーヒル　氏

　　コーディネーター

　　　　　実行委員
　　　　　　和田惠久巳

12：35 　閉会 　閉会の辞　実行委員会総務部長　和多善秀

日程
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世界平和祈りの式典 於 比叡山上

時　間 日　程 内　容

15：00

15：30

世界平和祈りの式典 　開式の辞　実行委員会式典部長　山田　歌

　開式挨拶　実行委員会副委員長　國富敬二

　比叡山メッセージ朗読

　平和の鐘 鐘打・平和の祈り（黙祷）

　主催者代表挨拶　実行委員会名誉顧問　大樹孝啓

〈以降のプログラムは予定を繰り上げて終了したため実施いたしませんでした〉

　　　　　　　　宗教別の祈り

　　　　　　　　　　①教派神道代表祈り

　　　　　　　　　　②仏教代表祈り

　　　　　　　　　　③キリスト教代表祈り

　　　　　　　　　　④神道代表祈り

　　　　　　　　　　⑤新日本宗教団体連合会代表祈り

　　　　　　　　　　⑥イスラーム代表祈り

　　　　　　　　聖エジディオ共同体代表挨拶

　　　　　　　　　聖エジディオ共同体アジア地域担当部長
　　　　　　　　　　アゴスティーノ・ジョバニョーリ　氏

　　　　　　　　比叡山メッセージ2022発表　実行委員会名誉顧問　宍野史生

　　　　　　　　閉式挨拶　実行委員　水尾寂芳

　　　　　　　　閉式の辞　実行委員会式典部長　山田　歌

※激しい雷と風雨を伴う突然の天候悪化を受け、参加者の安全を最優先し、主催者代表挨拶を
もって予定を繰り上げ、式典を終了いたしました。

Program





■ 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

 　
パ
ネ
リ
ス
ト

　

 　
　

薗
田　

稔
（
秩
父
神
社
宮
司
）

　

 　
　

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
バ
グ
ワ
ン
（
太
平
洋
教
会
協
議
会
事
務
総
長
）

　
 　

　

竹
村
牧
男
（
東
洋
大
学
名
誉
教
授
）

　
 　

　

デ
ス
モ
ン
ド
・
カ
ー
ヒ
ル
（
ア
ジ
ア
宗
教
者
平
和
会
議
実
務
議
長
）

　

 　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

 　
　

和
田
惠
久
巳
（
実
行
委
員
）

■ 

開
会
挨
拶

　

 　

阿
部
昌
宏
（
実
行
委
員
会
委
員
長
／
天
台
宗
宗
務
総
長
）

■ 

平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

 　

ロ
ー
マ
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
聖
下

■ 

記
念
講
演

　

 　

寺
島
実
郎
（
一
般
財
団
法
人
日
本
総
合
研
究
所
会
長
／
多
摩
大
学
学
長
）

The Interreligious Gathering of Prayer for World Peace

比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
35
周
年
記
念
　
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い（

敬
称
略
）
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神
仏
の
ご
加
護
と
関
係
者
各
位
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
35
周
年
記
念
「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集

い
」
が
開
催
で
き
ま
す
こ
と
を
実
行
委
員
会
委
員
長
と
し
て
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
と
共
に
世
界
平
和
実
現
の
祈
り
と
対
話
を
始
め
ま
し
て
か
ら
、
は
や
35
周
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」
が
、
１
９
８
７
年
に
開
催
さ
れ
て
以
来
、
そ
の
精
神
を

受
け
継
ぐ
私
た
ち
は
、
10
年
毎
に
日
本
宗
教
代
表
者
会
議
を
組
織
し
、
５
年
毎
に
は
実
行
委
員
会
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
文
字
通
り
日
本
の
宗
教
界
の
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
き
た
次
第
で
す
。
海
外
か
ら
も
多
く
の
宗
教
者
が
参
加

さ
れ
、
宗
教
宗
派
を
越
え
た
平
和
を
希
求
す
る
対
話
と
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
、
世
界
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
信
さ
れ
て
き
た
の
で
あ

り
ま
す
。

30
周
年
記
念
大
会
で
、
私
た
ち
は
「
差
別
や
不
公
正
を
許
さ
な
い
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、
宗
教
者
に
も
そ
の
責
任
が
あ
る

こ
と
を
胸
に
刻
み
、
わ
れ
わ
れ
は
市
民
社
会
と
強
力
な
連
帯
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
を
決
意
す
る
」
と
全
世
界
に
向
け
て
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
５
年
の
間
に
も
憎
悪
と
報
復
の
連
鎖
は
や
む
こ
と
な
く
、
世
界
で
は
戦
争
や
テ
ロ
の
嵐
が
吹
き
荒
れ

開
会
挨
拶
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て
い
ま
す
。
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
新
た
な
試
練
が
私
た
ち
を
襲
い
、「
見
え
な
い
恐
怖
」
と
の
戦
い
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

人
類
に
新
た
な
課
題
や
分
断
を
生
み
出
し
、
ま
さ
に
無
明
の
闇
に
覆
わ
れ
た
日
々
を
過
ご
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

更
に
、
悪
化
の
一
途
を
た
ど
る
地
球
温
暖
化
や
、
環
境
破
壊
に
つ
い
て
も
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
一
人
ひ
と
り
の
自
覚
の
覚
醒
と

行
動
を
強
く
促
す
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
が
、
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
は
後
を
絶
た
ず
、
残
念
な
が
ら
自
然
の
脅
威
を
目
の

当
た
り
に
す
る
機
会
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
地
球
は
危
機
に
瀕
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら

の
原
因
は
、
人
間
の
飽
く
な
き
欲
望
が
も
た
ら
し
た
結
果
で
あ
り
、
神
仏
か
ら
の
警
告
と
受
け
止
め
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
こ
の

現
状
を
謙
虚
に
受
け
止
め
、「
気
候
変
動
と
宗
教
者
の
責
務
」
を
テ
ー
マ
に
記
念
講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
か
ら
提
言
を
賜
る
と

同
時
に
、
解
決
方
法
を
模
索
す
る
機
会
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
私
た
ち
宗
教
者
が
率
先
し
て
実
践
し
、
こ
の

成
果
を
世
界
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

私
ど
も
宗
教
者
は
、対
話
に
よ
る
相
互
理
解
を
深
め
、共
に
祈
り
、世
界
平
和
を
希
求
し
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て「
宗

教
者
は
常
に
弱
者
の
側
に
立
つ
こ
と
を
心
掛
け
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
の
初
回
時
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
今
一
度
思
い
起
こ
し
、
全
人

類
が
平
和
の
恩
恵
に
浴
す
る
た
め
に
祈
り
を
捧
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

今
回
の
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
35
周
年
記
念
「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」
に
尽
力
さ
れ
た
す
べ
て
の
人
々
に
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
35
周
年
記
念
「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」

実
行
委
員
会
委
員
長 
天
台
宗
宗
務
総
長　

阿 

部 

昌 

宏
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こ
の
た
び
、
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」
は
35
周
年
記
念
式
典
の
開
催
を
迎
え
ま
す
。
こ

こ
に
ロ
ー
マ
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
聖
下
の
名
の
下
に
ご
関
係
者
皆
様
方
、
そ
し
て
ご
参
会
の
あ
ら
ゆ
る
宗
教
の
代
表
者
ご
一
同

様
に
、
心
を
込
め
て
ご
挨
拶
が
で
き
ま
す
こ
と
は
、
誠
に
嬉
し
い
限
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
効
果
的
か
つ
具
体
的
な
歩
み
を
進
め

る
た
め
、
気
候
変
動
を
危
惧
す
る
宗
教
指
導
者
の
皆
様
方
が
捧
げ
る
祈
り
に
、
私
自
身
も
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ロ
ー
マ
教
皇
庁
駐
日
特
命
全
権
大
使
で
あ
る
レ
オ
・
ボ
ッ
カ
ル
デ
ィ
大
司
教
よ
り
皆
様
に
お
伝
え

申
し
上
げ
ま
す
。

諸
宗
教
の
指
導
者
が
世
界
平
和
の
た
め
、
世
界
中
か
ら
イ
タ
リ
ア
の
ア
ッ
シ
ジ
に
集
い
、
共
に
祈
ら
れ
た
１
９
８
６
年
10
月

27
日
以
来
、「
ア
ッ
シ
ジ
の
精
神
」
を
継
承
し
、
伝
え
広
め
る
皆
様
の
ご
献
身
は
、
こ
の
祈
り
の
集
い
へ
の
参
加
と
い
う
形
で

明
ら
か
に
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
聖
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
教
皇
に
よ
る
崇
高
で
歴
史
的
な
呼
び
か
け
に
感
銘
を
受
け
ら
れ
、

皆
様
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
の
伝
統
は
こ
の
35
年
間
に
亘
り
比
叡
山
に
集
結
し
、
共
通
し
た
課
題
を
見
極

め
そ
の
問
題
点
を
人
々
に
呼
び
か
け
て
い
く
と
い
う
、
宗
教
者
の
任
務
を
繰
り
返
し
伝
え
く
だ
さ
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
集
い
に
お
い
て
「
気
候
変
動
と
宗
教
者
の
責
務
」
を
熟
慮
な
さ
る
中
、
私
た
ち
は
気
候
変
動
の
悪
影
響
に
脅
か
さ
れ
て

い
る
ひ
と
つ
の
家
に
、
共
に
住
ま
う
家
族
の
一
員
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
新
た
に
し
、
強
化
し
て
い
く
使
命
を
授
か
っ
て
い
る

こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
方
法
は
違
え
ど
も
、
各
々
の
宗
教
信
念
と
精
神
的
伝
統
は
、
配
慮
と
責
任
の
文
化
を

築
き
育
む
た
め
の
力
を
人
々
に
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
信
念
と
伝
統
に
感
動
し
、
そ
し
て
導
か
れ
て
（「
信
仰
と
科
学
：

Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
に
向
け
て
」
で
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
が
述
べ
ら
れ
た
通
り
〜
２
０
２
１
年
10
月
４
日
ロ
ー
マ
に
て
〜
）
現
在
私
た
ち

平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
─
ロ
ー
マ
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
聖
下
よ
り
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が
体
験
し
て
お
り
ま
す
「
前
代
未
聞
の
生
態
系
危
機
と
価
値
観
の
危
機
」
に
対
し
て
、
共
に
有
効
な
対
応
を
提
供
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
中
か
ら
、
将
来
の
世
代
へ
具
体
的
な
望
み
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

ロ
ー
マ
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
聖
下
が
私
た
ち
に
気
づ
か
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
通
り
、
現
在
の
生
態
系
危
機
は
、
あ
る
人
々

の
無
抑
制
な
欲
望
と
、
人
間
と
環
境
の
間
に
存
在
す
べ
き
誓
約
に
そ
ぐ
わ
な
い
不
健
康
な
開
発
モ
デ
ル
か
ら
生
じ
た
価
値
観
の

危
機
に
よ
る
結
果
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
宗
教
の
伝
統
に
よ
り
促
さ
れ
た
物
事
の
手
本
と
世
界
観
は
、
生
態
系
転
換

を
奨
励
し
、現
在
の
生
態
系
危
機
を
導
い
た
紛
争
の
種
を
阻
止
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
、長
い
視
野
を
持
っ

て
歴
史
を
見
つ
め
、
超
越
的
な
目
標
に
向
か
っ
て
進
む
そ
の
姿
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
関
し
ま
し
て
、
欲
望
と
消
費
主
義
の
執

念
か
ら
解
放
さ
れ
た
中
で
、
真
な
る
人
類
の
発
展
を
育
み
、
個
々
と
し
て
深
い
喜
び
が
可
能
な
社
会
を
形
成
し
「
寛
大
な
配
慮

と
優
し
さ
に
満
ち
た
精
神
を
共
に
育
成
し
て
い
く
姿
勢
」
を
養
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
宗
教
指
導
者
は
よ
り
大
き
な
形
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
精
神
面
の
豊
か
な
遺
産
を
奨
励
す
る
責
任
を
担
っ
て
い
る
の
で
す
。（
教
皇
回
勅
『
ラ
ウ
ダ
ー
ト
・
シ
』
２
２
０
よ
り
）

最
後
に
申
し
上
げ
た
い
こ
と
は
、
環
境
に
対
す
る
配
慮
は
人
に
対
す
る
配
慮
に
比
例
し
て
成
長
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
点
で
す
。
よ
り
適
切
で
持
続
可
能
な
環
境
再
生
の
形
態
と
行
程
へ
の
復
帰
は
、
人
々
の
精
神
を
高
揚
さ
せ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

「
私
た
ち
の
世
界
を
保
護
し
改
善
す
る
す
べ
て
の
努
力
は
〝
生
活
ス
タ
イ
ル
、
生
産
消
費
形
態
、
そ
し
て
今
日
社
会
を
治
め

て
い
る
力
〞
組
織
の
中
で
必
然
的
に
甚
大
な
変
化
を
促
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
明
ら
か
に
、
真
の
人
類
の
発
展
は
道
徳
的
性
質

を
有
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
人
々
へ
の
完
全
な
尊
敬
を
予
期
す
る
内
容
で
す
が
、
私
た
ち
の
周
り
の
世
界
に
対
し
て
も
尊

敬
の
配
慮
を
伴
っ
た
内
容
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
。」（
教
皇
回
勅
『
ラ
ウ
ダ
ー
ト
・
シ
』
５
よ
り
）

新
た
な
祈
り
の
約
束
を
込
め
て
、
皆
様
へ
神
仏
か
ら
多
く
の
ご
加
護
が
あ
り
ま
す
こ
と
を
、
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

２
０
２
２
年
７
月
24
日　
バ
チ
カ
ン
に
て
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歴
史
的
大
転
換
期
に
お
け
る
宗
教
─
心
の
回
復
力（
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
）を
求
め
て

一
般
財
団
法
人
日
本
総
合
研
究
所
会
長
／
多
摩
大
学
学
長　

寺
島
実
郎
氏

私
自
身
は
、
宗
教
者
で
も
な
け
れ
ば
宗
教
学
者
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
俗

世
間
と
い
い
ま
す
か
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
40
年
ほ
ど
生
き
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
国
際
政
治
学
、
経
済
学
、
経
営
学
な
ど
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
世
界
で

も
論
考
を
続
け
て
い
る
、
そ
う
い
う
立
場
に
お
り
ま
す
。

今
回
こ
う
い
う
か
た
ち
で
、
人
間
の
心
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
真
剣
に
考

え
て
お
ら
れ
る
世
界
の
宗
教
者
の
皆
さ
ん
に
、
役
不
足
な
が
ら
私
の
問
題
意

識
を
伝
え
る
と
い
う
大
変
名
誉
あ
る
機
会
を
い
た
だ
い
た
と
い
う
思
い
で
参

上
し
て
い
ま
す
。

私
自
身
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
を
中
心
に
世
界
１
０
０
ヵ
国
近
く
の
国
々

を
訪
ね
て
き
ま
し
た
。
特
に
中
東
で
は
、
中
東
一
神
教
の
ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ

ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
な
ど
、
世
界
の
宗
教
の
中
心
に
い
る
よ
う
な
、
人
々

を
支
え
て
い
る
宗
教
聖
地
に
も
、
何
度
と
な
く
立
っ
て
き
ま
し
た
。
イ
ス
ラ

エ
ル
で
、
あ
る
い
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
、
さ
ら
に
イ
ン
ド
で
仏
教
の
聖
地

と
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
も
立
っ
て
き
ま
し
た
。

記
念
講
演M

em
orial Lecture
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ま
た
米
国
に
は
10
年
以
上
生
活
し
て
き
て
い
ま
す
し
、
イ
ギ
リ
ス
・
ロ

ン
ド
ン
で
の
生
活
も
含
め
て
欧
州
で
は
、
毎
週
日
曜
日
に
教
会
に
行
く
と
い

う
情
熱
に
支
え
ら
れ
た
人
た
ち
と
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で
も
向
き
合
っ
て
き

ま
し
た
。
戦
後
日
本
の
、宗
教
な
き
時
代
を
生
き
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
し
て
、

ま
た
経
済
優
先
社
会
を
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
で
生
き
て
き
た
人
間
と
し
て
、
世

界
の
宗
教
の
熱
量
に
衝
撃
を
受
け
た
も
の
で
す
。
宗
教
が
時
代
と
世
界
を
動

か
し
て
い
る
、
そ
う
い
う
思
い
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

昨
年
末
、
結
局
20
年
以
上
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、『
人
間
と
宗
教

あ
る
い
は
日
本
人
の
心
の
基
軸
』
と
い
う
著
書
を
岩
波
書
店
か
ら
出
版
し
ま

し
た
。
今
回
こ
の
延
暦
寺
の
、
日
本
仏
教
の
母
な
る
山
と
い
わ
れ
る
比
叡
山

に
包
ま
れ
た
こ
の
場
所
に
お
い
て
、
私
な
り
の
も
の
の
見
方
を
皆
さ
ん
に
ご

紹
介
し
、
今
回
の
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
の
願
い
で
あ
る
地
球
環
境
問
題
も

含
め
て
、
多
少
な
り
と
も
何
か
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

大
変
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

先
ほ
ど
ロ
ー
マ
教
皇
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
な
か
に
、
ワ
ン
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ソ

サ
エ
テ
ィ
、ワ
ン
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
い
う
言
葉
が
登
場
し
ま
し
た
。

わ
れ
わ
れ
は
一
つ
の
人
間
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
な
か
に
い
る
、
と
い
う
問
題
意

識
が
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
だ
と
思
い
ま
す
。

私
の
話
に
そ
っ
て
4
枚
の
パ
ネ
ル
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
1
枚
目

の
パ
ネ
ル
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
考
え
を
巡
ら
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
わ
れ
わ
れ
を
含
め
21
世
紀
を
生
き
る
す
べ
て
の
人
間
が
、
今
ど
う
い
う

１ⓒ寺島文庫

「比叡山宗教サミット」 基調発題 資料
2022年8月4日
寺島 実郎
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状
況
に
お
か
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
基
本
認
識
に
か
か
わ
る
問
題
で
す
。

チ
ン
パ
ン
ジ
ー
と
人
工
知
能
が
あ
り
、
中
心
に
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ

ン
チ
の
人
間
〝
ヒ
ュ
ー
マ
ン
〞
で
こ
の
図
柄
が
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
今
わ

れ
わ
れ
は
、
動
物
か
ら
も
人
工
知
能
か
ら
も
、「
人
間
と
は
一
体
何
な
の
だ
」

と
問
い
詰
め
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
か
ら
の
問
い
か
け
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
21
世

紀
に
入
っ
て
科
学
技
術
の
進
化
が
急
速
な
勢
い
で
進
ん
で
い
ま
す
。
私
は
社

会
科
学
の
世
界
に
い
る
人
間
な
の
で
す
が
、
自
然
科
学
の
分
野
で
も
生
命
科

学
の
進
化
あ
る
い
は
動
物
行
動
学
の
進
化
に
関
す
る
も
の
を
、
食
い
入
る
よ

う
に
読
ん
で
い
ま
す
が
、
実
は
衝
撃
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

２
０
０
３
年
に
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
の
解
読
が
終
わ
り
ま
し
た
。
人
間
の
Ｄ
Ｎ

Ａ
の
解
析
が
す
べ
て
終
わ
り
ま
し
た
。
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
と
人
間
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
の

差
は
、
わ
ず
か
１
・
２
％
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

個
体
差
を
除
く
と
、
１
・
０
６
％
と
い
う
の
が
正
し
い
と
い
う
こ
と
も
、
最

近
付
け
加
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
人
間
は
少
な
く
と
も
、
自
分
は
サ
ル
よ
り
は
ま
し
だ
ろ
う
、

チ
ン
パ
ン
ジ
ー
よ
り
は
ま
し
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
実
は
そ
う
で
も

な
い
よ
う
で
す
。
動
物
と
し
て
の
能
力
を
個
別
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
、
人
間

よ
り
も
優
れ
た
能
力
を
も
っ
た
動
物
は
い
く
ら
で
も
い
る
そ
う
で
す
。

ま
た
わ
れ
わ
れ
は
近
代
社
会
を
生
き
て
い
ま
す
。
近
代
社
会
は
、
人
間

中
心
主
義
と
い
う
言
葉
と
し
て
の
響
き
は
い
い
の
で
す
が
、
人
間
が
生
命
動

物
の
な
か
で
最
も
優
れ
て
い
る
、
と
い
う
錯
覚
の
な
か
で
築
き
上
げ
て
き
た

文
明
だ
と
も
い
え
ま
す
。

そ
の
１
・
２
％
の
差
は
何
か
と
い
う
と
、
最
近
の
分
析
で
次
第
に
わ
か
っ

て
き
た
の
で
す
が
、
言
語
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
あ
と
で
お
話
し

す
る
意
識
の
差
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
日
本
語
で
「
や
ば
い
」
と
い
う
表
現

が
あ
り
ま
す
が
、
よ
く
考
え
て
い
た
だ
く
と
、
人
間
は
他
の
動
物
に
比
べ
て

極
め
て
危
険
な
動
物
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
民
族
の
違
い
や
宗
教
の
違
い
や
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
の
違
い
を
理
由
に
し
て
、
同
種
族
で
あ
る
人
を
簡
単
に
殺
し
て

し
ま
う
。
そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
動
物
と
い
う
の
は
人
間
し
か
い
な
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

動
物
行
動
学
の
分
野
で
は
、
京
都
大
学
が
最
前
線
の
研
究
を
進
め
て
お

ら
れ
ま
す
。
元
総
長
の
山
極
壽
一
先
生
が
、
人
間
と
動
物
の
決
定
的
な
違
い

は
何
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
説
を
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
に
響
く
の
は
、
パ
ネ
ル
に
書
い
て
あ
る
、
共
感
力
を
持
つ
動
物
と
い
う
こ

と
で
す
。
目
の
前
に
あ
る
相
手
や
出
来
事
に
対
し
て
シ
ン
パ
シ
ー
、
共
感
す

る
力
を
持
っ
て
い
る
動
物
と
し
て
の
人
間
が
、
動
物
の
な
か
で
も
際
立
っ
た

特
色
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
本
当
に
そ
う
だ
な
と
思
う
体
験
を
現
場
で
し
て

き
た
と
い
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
も
う
一
つ
、
今
度
は
反
対
側
か
ら
の
視
点
で
す
。

人
工
知
能
の
進
化
と
い
う
の
は
、
皆
さ
ん
ご
自
身
が
ヒ
シ
ヒ
シ
と
感
じ

て
い
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
要
す
る
に
Ａ
Ⅰ
で
す
。
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ

の
議
論
と
い
う
の
が
迫
っ
て
き
て
い
ま
す
。
い
よ
い
よ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
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つ
ま
り
人
工
知
能
が
、
人
間
の
能
力
を
超
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
迫
っ
て
い
る

と
い
う
の
で
す
。
当
初
は
２
０
４
５
年
だ
と
い
わ
れ
た
の
で
す
が
、
ど
う
も

10
年
く
ら
い
は
早
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、
最
近
の
研
究
の
進
化

の
な
か
で
い
わ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

Ａ
Ⅰ
と
人
間
の
違
い
は
何
か
。
Ａ
Ⅰ
が
人
間
の
能
力
を
超
え
て
い
く
と

は
、
一
体
何
か
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
が

宗
教
と
深
く
か
か
わ
る
か
ら
で
す
。

人
間
の
心
の
動
き
、
智
の
動
き
と
い
う
も
の
を
象
徴
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
て
、「
認
識
」
と
「
意
識
」
と
い
う
パ
ネ
ル
に
書
い
た
言
葉
を
か
み
し

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

認
識
は
英
語
で
い
う
と
レ
コ
グ
ナ
イ
ズ
す
る
力
で
す
。
そ
し
て
意
識
は

コ
ン
シ
ャ
ス
ネ
ス
で
す
。
認
識
と
意
識
と
は
ど
う
違
う
か
。
認
識
と
い
う
の

は
、
学
習
を
通
じ
て
記
憶
し
そ
の
判
断
力
の
も
と
に
、
わ
か
り
や
す
く
い
う

と
「
目
的
手
段
合
理
性
」
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
目
的
に
対
し
て
最
適
の
手

段
を
選
ぶ
と
い
う
、
智
の
活
動
が
認
識
力
で
す
。

こ
の
認
識
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
、
競
い
合
っ
た
な
ら
ば
、
ま
も
な
く
、

あ
る
い
は
も
う
す
で
に
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
人
間
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に

追
い
抜
か
れ
ま
す
。
例
え
ば
囲
碁
で
も
将
棋
で
も
、
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ

と
い
う
手
法
を
通
じ
て
、
何
万
何
百
万
と
い
う
対
局
の
棋
譜
を
吸
収
し
た
Ａ

Ⅰ
は
、
ど
ん
な
に
能
力
が
優
れ
て
い
る
人
間
で
も
追
い
抜
い
て
い
く
だ
ろ
う

と
い
う
こ
と
だ
け
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
目
的
に
対
す
る
手
段
を
合
理
的

に
選
ぶ
力
と
し
て
の
認
識
力
に
お
い
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
（
Ａ
Ⅰ
）
が
人

間
を
凌
い
で
い
く
時
代
を
、
わ
れ
わ
れ
が
目
に
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

た
だ
し
、
意
識
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
か
み
し
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
人
間
の
力
の
な
か
で
大
変
重
要
な
の
が
、こ
の
コ
ン
シ
ャ
ス
ネ
ス
（
意

識
）
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
意
識
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
Ａ
Ⅰ
専
門
家
が
解

説
し
て
い
る
本
を
読
み
込
ん
だ
な
か
で
、
あ
る
イ
タ
リ
ア
の
Ａ
Ⅰ
専
門
家
の

説
明
し
た
話
が
非
常
に
説
得
力
を
感
じ
る
の
で
、
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

１
９
６
９
年
に
人
類
が
初
め
て
月
に
立
っ
た
ア
ポ
ロ
11
号
の
話
で
す
。

ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
船
長
と
も
う
一
人
の
宇
宙
飛
行
士
が
月
面
に
降
り
立
ち

ま
し
た
。
月
着
陸
船
の
彼
方
に
地
球
が
昇
る
よ
う
に
見
え
る
、
ア
ー
ス
ラ
イ

ズ
と
い
う
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
有
名
な
写
真
が
あ
り
ま
す
。
サ
ン
ラ
イ
ズ
、
太
陽
が

昇
る
の
で
は
な
く
て
、
ア
ー
ス
ラ
イ
ズ
、
つ
ま
り
地
球
が
昇
っ
て
く
る
と
い

う
意
味
で
す
ね
。
月
面
の
彼
方
に
地
球
が
昇
っ
て
き
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

二
人
の
宇
宙
飛
行
士
は
、
宇
宙
船
の
彼
方
に
地
球
が
昇
っ
て
き
た
の
を
振
り

返
り
ま
し
た
。

認
識
力
を
深
め
る
た
め
に
、
セ
ン
サ
ー
と
い
う
科
学
技
術
が
存
在
し
ま

す
。
太
陽
は
ど
う
動
い
て
い
る
の
か
、
地
球
は
今
ど
う
動
い
て
い
る
の
か
、

セ
ン
サ
ー
の
能
力
と
い
う
の
は
認
識
力
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

し
か
し
、
二
人
の
宇
宙
飛
行
士
は
書
き
残
し
て
い
ま
す
が
、
月
面
の
彼

方
に
地
球
が
昇
っ
て
き
た
と
き
、
互
い
に
顔
を
見
つ
め
あ
い
、
地
球
を
見
つ

め
て
涙
が
出
た
と
い
う
の
で
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
絶
対
、
涙
は
出
ま
せ

ん
。
二
人
は
故
郷
地
球
に
残
し
て
き
た
親
兄
弟
、
恋
人
、
友
達
を
思
い
出
し
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て
、
し
か
も
こ
ん
な
遠
く
ま
で
き
た
と
い
う
感
慨
で
涙
が
出
た
の
で
す
。
こ

こ
に
意
識
の
力
と
い
う
も
の
が
象
徴
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
目
的
に
対
す
る
最
適
手
段
を
考
え
る
だ
け
が
意
識
で
は
な
い

の
で
す
。
ど
ん
な
に
Ａ
Ⅰ
が
発
展
し
た
と
し
て
も
、
絶
対
に
超
え
ら
れ
な
い

こ
と
は
何
か
と
い
う
と
、
人
間
が
人
間
と
し
て
も
つ
、
こ
の
意
識
の
力
だ
と

い
わ
れ
始
め
て
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
美
意
識
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す

が
、
冷
静
客
観
的
に
目
的
に
対
す
る
手
段
を
考
え
た
と
き
、
人
間
は
妥
当
と

は
思
え
な
い
こ
と
で
も
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
溺
れ
て
い
る
子
ど
も
が
そ
こ
に
い
る
と
し
ま
す
。
自
分
が
泳

げ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
問
い
か
け
る
前
に
飛
び
込
ん
で
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
恋
人
の
た
め
な
ら
、
あ
る
い
は
子
ど
も
の
た
め
な
ら
命
を
賭

け
て
も
構
わ
な
い
。
計
算
に
合
わ
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
も
、
利
害
打
算
を

超
え
て
踏
み
込
ん
で
い
く
情
念
の
よ
う
な
も
の
が
、
人
間
の
心
の
な
か
に
働

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
あ
る
意
味
で
、
人
間
の
人
間
た
る
ゆ
え
ん
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。

今
、21
世
紀
を
生
き
る
わ
れ
わ
れ
は
、職
業
に
お
い
て
も
何
に
お
い
て
も
、

人
工
知
能
の
発
達
と
い
う
こ
と
に
突
き
上
げ
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
人
間
の

意
識
の
深
さ
、
あ
と
で
そ
の
お
話
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
に
気
づ
い
て
い

た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
が
、
宗
教
は
レ
コ
グ
ナ
イ
ズ
す
る
力
で
は
な
い
、
コ

ン
シ
ャ
ス
ネ
ス
、
意
識
な
の
で
す
。

私
は
世
界
の
偉
大
な
宗
教
者
の
人
た
ち
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
は
い
な
い

で
す
が
現
地
で
一
生
懸
命
、
宗
教
活
動
に
あ
た
っ
て
い
る
人
た
ち
と
向
き

合
っ
て
き
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
人
た
ち
に
通
じ
る
も
の
は
、
こ

の
意
識
の
深
さ
、
人
間
と
し
て
の
心
の
大
き
さ
で
す
。
私
は
そ
の
こ
と
を
何

度
と
な
く
感
じ
て
き
ま
し
た
。

次
に
、
宗
教
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
、
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で
考
え
よ

う
と
い
う
の
が
２
枚
目
の
パ
ネ
ル
で
す
。

人
類
史
に
お
け
る
宗
教
の
淵
源
に
つ
い
て
で
す
。
こ
れ
は
宗
教
者
の
皆

さ
ん
も
、
生
命
科
学
の
進
化
、
文
化
人
類
学
の
進
化
、
認
知
科
学
の
進
化
と

い
う
こ
と
に
関
心
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
な
ら
、
嫌
で
も
目
を
向
け
ざ
る
を

得
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
人
類
に
と
っ
て
「
宗
教
と
は
何
だ
っ
た
の
か
」
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
、
考
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
ま
ず
、
そ
う
い
う
説
も
あ
る

と
い
う
話
で
は
な
く
て
、
す
で
に
科
学
的
に
検
証
さ
れ
て
い
る
事
実
に
つ
い

て
考
え
て
い
き
ま
す
。

ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
、
わ
れ
わ
れ
の
ご
先
祖
で
あ
る
新
生
人
類
が
ア
フ

リ
カ
大
陸
に
現
れ
た
の
は
約
20
万
年
前
ら
し
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き

て
い
ま
す
。
そ
の
後
、約
６
万
年
前
に
ご
存
知
の
「
グ
レ
ー
ト
ジ
ャ
ー
ニ
ー
」

と
い
う
も
の
が
始
ま
り
ま
す
。
つ
ま
り
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
側
に
ア
フ
リ
カ

大
陸
か
ら
動
き
始
め
た
と
い
う
、「
出
ア
フ
リ
カ
」
に
つ
い
て
で
す
。

な
ぜ
動
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
出
て

き
て
お
り
、
私
は
本
当
に
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
の
時
代
の
感
染
症
が

影
響
し
て
ア
フ
リ
カ
か
ら
出
た
と
い
う
感
染
症
説
、
あ
る
い
は
食
を
求
め
た
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と
い
う
説
、
さ
ら
に
は
気
候
変
動
が
大
き
な
背
景
に
あ
り
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸

に
入
り
込
ん
だ
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
は
こ
れ
か
ら
ま
す
ま

す
検
証
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

日
本
列
島
に
は
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
が
約
３
万
８
０
０
０
年
前
に
た
ど

り
着
い
た
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
こ
か
ら
が
宗
教
と
い

う
問
題
意
識
と
絡
ん
で
き
ま
す
。

そ
れ
ま
で
人
類
は
狩
猟
採
集
の
時
代
を
続
け
て
き
た
の
で
す
が
、
約
１
万

年
前
に
定
住
革
命
、
す
な
わ
ち
一
定
の
土
地
に
定
住
す
る
農
耕
革
命
が
お
こ

り
ま
す
。
毎
年
、
毎
年
、
農
耕
と
い
う
も
の
に
向
き
合
っ
て
定
住
生
活
を
し

て
い
く
ス
タ
イ
ル
に
変
わ
っ
た
の
が
約
１
万
年
前
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
、
今
さ

ま
ざ
ま
な
検
証
が
進
ん
で
い
ま
す
。母
な
る
大
地
に
根
ざ
し
始
め
た
の
で
す
。

農
耕
革
命
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
が
出
て
き
て
い
ま
す
が
、
定

住
し
た
こ
と
の
意
味
を
平
た
く
い
う
と
、
気
に
入
ら
な
い
人
と
も
共
存
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
渡
り
鳥
の

よ
う
に
、そ
の
場
で
も
め
ご
と
が
起
き
た
り
嫌
な
こ
と
が
あ
っ
た
り
す
る
と
、

次
の
場
所
に
移
動
し
て
い
く
と
い
う
世
界
観
に
よ
っ
て
生
き
て
い
れ
ば
よ

か
っ
た
の
で
す
が
、
人
間
が
、
一
定
の
と
こ
ろ
に
住
ん
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

保
っ
て
一
緒
に
住
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
本
音
の
と
こ
ろ

で
は
気
に
入
ら
な
い
人
だ
と
思
っ
て
い
て
も
、
腹
を
く
く
っ
て
一
緒
に
生
き

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
な
か
か
ら
、
生
き
て
い
く

た
め
の
知
恵
、
自
分
だ
け
で
は
な
く
誰
か
と
一
緒
に
生
き
る
、
例
え
ば
環
境

に
適
応
し
て
生
き
る
ル
ー
ル
や
し
き
た
り
、
他
者
に
対
す
る
配
慮
、
そ
う
い

１ⓒ寺島文庫

「比叡山宗教サミット」 基調発題 資料
2022年8月4日
寺島 実郎
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う
も
の
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
な
か
で
ど
う
し
て
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

約
1
万
年
前
に
そ
の
定
住
革
命
が
動
き
始
め
た
わ
け
で
す
。

最
近
こ
う
い
う
研
究
文
献
が
続
々
と
出
て
き
て
い
ま
す
が
、
約
７
０
０
０

年
前
に
人
間
が
概
念
的
な
神
を
意
識
し
始
め
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
聖
な

る
も
の
を
意
識
す
る
な
か
か
ら
の
神
の
存
在
で
す
。
約
３
０
０
０
年
前
ま
で

の
人
間
は
、
今
の
人
間
よ
り
も
は
る
か
に
感
受
性
が
優
れ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
捉
え
方
が
、
最
近
の
研
究
で
発
表
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

神
々
を
意
識
し
神
々
と
の
対
話
の
な
か
で
生
き
る
、
例
え
ば
巫
女
さ
ん

の
サ
ジ
ェ
ス
チ
ョ
ン
に
よ
っ
て
生
き
て
い
く
、
こ
こ
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
判
断
に
迷
う
と
き
に
神
に
訊
ね
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
神
々
と
の
対
話
で

生
き
て
き
た
人
類
の
心
の
な
か
に
、
３
０
０
０
年
ほ
ど
前
か
ら
意
識
と
い
う

も
の
が
芽
生
え
て
き
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
先
端
的
な
研
究
が
登
場
し

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
２
５
０
０
年
前
と
パ
ネ
ル
に
書
か
れ
て
い
る
部
分
を
よ
く
考

え
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
、
わ
れ
わ
れ
が
世
界
宗
教
と
い
う
カ
テ

ゴ
リ
ー
の
な
か
で
議
論
し
て
い
る
も
の
、
そ
れ
は
何
か
と
い
う
と
、
民
族
、

国
境
を
越
え
て
広
く
世
界
に
浸
透
し
て
い
る
宗
教
、と
い
う
意
味
な
の
で
す
。

世
界
宗
教
と
い
わ
れ
る
も
の
の
誕
生
は
実
に
不
思
議
で
す
。
２
５
０
０

年
く
ら
い
前
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
中
東
一
神
教
の
基
点
で
あ
る

ユ
ダ
ヤ
教
は
、「
モ
ー
ゼ
五
書
」
な
る
旧
約
聖
書
の
整
備
を
始
め
た
の
が
約

２
５
０
０
年
前
。
そ
し
て
約
２
０
０
０
年
前
に
ジ
ー
ザ
ス
・
ク
ラ
イ
ス
ト
が

ユ
ダ
ヤ
教
の
な
か
か
ら
登
場
し
て
き
ま
す
。
イ
ン
ド
亜
大
陸
に
ブ
ッ
ダ
、
日

本
人
が
最
も
影
響
を
受
け
て
い
る
釈
尊
が
登
場
し
て
き
ま
し
た
。
釈
尊
の
生

き
た
時
代
と
い
う
の
は
Ｂ
Ｃ
４
６
３
〜
３
８
３
年
と
書
い
て
い
ま
す
が
約

２
５
０
０
年
前
で
す
。
儒
教
は
世
界
宗
教
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
日
本
人
が

大
き
な
影
響
を
受
け
た
儒
教
の
祖
で
あ
る
孔
子
が
中
国
で
生
ま
れ
た
の
も
、

や
は
り
約
２
５
０
０
年
前
で
す
。

こ
の
２
５
０
０
年
前
と
は
一
体
何
か
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
テ
ー
マ
に

な
っ
て
い
ま
す
。
世
界
宗
教
の
淵
源
と
い
わ
れ
る
も
の
が
、
ど
う
し
て
世
界

の
各
地
で
ほ
ぼ
同
時
に
動
き
始
め
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
研
究

は
、
最
近
非
常
に
注
目
を
浴
び
始
め
て
い
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
、
ち
ょ
っ
と
不
思
議
な
こ
と
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ギ
リ
シ
ャ

の
民
主
制
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
黄
金
期
と
い
わ
れ
た
の
が
、
約
２
５
０
０
年
前

の
ア
テ
ネ
の
民
主
制
で
す
。
で
す
か
ら
ア
テ
ネ
の
民
主
制
と
、
世
界
宗
教
の

誕
生
は
ほ
ぼ
同
時
期
の
発
祥
で
す
。
つ
ま
り
人
間
と
い
う
も
の
が
持
っ
て
い

る
思
考
回
路
、
意
識
、
認
識
、
そ
う
い
う
智
の
世
界
に
お
け
る
変
化
が
、
大

き
な
う
ね
り
を
持
っ
て
動
き
始
め
た
時
期
が
同
時
化
し
て
き
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。

次
に
、
人
間
の
意
識
の
高
ま
り
の
結
晶
と
し
て
の
宗
教
に
つ
い
て
で
す
。

宗
教
と
い
う
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
宗
教
を
超
え
て
と
い
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す

が
、
本
当
の
宗
教
と
い
う
言
葉
を
あ
え
て
使
い
ま
す
が
、
自
ら
を
見
つ
め
る

力
の
強
さ
で
す
。
ブ
ッ
ダ
の
仏
教
は
究
極
の
内
省
力
で
す
。
自
分
の
苦
悩
を

真
剣
に
見
つ
め
、
そ
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
内
省
力
と
共
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感
力
の
な
か
か
ら
、
宗
教
の
心
と
い
う
も
の
が
静
か
に
動
い
て
き
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
私
は
感
じ
ま
す
。

な
に
よ
り
も
、
宗
教
者
の
持
っ
て
い
る
心
の
大
き
さ
と
は
何
で
し
ょ
う

か
。
私
は
多
く
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
な
か
で
思
い
出
す
の
で
す
が
、
よ
り

大
き
な
価
値
が
自
分
を
見
つ
め
て
い
る
と
い
う
意
識
で
す
。
つ
ま
り
傲
慢
不

遜
に
生
き
る
こ
と
の
限
界
、
謙
虚
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
自
分
よ
り

大
き
な
力
や
よ
り
大
き
な
意
思
、
そ
れ
が
神
仏
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

自
分
を
見
つ
め
る
大
き
な
力
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
謙
虚
で
あ
る
と
い
う
意

識
が
、
宗
教
と
い
う
も
の
を
も
っ
て
真
剣
に
生
き
て
い
る
人
た
ち
に
共
通
す

る
価
値
だ
と
い
う
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。

次
に
、
２
５
０
０
年
前
に
静
か
に
動
き
始
め
た
民
族
、
国
境
を
越
え
た

世
界
宗
教
な
る
も
の
に
、何
か
共
通
性
は
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
ま
す
。

キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
愛
、
仏
教
に
お
け
る
慈
悲
を
突
き
つ
め
て
い
く
と
、

人
間
の
心
の
な
か
の
利
他
性
に
気
づ
き
ま
す
。
ア
イ
・
マ
イ
・
ミ
ー
、
つ
ま

り
自
分
、
自
分
、
自
分
で
は
な
く
、
他
者
に
対
す
る
思
い
、
あ
る
い
は
あ
る

べ
き
価
値
に
対
す
る
ま
な
ざ
し
、
そ
う
い
う
も
の
に
対
し
て
気
持
ち
、
心
が

向
か
い
始
め
た
と
い
う
こ
と
が
、
人
類
史
に
お
け
る
宗
教
の
淵
源
で
は
な
い

か
と
、
こ
の
段
階
で
私
が
確
認
し
て
お
き
た
い
こ
と
な
の
で
す
。

３
枚
目
の
パ
ネ
ル
で
す
。
世
界
宗
教
は
歴
史
の
な
か
で
、「
加
上
」
そ
し

て
「
進
化
」
と
書
い
て
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
話
で
す
。
宗
教
者
で
は
な
い

人
間
の
、
社
会
科
学
的
な
関
心
領
域
か
ら
の
宗
教
論
だ
と
思
っ
て
聞
い
て
い

２ⓒ寺島文庫
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た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
い
い
ま
す
と
、
私
は
ゴ
ル
ゴ
ダ
の
丘
に
２
回
立

ち
ま
し
た
。
キ
リ
ス
ト
が
十
字
架
を
背
負
っ
て
歩
か
さ
れ
た
と
い
う
道
を
２

回
、
歩
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
原
点
と
も
い
え

る
ゴ
ル
ゴ
ダ
の
丘
の
上
に
建
つ
聖
墳
墓
教
会
に
立
ち
、
思
い
を
巡
ら
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

「
キ
リ
ス
ト
教
は
パ
ウ
ロ
が
作
っ
た
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
キ
リ

ス
ト
と
い
う
青
年
の
高
潔
な
死
は
人
類
の
原
罪
を
背
負
っ
て
死
ん
だ
も
の
で

あ
り
、
そ
の
キ
リ
ス
ト
の
死
が
キ
リ
ス
ト
教
を
支
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
は

い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
キ
リ
ス
ト
と
い
う
人
物
に
実
際
は
一
度
も

会
っ
た
こ
と
の
な
か
っ
た
パ
ウ
ロ
と
い
う
人
が
、
キ
リ
ス
ト
を
し
て
キ
リ
ス

ト
に
し
た
、
キ
リ
ス
ト
と
は
ギ
リ
シ
ャ
語
で
す
が
、
こ
の
パ
ウ
ロ
の
役
割
こ

そ
が
、
キ
リ
ス
ト
教
が
今
日
担
っ
て
い
る
大
き
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
の
キ
ー

ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
す
。

神
は
ユ
ダ
ヤ
教
の
神
で
し
か
な
い
の
か
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
た
め
の
神
で
し

か
な
い
の
か
と
い
う
パ
ウ
ロ
の
問
い
か
け
、
民
族
を
超
え
、
性
別
を
超
え
、

階
級
階
層
を
超
え
、
神
は
万
人
の
も
の
で
は
な
い
の
か
と
い
う
問
い
か
け
か

ら
、
キ
リ
ス
ト
教
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
が
起
こ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
普

遍
的
な
神
の
存
在
と
い
う
問
題
意
識
を
展
開
し
て
、
そ
の
原
点
に
立
っ
て
い

た
の
が
パ
ウ
ロ
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
文
献
を
読
ん
で
き
て
つ
く
づ
く
思

い
ま
す
。

キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
の
は
、
キ
リ
ス
ト
な
る
生
き
方
を
し
た
人
物
そ
の
も

の
の
上
に
、パ
ウ
ロ
と
い
う
人
が
加
上
し

│
加
え
る
上
と
い
う
意
味

│
、

そ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
が
キ
リ
ス
ト
教
を
し
て
世
界
宗
教
に
し
て
い
っ
た
の

で
す
。

そ
こ
か
ら
さ
ら
に
、
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
に
対
す
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

の
誕
生
へ
と
続
き
ま
す
が
、
私
が
欧
州
を
動
い
て
い
て
、
つ
く
づ
く
と
感
じ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
、
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
の
対
抗
宗
教
革
命
と
そ
こ
に
書

い
て
あ
る
こ
と
の
意
味
で
す
。
日
本
に
ザ
ビ
エ
ル
が
や
っ
て
来
た
理
由
は
、

カ
ト
リ
ッ
ク
の
危
機
感
で
す
。つ
ま
り
宗
教
革
命
な
る
も
の
が
吹
き
荒
れ
て
、

カ
ト
リ
ッ
ク
自
身
も
そ
の
圧
力
の
な
か
で
、
緊
張
感
を
持
っ
て
世
界
に
自
分

た
ち
を
展
開
し
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
が
突
き
動
か
し
た
の
が
大
航
海
時
代

で
あ
り
、
そ
れ
が
日
本
に
ま
で
カ
ト
リ
ッ
ク
の
伝
来
が
あ
っ
た
こ
と
の
大
き

な
背
景
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

歴
史
に
は
わ
け
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
わ
れ
わ
れ
が
生
き
て
き
た

近
代
史
な
る
も
の
で
、世
界
の
政
治
経
済
学
に
携
わ
っ
て
い
る
者
に
と
っ
て
、

１
６
４
８
年
の
ウ
エ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
と
い
う
の
は
イ
ロ
ハ
の
イ
み
た
い

な
も
の
で
す
。
欧
州
が
血
み
ど
ろ
に
な
っ
て
戦
っ
た
最
後
の
宗
教
戦
争
と
い

わ
れ
る
30
年
戦
争
が
終
わ
り
、
宗
教
的
権
威
か
ら
政
治
と
い
う
も
の
が
解
放

さ
れ
て
、
中
世
な
る
も
の
か
ら
近
代
に
歴
史
が
動
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
起

点
が
ウ
エ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
で
す
。
そ
し
て
主
権
国
家
な
る
も
の
が
誕
生

し
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
、
民
主
主
義
や
資
本
主
義
な
ど
と
い
う
わ
れ
わ
れ
が
ま
さ
に

ど
っ
ぷ
り
浸
っ
て
生
き
て
い
る
価
値
、
そ
し
て
社
会
シ
ス
テ
ム
、
経
済
シ
ス
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テ
ム
が
近
代
化
と
い
う
枠
組
み
の
な
か
で
登
場
し
、
そ
の
な
か
を
わ
れ
わ
れ

は
生
き
て
き
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
こ
の
西
欧
社
会

に
始
ま
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
宗
教
改
革
を
一
つ
の
梃
子
に
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の

近
代
と
い
う
時
代
が
扉
を
開
い
て
展
開
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
を
つ
く
づ
く

感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

次
は
仏
教
に
つ
い
て
で
す
。

ブ
ッ
ダ
の
仏
教
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
ブ
ッ
ダ
の
仏
教

に
つ
い
て
、
原
典
に
近
い
と
い
わ
れ
て
い
る
文
献
を
読
め
ば
読
む
ほ
ど
、
釈

尊
と
い
う
人
は
な
に
も
衆
生
救
済
の
た
め
に
仏
教
の
原
点
を
極
め
た
わ
け
で

は
な
い
、
究
極
の
内
省
と
書
い
て
あ
る
意
味
は
、
ま
さ
に
そ
こ
に
あ
る
わ
け

で
す
。
人
間
の
苦
悩
と
い
う
も
の
を
真
摯
に
見
つ
め
て
、
悟
り
な
る
も
の
に

至
る
ま
で
の
苦
、
ブ
ッ
ダ
の
仏
教
と
は
内
に
内
に
向
か
っ
た
仏
教
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
を
脈
々
と
引
き
継
い
だ
人
た
ち
が
、
原
点
に
立
つ
ブ
ッ

ダ
の
存
在
を
、
そ
の
時
代
を
背
景
に
し
て
新
し
い
役
割
意
識
を
付
加
し
て
、

衆
生
救
済
の
仏
教
、
つ
ま
り
わ
れ
わ
れ
が
最
も
影
響
を
受
け
て
い
る
大
乗
仏

教
な
る
も
の
が
加
上
さ
れ
て
く
る
の
で
す
。

私
自
身
、『
人
間
と
宗
教
あ
る
い
は
日
本
人
の
心
の
基
軸
』
と
い
う
本
で
、

素
人
な
が
ら
真
剣
に
仏
教
の
歴
史
と
い
う
も
の
を
現
場
に
立
ち
な
が
ら
追
い

か
け
て
み
ま
し
た
。
日
本
に
伝
来
し
て
き
た
仏
教
、
大
乗
仏
教
の
原
点
は
、

こ
の
世
界
に
お
ら
れ
る
方
に
と
っ
て
は
常
識
だ
と
思
い
ま
す
が
、
龍り

ゅ
う

樹じ
ゅ

と
い

う
イ
ン
ド
の
高
僧
で
あ
り
、
世せ

親し
ん

で
す
ね
。
さ
ら
に
、
わ
れ
わ
れ
は
仏
教
を

お
経
と
い
う
漢
字
で
理
解
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
あ
の
鳩く

摩ま

羅ら

什じ
ゅ
う

の
よ
う

な
、仏
教
を
漢
字
化
し
世
界
に
開
い
た
大
変
な
存
在
が
そ
こ
に
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
三
蔵
玄
奘
で
す
。
イ
ン
ド
に
行
っ
て
仏
教
に
対
す
る
わ
れ
わ
れ
の

視
界
を
開
く
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
そ
う
い
う
人
達
が
、
仏
教
と

い
う
宗
教
を
加
上
し
て
、
創
造
的
に
進
化
さ
せ
て
き
た
と
い
う
こ
と
を
つ
く

づ
く
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
私
は
日
本
仏
教
の
創
造
性
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
い
う
こ

と
で
お
話
し
た
い
と
思
い
、
パ
ネ
ル
に
書
い
て
い
ま
す
。
こ
の
天
台
宗
の
原

点
に
お
ら
れ
る
の
が
最
澄
で
す
。「
最
澄
と
空
海
」
と
い
う
い
い
方
が
あ
り

ま
す
が
、
遣
唐
使
の
一
翼
を
占
め
る
か
た
ち
で
、
ま
っ
た
く
同
じ
タ
イ
ミ
ン

グ
で
中
国
に
渡
り
ま
し
た
。

私
は
最
澄
と
い
う
人
は
大
変
心
の
広
い
人
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
感
じ

ま
す
。
自
分
の
年
下
で
格
下
と
も
い
え
る
存
在
の
空
海
に
、
持
ち
帰
っ
て
き

た
真
言
密
教
の
さ
ら
に
深
い
教
え
を
自
分
に
も
教
え
て
く
れ
と
頭
を
下
げ

る
、
そ
れ
だ
け
の
度
胸
と
勇
気
と
大
き
さ
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

の
大
き
さ
が
最
澄
と
い
う
人
を
し
て
、
す
ぐ
そ
こ
に
あ
る
標
高
８
４
８
ｍ
の

比
叡
山 

を
「
母
な
る
山
」
に
な
ら
し
め
た
の
で
す
。

日
本
仏
教
の
「
母
な
る
山
」
と
い
う
意
味
は
、
法
然
、
親
鸞
、
日
蓮
、

さ
ら
に
は
道
元
、
栄
西
に
し
ろ
、
あ
る
時
期
こ
の
お
山
の
懐
を
借
り
て
自
分

を
磨
い
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
か
ら
自
分
の
旗
を
掲
げ
て
、
自
分
の
宗
教
と

い
う
も
の
を
打
ち
立
て
ま
し
た
。
最
澄
の
言
葉
が
比
叡
山
の
上
に
掲
げ
ら
れ

て
い
ま
す
が
、「
一
隅
を
照
ら
す
、こ
れ
す
な
わ
ち
国
宝
な
り
」
と
あ
り
ま
す
。
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自
分
の
懐
か
ら
、
自
分
を
超
え
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
よ
う
な
も
の
を
育
て

て
い
く
力
は
、
ど
れ
ほ
ど
偉
大
な
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

れ
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
も
同
じ
で
す
。
後
継
者
に
は
必
ず
自
分
が
安
心
し

て
い
ら
れ
る
よ
う
な
人
を
選
び
ま
す
か
ら
、
会
社
と
い
う
の
が
ど
ん
ど
ん
ダ

メ
に
な
る
の
で
す
。

私
は
高
野
山
大
学
夏
期
講
座
で
空
海
に
つ
い
て
の
講
義
を
し
た
と
き
、

私
の
理
解
で
は
空
海
は
理
科
系
の
人
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
だ
と
述
べ
ま
し
た
。
中

国
か
ら
は
真
言
密
教
だ
け
で
は
な
く
、
土
木
工
学
、
薬
学
、
医
学
な
ど
も
持

ち
帰
り
ま
し
た
。
東
寺
に
あ
る
綜
藝
種
智
院
は
、
そ
の
技
術
を
持
ち
帰
っ
て

き
た
こ
と
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
よ
う
な
存
在
で
す
。
ま
た
全
国
い
た
る
と

こ
ろ
に
空
海
が
掘
っ
た
と
い
う
井
戸
が
あ
り
ま
す
。
思
考
回
路
が
理
科
系
の

人
で
、「
空
海
の
あ
と
に
空
海
な
き
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
く
ら
い
、
完
璧

な
ロ
ジ
ッ
ク
で
物
事
を
組
み
立
て
ま
す
。
関
連
の
書
物
を
読
ん
で
い
て
感
動

し
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
な
る
ほ
ど
空
海
は
優
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
最

澄
の
持
つ
大
き
さ
と
い
う
も
の
に
し
び
れ
ま
す
、
と
い
う
こ
と
を
そ
の
高
野

山
の
講
座
で
申
し
上
げ
た
の
で
す
。
参
加
者
は
驚
い
て
い
ま
し
た
が
。

最
澄
の
も
と
か
ら
法
然
、
親
鸞
が
仏
教
を
徹
底
的
に
民
衆
の
宗
教
に
変

え
た
と
い
う
こ
と
は
、
世
界
仏
教
史
の
な
か
で
も
際
立
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ

な
ら
ば
、
仏
教
は
国
家
仏
教
と
し
て
国
家
鎮
護
の
た
め
に
伝
来
し
た
傾
向
が

あ
る
な
か
で
、
そ
こ
か
ら
民
衆
の
宗
教
に
変
え
て
い
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源

と
し
て
、
や
は
り
法
然
、
親
鸞
と
い
う
存
在
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
日
蓮
の
そ
そ
り
立
つ
よ
う
な
、
火
の
玉
の
よ
う
な
問
題
意
識
で

す
。
日
本
国
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
視
点
か
ら
、
鎌
倉
幕
府
と
正
面
か
ら
向

き
合
う
気
迫
。
こ
の
一
群
の
日
本
仏
教
と
い
う
も
の
が
生
み
出
し
て
い
る
も

の
は
、
世
界
宗
教
史
の
な
か
で
光
る
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

最
後
の
パ
ネ
ル
で
す
が
、
宗
教
の
偉
大
な
可
能
性
と
恐
ろ
し
さ
と
い
う

こ
と
を
、
課
題
と
し
て
確
認
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
言
で
い
う
と
、
私
は
宗
教
と
い
う
の
は
諸
刃
の
剣
だ
と
思
い
ま
す
。
善

悪
双
方
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
と
っ
て
諸
刃
の
剣
に
な
り
ま
す
。
今
わ
れ
わ
れ

は
、
宗
教
と
い
う
言
葉
の
な
か
に
、
そ
の
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
で
す
。
ロ
シ
ア
正
教
と
い
う
宗
教
が
ダ
メ
だ

と
い
う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
真
摯
な
民
族
宗
教
な
の
で
す
が
、
民
族
宗

教
と
国
家
権
力
が
一
体
に
な
っ
た
と
き
、
合
理
的
な
判
断
を
超
え
た
戦
争
の

美
化
と
正
当
化
の
主
張
が
起
こ
っ
て
き
ま
す
。
ま
る
で
狂
気
の
沙
汰
の
よ
う

に
な
っ
て
、
軍
事
力
で
押
さ
え
つ
け
よ
う
と
い
う
方
向
に
行
っ
て
し
ま
う
、

そ
ん
な
思
い
で
私
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
見
て
い
ま
す
。

昨
今
、
こ
れ
が
果
た
し
て
宗
教
と
い
え
る
の
か
と
い
う
問
題
意
識
を
感

じ
さ
せ
る
宗
教
の
名
を
使
っ
た
、
弱
者
か
ら
の
収
奪
、
あ
る
い
は
マ
イ
ン
ド

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
よ
う
な
、
酷
い
出
来
事
に
で
く
わ
し
て
い
ま
す
。
宗
教
者

の
方
が
い
ち
ば
ん
腹
を
立
て
て
い
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
私
が
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
が
、
対
話
の

基
盤
と
可
能
性
と
い
う
人
間
の
共
感
力
を
引
き
出
す
起
点
、
相
手
の
立
場
に
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立
っ
て
共
感
力
を
持
っ
て
向
き
合
う
力
と
い
う
の
が
宗
教
者
の
力
で
す
。
対

話
、
強
調
、
調
和
の
ベ
ー
ス
を
作
る
上
で
、
宗
教
が
果
た
す
意
味
で
す
。

私
は
宗
教
と
い
う
の
は
文
化
力
の
結
晶
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
自

ら
の
視
界
を
広
げ
、
自
分
と
相
対
す
る
も
の
に
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
視
界

の
重
心
を
下
げ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
相
手
の
立
場
に
一
歩
踏
み
込
ん
で

共
感
す
る
心
を
動
か
す
こ
と
。
そ
し
て
美
や
正
義
と
い
う
も
の
に
対
し
て
意
識

を
向
け
る
力
。
私
は
こ
れ
が
世
界
に
お
け
る
宗
教
者
の
果
た
す
べ
き
役
割
だ

と
思
い
ま
す
し
、
ま
た
現
実
に
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
も
思
い
ま
す
。

今
日
こ
れ
か
ら
、
地
球
環
境
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
な
議
論
が
深
め
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。
大
き
な
宇
宙
観
の
な
か
で
、
あ
る
べ
き
秩
序
や
あ
る
べ

き
ル
ー
ル
と
い
う
も
の
を
模
索
す
る
心
は
、
や
は
り
宗
教
を
起
点
に
し
て
生

ま
れ
ま
す
。

私
は
鈴
木
大
拙
の
影
響
を
受
け
て
、
仏
教
に
関
心
を
持
っ
た
人
間
で
す
。

必
ず
思
い
出
す
の
は
鈴
木
大
拙
が
い
い
続
け
た
、「
外
は
広
く
内
は
深
い
」
と

い
う
言
葉
で
す
。
外
の
広
が
り
に
目
を
や
る
余
裕
、
心
を
も
含
む
内
の
深
さ

を
、
敏
感
に
感
じ
取
る
力
を
持
つ
心
。
外
は
広
く
内
は
深
い
、
は
英
語
で
い

う
と
、
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
だ
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
全
体
知
で
す
。
と
か

く
偏
狭
な
価
値
観
や
専
門
性
に
埋
没
し
が
ち
な
世
界
を
、
全
体
知
を
も
っ
て

考
え
る
と
い
う
と
こ
ろ
へ
導
い
て
い
く
力
が
宗
教
の
役
割
だ
と
思
い
ま
す
。

わ
ず
か
40
分
と
い
う
こ
と
で
要
領
を
得
ま
せ
ん
が
、
私
の
問
題
意
識
を

お
伝
え
し
て
役
割
を
終
え
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

２ⓒ寺島文庫
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［
和
田
］　

皆
様
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
す
。
実
行
委
員
の
和
田
惠

久
巳
と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

先
ほ
ど
寺
島
先
生
は
、
人
間
、

宗
教
に
つ
い
て
人
類
史
を
ひ
も

と
き
な
が
ら
、〝
ビ
ッ
グ
・
ヒ
ス

ト
リ
ー
〞
と
い
う
広
い
視
界
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
教
示
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
そ
の
中
で
人
間
も
宗
教
も
危
険
で
恐
ろ
し
い
存
在
、
で
も
一
方
で

宗
教
は
共
に
生
き
る
た
め
の
知
恵
と
し
て
生
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
も
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
は
そ
う
し
た
宗
教
や
信
仰
を
背
景
に
持
つ
パ
ネ
リ
ス
ト
の
先
生

方
と
、「
気
候
変
動
と
宗
教
者
の
責
務
」
を
テ
ー
マ
に
、
深
刻
化
す
る
環
境

問
題
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
初
め
に
、
４
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
先
生
方
を
、
発
表
順
に
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
人
目
は
薗
田
稔
先
生
で
す
。

埼
玉
県
に
あ
り
ま
す
秩
父
神
社
の
宮
司
を
30
年
に
亘
っ
て
務
め
て
お
ら

れ
、
宗
教
学
、
特
に
日
本
宗
教
史
の
専
門
家
で
あ
る
と
と
も
に
、
社し

ゃ

叢そ
う

学
会

や
世
界
宗
教
者
平
和
会
議
（
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
日
本
委
員
会
に
お
い
て
も
、
森
づ

く
り
を
は
じ
め
環
境
問
題
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

二
人
目
は
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
バ
グ
ワ
ン
先
生
で
す
。

気
候
変
動
の
影
響
に
よ
っ
て
海
面
上
昇
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
太
平

洋
島
嶼
国
の
一
つ
、
フ
ィ
ジ
ー
か
ら
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
バ
グ
ワ
ン

先
生
は
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
の
牧
師
で
、
ま
た
18
の
太
平
洋
の
国
や
地
域
が
加

盟
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
連
合
体
で
あ
る
太
平
洋
教
会
協
議
会
の
事
務
総
長
を

お
務
め
で
す
。20
年
に
亘
っ
て
気
候
変
動
問
題
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

三
人
目
は
竹
村
牧
男
先
生
で
す
。

仏
教
学
、宗
教
哲
学
を
専
門
と
さ
れ
、東
洋
大
学
名
誉
教
授
で
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
一
昨
年
ま
で
同
大
学
の
学
長
を
務
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
は

世
界
宗
教
者
平
和
会
議
（
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
日
本
委
員
会
の
平
和
研
究
所
所
長
と

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
の
先
生
方
と
の
対
話
を
推
進
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
ま
た
『
ブ
ッ
デ
ィ
ス
ト
・
エ
コ
ロ
ジ
ー
』
と
い
う
著
書
も
あ
り
仏

教
と
環
境
を
結
び
つ
け
て
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
四
人
目
は
デ
ス
モ
ン
ド
・
カ
ー
ヒ
ル
先
生
で
す
。

ア
ジ
ア
宗
教
者
平
和
会
議
（
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
の
実
務
議
長
に
昨
年
就
任
さ

れ
、
諸
宗
教
対
話
を
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
都
市
社
会
学
を
専
門
と
さ

れ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ロ
イ
ヤ
ル
メ
ル
ボ
ル
ン
工
科
大
学
名
誉
教
授
で
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
さ
っ
そ
く
パ
ネ
リ
ス
ト
の
先
生
方
に
ご
発
表
を
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
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１　

混
迷
す
る
「
生
命
」
観
と
環
境
破
壊

か
つ
て
米
国
の
思
想
家
エ
ー
リ
ッ
ヒ
・
フ
ロ
ム
（Erich From

m
, 1900‒

1980

）
が
、「
19
世
紀
は
神
を
殺
し
、
20
世
紀
は
人
を
殺
し
た
」
と
喝
破
し
た

こ
と
が
あ
る
（
注
1
）。
つ
ま
り
近
代
は
、
宗
教
が
人
々
の
信
頼
を
失
い
、
人

類
の
諸
問
題
に
無
力
で
あ
っ
た
時
代
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
代
の
21
世
紀
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
「
人
を
生
か
し
」、

そ
の
た
め
に
も
「
神
を
生
か
す
」
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
今
こ

の
時
代
が
直
面
す
る
す
べ
て
の
深
刻
な
課
題
に
共
通
す
る
最
も
根
源
的
な
原

因
は
、
人
間
存
在
に
根
ざ
し
、
し
た
が
っ
て
人
間
な
ら
で
は
の
宗
教
性
に
由

来
す
る
は
ず
の
本
来
的
に
霊
的spiritual

な
「
生
命
」
観
の
喪
失
に
あ
る

と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
近
代
の
世
俗
化
し
た
人
間
中
心
主
義
は
、
現
に
生
き
て
い
る

人
間
だ
け
が
無
条
件
に
尊
重
さ
れ
る
べ
き
生
命
を
も
っ
て
生
き
る
権
利
を

も
っ
て
お
り
、
し
か
も
個
人
が
延
命
す
る
の
に
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
て
何

の
遠
慮
も
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
思
潮
な
の
で
あ
る
。
あ
た
か
も
自
分

の
人
生
は
自
分
だ
け
の
も
の
で
、
親
や
親
族
と
も
無
関
係
に
気
ま
ま
に
生
き

る
こ
と
が
当
然
の
権
利
の
よ
う
に
振
舞
う
。
だ
か
ら
現
代
で
は
、
自
分
た
ち

が
生
き
残
る
た
め
に
は
、
他
の
生
き
物
の
命
ば
か
り
か
、
人
間
の
胎
児
や
脳

死
者
の
体
躯
や
臓
器
を
も
自
由
に
活
用
で
き
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
る
。
現

代
の
先
端
医
学
や
生
命
科
学
は
、
現
に
そ
う
し
た
狭
い
人
命
尊
重
主
義
に
守

ら
れ
て
進
歩
し
て
き
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
い
う
な
ら
ば
、
近
代
人
は
、
こ

の
よ
う
に
し
て
ま
ず
19
世
紀
に
神
を
殺
し
、
さ
ら
に
自
分
た
ち
が
神
に
な
ろ

う
と
し
て
、
つ
い
に
は
人
を
も
殺
す
、
つ
ま
り
本
来
の
人
間
性
を
も
見
失
っ

て
し
ま
い
つ
つ
あ
る
。
し
か
も
20
世
紀
に
急
速
に
発
展
し
た
科
学
技
術
が
可

能
に
し
た
大
量
の
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
物
質
文
明
は
、
つ
い
に
深
刻
な

気
候
変
動
と
い
う
地
球
環
境
の
破
壊
さ
え
も
た
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か

も
こ
の
地
球
環
境
の
破
壊
と
は
、
人
類
生
存
を
脅
か
す
地
球
全
体
の
生
態
系

の
破
壊
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

２　
「
生せ
い

命め
い

」
と
い
う
科
学
文
明
と
「
命い
の
ち」
と
い
う
宗
教
文
化
と

今
日
の
先
端
科
学
は
、
約
40
億
年
前
の
地
球
に
原
始
生
物
が
誕
生
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
進
化
の
末
に
今
か
ら
２
０
０
万
年
ほ
ど
前
に
人
類
が
生
息
す
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。し
か
も
我
わ
れ
人
間
の
生
命
は
、

そ
う
し
た
原
始
生
物
か
ら
遥
か
に
遺
伝
子
を
継
承
し
、
そ
れ
ば
か
り
か
現
存

霊
的
「
生
命
観
」
の

復
権
と「
生
命
文
明
」

へ
の
予
感

秩
父
神
社
宮
司

　

薗
田 

稔
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す
る
地
上
の
あ
ら
ゆ
る
微
生
物
や
動
植
物
と
も
我
わ
れ
は
連
鎖
的
に
生
命
を

共
有
し
て
い
る
こ
と
も
、
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
今
や
、
地
球
全
体
が
太
陽

や
水
や
空
気
と
の
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
、
無
数
の
生
物
が
共
生

す
る
壮
大
な
世
界
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
地
球
は
、
ま

さ
し
く
ガ
イ
ア
、
全
体
が
生
き
て
い
る
惑
星
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の

生
き
て
い
る
地
球
、
か
け
が
え
の
な
い
ガ
イ
ア
が
、
我
わ
れ
人
類
の
独
占
的

な
物
質
文
明
の
被
害
を
受
け
て
そ
の
壮
大
な
生
命
体
が
危
機
に
瀕
し
、
肝
心

の
人
類
生
存
さ
え
危
ぶ
ま
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
21
世
紀
を

迎
え
て
の
人
類
最
大
の
課
題
は
、
こ
の
破
壊
的
な
物
質
文
明
の
軌
道
を
修
正

し
て
、
再
び
地
上
の
生
物
全
体
が
適
切
に
共
生
し
人
類
も
ま
た
健
康
に
生
存

す
る
よ
う
な
、豊
か
な
「
生
命
文
明
」
へ
と
向
か
う
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。

そ
こ
で
、
ま
ず
肝
心
な
こ
と
は
、
確
か
に
人
類
は
こ
う
し
た
地
球
大
の
生

命
連
鎖
の
ほ
ん
の
一
部
に
し
か
過
ぎ
な
い
が
、
し
か
し
実
は
、
そ
う
し
た
現

象
を
神
秘
に
し
て
崇
高
な
「
命い

の
ち」
と
し
て
見
出
し
た
の
は
他
な
ら
ぬ
人
類
の

宗
教
文
化
だ
と
い
う
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。

た
と
え
ば
英
国
の
民
族
学
者
エ
ド
ワ
ー
ド
・
タ
イ
ラ
ー
（Sir Edw

ard B. 

T
ylor, 1832‒1917

）
は
、
そ
の
著
『
原
始
文
化
』（
１
８
７
１
）
の
な
か

で
、
原
始
人
が
仲
間
の
死
と
自
分
の
夢
の
体
験
か
ら
生
者
に
は
霊
魂
が
内
在

す
る
と
理
解
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
ア
ニ
ミ
ズ
ム
と
彼
が
名
づ
け
た
人
類
最
初

の
宗
教
が
発
生
し
た
と
論
じ
た
が
（
注
２
）、
そ
の
発
端
の
正
否
は
と
も
か
く

と
し
て
、
私
は
、
歴
史
を
通
じ
た
全
宗
教
に
は
、
こ
う
し
た
霊
的spiritual

な
生
命
観
の
問
題
こ
そ
が
そ
の
根
底
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
原
始
時
代

か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
、
人
間
は
、
自
己
を
理
解
す
る
自
己
超
越
（self-

transcendence

）
の
営
み
の
な
か
で
自
分
が
「
生
き
て
い
る
」
と
認
識
し
た

瞬
間
か
ら
、
宗
教
に
普
遍
的
な
課
題
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
本

来
、
人
類
が
発
見
し
た
「
命い

の
ち」
と
は
、
他
な
ら
ぬ
自
分
が
霊
的
存
在
、
す
な

わ
ち
イ
ノ
チ
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
生
き
る
こ
と
の
神
秘
や
矛
盾
に
直
面

す
る
、自
分
が
な
ぜ
生
ま
れ
、な
ぜ
生
き
、な
ぜ
死
ぬ
の
か
、と
い
う
主
体
的
、

実
存
的
な
イ
ノ
チ
の
問
題
で
あ
る
。
そ
の
イ
ノ
チ
は
、
現
代
に
語
ら
れ
る
よ

う
な
客
観
的
な
生
命
現
象
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
三
人
称
的
に
客
体
化
し
た

「
彼
や
彼
ら
の
生せ

い

命め
い

」
で
は
な
く
、
一
人
称
、
二
人
称
の
主
体
的
な
「
我
と

我
ら
の
命い

の
ち」

な
の
で
あ
る
。
近
代
の
医
学
や
生
命
科
学
が
そ
の
対
象
に
す
る

「
生せ

い

命め
い

」
と
は
、
ひ
と
ま
ず
生
き
る
主
体
の
精
神
な
い
し
心
の
営
み
を
捨
象

し
棚
上
げ
し
た
生
命
現
象
で
し
か
な
い
。
人
類
が
、
そ
の
当
初
か
ら
他
の
生

物
に
無
い
イ
ノ
チ
の
自
覚
と
文
化
を
持
つ
か
ら
に
は
、「
生
命
」
問
題
は
単

に
生
命
科
学
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
今
後
と
も
変
わ
る
こ
と
な
く
人
間
主

体
の
実
存
的
問
題
で
あ
り
つ
づ
け
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
地
上
の
生
物
は
す

べ
て
個
体
と
し
て
そ
の
生
命
を
全
う
し
子
孫
を
残
す
種
的
意
思
を
も
っ
て
い

る
が
、
人
間
は
そ
れ
以
上
に
個
体
の
生
死
を
自
覚
し
、
よ
り
よ
く
生
を
全
う

す
る
た
め
に
生
死
の
意
味
と
価
値
と
を
永
遠
に
問
い
つ
づ
け
る
宿
命
を
負
っ

て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

今
日
の
先
端
科
学
が
地
球
上
の
生
態
系
に
共
生
す
る
人
類
の
あ
り
方
を
明

ら
か
に
し
た
以
上
、
今
や
人
類
だ
け
が
生
存
す
る
特
権
を
神
か
ら
与
え
ら
れ

た
と
考
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
生
き
と
し
生
け
る
も
の
す
べ
て
が
、
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か
け
が
え
の
な
い
霊
的
な
命い

の
ち

を
与
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
生
死
を
全
う
す
る

な
か
で
お
互
い
が
生
か
し
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
厳
粛
な
事
実
を
見
据
え

る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
自
ず
か
ら
自
他
の
命い

の
ち

の
尊
さ
、
自
己
が
生
か
さ
れ
て
あ

る
こ
と
の
有
り
難
さ
、
人
知
を
超
え
た
命い

の
ち

の
神
秘
な
働
き
に
目
覚
め
る
筈
で

は
な
か
ろ
う
か
。

結
び
に　

新
た
な
「
生
命
文
明
」
に
向
け
て

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
我
わ
れ
人
間
は
、「
人
間
の
み
（
生
き

な
が
ら
）
自
分
の
死
を
観
念
し
う
る
（M

an can conceive of his ow
n 

death.

）」（Glenn M
. V
ernon, Sociology of D

eath,

）（
注
３
）
と
指
摘
さ

れ
る
よ
う
に
、
こ
の
一
点
で
他
の
生
物
の
位
相
を
超
え
て
い
る
。
ま
た
、
お

そ
ら
く
人
間
だ
け
が
、
己
れ
の
生
存
を
め
ぐ
る
根
本
の
実
存
的
矛
盾
、
つ
ま

り
生
き
る
こ
と
が
死
ぬ
こ
と
で
あ
り
、そ
れ
ば
か
り
か
生
き
る
こ
と
自
体
が
、

食
べ
物
や
生
き
る
糧
と
し
て
他
の
多
く
の
生
き
物
を
殺
す
こ
と
で
も
あ
る
こ

と
の
矛
盾
に
気
づ
い
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
事
実
こ
そ
が
、
ヒ
ト
が
人
間
で
あ
る
た
め
に
は
、
何
ら
か
の

宗
教
的
超
越
の
手
段
に
訴
え
ざ
る
を
得
な
い
、
と
い
う
人
類
文
化
の
精
神

史
を
物
語
っ
て
い
る
。
米
国
の
古
典
学
者
で
ユ
ニ
ー
ク
な
思
想
家
で
も
あ
る

ノ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
は
、
特
に
イ
ン
ド
の
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
徹
底
し
た
不
殺

生
の
戒
律
に
言
及
し
て
、「
儀
礼
的
殺
生
の
手
段
の
ほ
か
に
、
殺
生
を
免
れ

る
道
は
無
い
（T

here is no w
ay to avoid m

urder, except by ritual 

m
urder.

）」（N
orm
an O

. Brow
n, Love’s Body,

）（
注
4
）と
喝
破
し
て
い
る
。

私
も
ま
た
、
す
べ
て
の
宗
教
は
、
そ
れ
が
ど
ん
な
形
に
せ
よ
、
そ
う
し
た
根

源
的
な
生
き
る
こ
と
の
罪
や
不
安
か
ら
人
間
の
心
を
解
き
放
つ
た
め
の
真
剣

な
模
索
の
営
み
に
も
と
づ
い
て
お
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
さ
ま
ざ
ま
な
神
話
伝

承
や
象
徴
的
儀
礼
、
と
り
わ
け
何
ら
か
の
犠
牲
供
進
（sacrifice

）
を
伴
う

多
彩
な
象
徴
的
贖
罪
と
い
う
祈
り
の
様
式
が
諸
宗
教
に
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

日
本
の
神
道
で
は
、
我
わ
れ
に
霊た

ま
し
い魂

を
与
え
我
わ
れ
を
生
か
し
め
て
い
る

先
祖
や
自
然
の
働
き
を
眼
に
見
え
ぬ
命い

の
ち
の
霊
性
と
し
て
カ
ミ
と
し
、
そ
の

神
々
を
祭
る
こ
と
で
神
人
一
体
の
共
存
共
栄
を
祈
っ
て
き
た
。
わ
が
命い

の
ち
は
親

を
通
じ
神
々
や
祖
先
か
ら
与
え
ら
れ
、
ま
た
我
が
死
を
通
じ
て
、
我
が
子
孫

や
自
然
の
命い

の
ち

に
伝
え
ら
れ
て
い
く
。
我
も
ま
た
、
そ
の
生
死
を
全
う
す
る
な

か
で
、
や
が
て
子
孫
が
祭
っ
て
く
れ
る
祖
霊
と
な
る
。
そ
こ
に
は
、
人
も
人

び
と
を
生
か
し
め
る
万
物
も
、
す
べ
て
霊
的
な
命い

の
ち

を
共
有
す
る
神
秘
な
世
界

へ
の
祈
り
が
あ
る
。

日
本
仏
教
の
伝
統
に
も
、「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」（
涅
槃
経
、
特
に
華
厳

宗
と
天
台
宗
）
と
い
う
偈
が
広
く
経
論
や
文
芸
に
も
て
は
や
さ
れ
、ま
た
「
草

木
国
土
悉
皆
成
仏
」
や
「
草
木
成
仏
」
な
ど
も
教
説
ば
か
り
か
謡
曲
や
物
語

に
も
よ
く
引
用
さ
れ
る
な
ど
、
人
間
な
ど
の
有
情
ば
か
り
か
木
石
な
ど
の
無

情
一
切
の
万
物
に
ま
で
成
仏
す
べ
き
「
仏
性
」
と
い
う
名
の
生
命
的
霊
性
を

も
認
め
て
き
た
。

神
道
や
仏
教
を
も
含
め
た
日
本
の
精
神
的
伝
統
が
育
ん
で
き
た
本
来
の
霊

的
生
命
観
を
、
近
代
科
学
が
明
ら
か
に
し
た
生
態
系
の
共
生
関
係
に
照
ら
し
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記
念
講
演

て
一
層
徹
底
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
、
過
去
の
20
世
紀
を
支
配
し
て
き
た
物
質
文

明
へ
の
軌
道
を
修
正
し
て
、
今
後
21
世
紀
を
生
き
る
多
く
の
人
び
と
に
、
物

心
と
も
に
豊
か
さ
を
も
た
ら
す
「
生
命
文
明
」（
注
５
）
の
実
現
へ
と
歩
み
だ

す
指
針
と
も
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

注１ 
Erich From

m
, “T
he Present H

um
an Condition,” 1955‒56 in T

he D
ogm
a of Christ, 

1963, p. 101.

２ 
Edw

ard.B.T
ylor, Prim

itive Culture: researches into the developm
ent of m

ythology, 
philosophy, religion, language, art, and custom

, 2 vols, John M
urray, London, 1871 

(H
arper T

orchbooks, 1958)

（
比
屋
根
安
定
訳
『
原
始
文
化
』
誠
信
書
房
、
１
９
６
２
年
）、

特
に
ア
ニ
ミ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
11
章
か
ら
17
章
を
参
照
。

３ 
Glenn M

. V
ernon, Sociology of D

eath: A
n A
nalysis of D

eath-R
elated Behavior, T

he 
Ronald Press Co., N

.Y
., 1970, Chap. 2, pp. 20‒54.

４ 
N
orm
an O

. Brow
n, Love’s Body, V

intage Books, Random
 H
ouse, N

.Y
., 1966, p. 172.

５ 

薗
田
稔
「『
物
質
文
明
か
ら
生
命
文
明
へ
』
を
振
り
返
っ
て
」
同
著
『
文
化
と
し
て
の
神
道
』（
弘

文
堂
、
２
０
０
５
年
）
所
収
、
１
４
６
│

１
５
０
頁
。

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

［
和
田
］　

薗
田
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

物
質
文
明
が
地
球
全
体
の
生
態
系
の
破
壊
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
い
う
、

近
代
人
、現
代
人
の
抱
え
る
病
を
喝
破
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
霊
的
で
、

神
秘
的
で
、
主
体
的
な
命
、
そ
の
命
は
時
間
を
超
え
て
つ
な
が
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
指
摘
い
た
だ
き
な
が
ら
、
生
命
文
明
と
い
う
方
向
性
を
示
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
次
に
バ
グ
ワ
ン
先
生
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

太
平
洋
共
同
体
の

精
神
性
と
気
候
変
動

太
平
洋
教
会
協
議
会
事
務
総
長

　

ジ
ェ
ー
ム
ズ・
バ
グ
ワ
ン

尊
敬
す
る
宗
教
者
の
皆
様
、
兄
弟
・
姉
妹
の
皆
様
、
本
日
、
私
ど
も
が
集

ま
っ
た
こ
の
場
所
は
、
聖
な
る
場
所
の
一
部
で
あ
り
、
今
日
ま
で
こ
の
地
を

お
守
り
く
だ
さ
っ
て
き
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
大
地
や
海

と
い
っ
た
大
自
然
と
共
に
生
き
て
こ
ら
れ
た
皆
様
に
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と

も
に
、
す
べ
て
の
皆
様
方
と
、
過
去
、
現
在
、
未
来
に
わ
た
っ
て
、
愛
と
平

和
を
分
か
ち
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
神
の
恩
寵
、
平
和
、
真
実
、
喜
び
、
命
と
幸
福
を
求
め
て
祈

り
を
捧
げ
ま
す
。
ま
た
、
神
の
平
安
が
大
地
や
海
に
満
ち
満
ち
て
、
そ
れ
ら

を
「
我
が
家
」
と
呼
び
、大
地
を
踏
み
し
め
、大
海
原
に
舟
を
漕
ぎ
出
す
人
々

す
べ
て
に
注
が
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

フ
ィ
ジ
ー
語
に
は
「
ブ
ラ
」
と
「
ヴ
ィ
ナ
カ
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

「
ブ
ラ
」
は
「
命
」
あ
る
い
は
「
健
康
」、
つ
ま
り
「
幸
福
で
安
心
で
き
る
状

態
」
を
指
し
ま
す
。「
ヴ
ィ
ナ
カ
」
は
「
感
謝
の
気
持
ち
」
さ
ら
に
具
体
的

に
い
え
ば
「
豊
穣
」
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、「
ブ
ラ
・
ヴ
ィ
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ナ
カ
」
と
い
う
挨
拶
は
、「
た
く
さ
ん
幸
福
を
」
と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。

皆
様
に
私
か
ら
「
ブ
ラ
・
ヴ
ィ
ナ
カ
」
と
挨
拶
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
度
、
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
35
周
年
記
念
の
集
い
に
お
招
き
く
だ
さ

り
、発
言
の
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
太
平
洋
教
会
の
指
導
者
と
し
て
で
は
な
く
、
そ
こ
に
仕
え
る
者
と
し

て
こ
こ
に
参
列
し
て
お
り
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
の
信
徒
は
太
平
洋
の

島
々
に
住
む
お
よ
そ
１
５
０
０
万
人
の
80
％
に
当
た
り
、「
地
球
の
肺
」
と

も
呼
ば
れ
て
い
る
広
範
な
海
域
を
守
り
育
て
て
い
ま
す
。
私
は
そ
の
信
徒
や

共
同
体
の
保
護
者
に
仕
え
る
者
と
し
て
、
ま
た
、
そ
の
代
表
と
し
て
こ
の
場

に
ま
い
り
ま
し
た
。

太
平
洋
の
共
同
体
で
は
人
間
同
士
や
人
間
と
環
境
と
の
結
び
つ
き
な
ど
の

精
神
性
が
深
く
浸
透
し
て
お
り
核
心
を
成
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
お
互
い
や
自
然
界
を
理
解
し
、
触
れ
あ
う
時
、
そ
の
中
心
に
あ

る
の
は
精
神
性
で
す
。
私
た
ち
が
生
来
持
っ
て
い
る
知
識
を
知
恵
に
高
め
、

私
た
ち
の
周
囲
の
豊
か
な
恵
み
に
感
謝
し
て
、
そ
れ
ら
を
大
切
に
扱
う
よ
う

に
導
い
て
い
る
の
も
、
こ
の
精
神
性
で
す
。

太
平
洋
の
さ
ま
ざ
ま
な
共
同
体
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
や
、
そ
の
他
多
く
の

信
仰
や
教
え
が
根
付
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
精
神
性
は
こ
れ
ら
の
多
く
の
教

え
に
よ
っ
て
高
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
信
仰
や
教
え

を
こ
の
地
球
上
に
住
む
大
多
数
の
方
々
と
共
有
し
て
い
ま
す
。

太
平
洋
の
人
々
が
持
つ
精
神
性
で
は
、
こ
の
世
界
の
生
き
と
し
生
け
る
も

の
は
、
そ
の
命
が
網
の
目
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
、
そ
の
よ
う

な
世
界
へ
深
い
敬
意
を
求
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、互
い
に
思
い
や
り
を
持
ち
、

困
難
に
打
ち
勝
つ
共
同
体
の
一
員
と
し
て
生
き
、
利
益
よ
り
も
幸
福
を
大
切

に
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
太
平
洋
に
お
け
る
「
神
の
家
族
」
を
守

り
、「
紺
碧
の
海
」
を
守
り
育
て
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
直
面
す
る
多
く
の
問
題
に
対
処
し
よ
う
と
す
る
時
、
こ
の
よ
う

な
精
神
性
に
基
づ
く
深
い
洞
察
、
思
考
と
判
断
、
そ
し
て
人
生
を
肯
定
的
に

捉
え
る
生
き
方
は
、
科
学
や
政
治
の
立
場
か
ら
話
し
合
う
の
と
同
様
に
非
常

に
大
切
な
こ
と
で
す
。
今
日
、
私
た
ち
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
、

気
候
変
動
の
危
機
、
海
洋
汚
染
と
い
っ
た
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
私
た

ち
は
海
に
よ
っ
て
互
い
に
結
び
つ
き
、
ま
た
海
が
地
球
上
の
生
命
に
息
を
吹

き
込
み
育
ん
で
い
る
の
で
す
。
さ
ら
に
、「
持
続
的
で
は
な
い
開
発
」
に
も

向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
「
欠
乏
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
に

基
づ
き
、
経
済
を
重
視
し
、
自
然
を
採
取
の
対
象
と
し
て
き
た
結
果
、
私
た

ち
の
周
囲
の
環
境
、
山
や
海
岸
、「
紺
碧
の
海
」
を
脅
か
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
祖
先
は
、
夜
空
の
星
を
確
認
し
な
が
ら
大
海
原
を
大
き
な
カ

ヌ
ー
で
横
切
り
、
自
然
と
共
生
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

人
々
が
太
平
洋
の
島
々
を
発
見
し
征
服
し
た
何
千
年
も
前
か
ら
の
こ
と
で

す
。
私
た
ち
が
祖
先
か
ら
受
け
継
い
だ
考
え
方
や
知
識
で
は
、
人
間
は
生
態

系
の
一
部
で
あ
り
、
決
し
て
生
態
系
の
上
に
立
つ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

太
平
洋
地
域
で
は
、
私
た
ち
を
大
地
と
海
、
そ
し
て
大
空
と
結
び
つ
け
て

い
る
聖
な
る
絆
が
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
大
自
然
と
一
つ

の
家
族
と
し
て
暮
ら
す
こ
と
に
賛
同
を
得
て
い
る
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
私
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記
念
講
演

た
ち
は
赤
ん
坊
が
生
ま
れ
る
と
苗
木
を
植
え
て
、
そ
の
根
元
に
へ
そ
の
緒
を

埋
め
、
赤
ん
坊
が
大
地
に
根
付
く
よ
う
に
願
い
ま
す
。
私
た
ち
の
社
会
で
受

け
継
が
れ
て
き
た
こ
の
聖
な
る
関
係
は
、地
球
全
体
の
生
物
が
織
り
成
す「
共

通
の
家
族
」
の
命
を
守
る
上
で
鍵
と
な
る
も
の
で
す
。

気
候
変
動
に
よ
っ
て
私
た
ち
は
悲
し
い
現
実
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

経
済
が
取
り
扱
う
の
は
、
も
は
や
「
地
球
家
族
」
で
は
な
い
と
い
う
現
実
で

す
。
経
済
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
社
会
全
体
が
、
社
会
的
・
生
態
的
・
文
化

的
な
意
味
で
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
経
済
ば
か
り
に
関
心
が
向
か
っ
た
結

果
、「
家
族
」
と
は
小
さ
な
家
庭
の
集
ま
り
だ
け
を
指
す
の
だ
と
い
う
、
危

険
な
発
想
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

地
球
の
支
配
と
生
物
の
採
取
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
基
づ
い
た
西
洋
の

開
発
モ
デ
ル
は
、
経
済
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
、
倫
理
を
つ
な
い
で
い
た
聖
な
る
糸

を
ズ
タ
ズ
タ
に
切
り
離
し
て
し
ま
い
、
壊
滅
的
な
結
果
を
招
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
開
発
で
は
、「
生
態
系
と
は
、
そ
の
構
成
要
素
が

周
囲
の
環
境
と
相
互
作
用
す
る
も
の
だ
」
と
い
う
考
え
方
が
否
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
生
態
学
的
・
社
会
的
・
知
性
的
・
精
神
的
な
意
味
で
「
地
球
家
族
」

と
し
て
の
一
体
化
を
否
定
す
る
の
で
す
。

太
平
洋
の
人
々
は
、気
候
変
動
の
影
響
を
直
接
受
け
る
最
前
線
に
い
ま
す
。

そ
の
た
め
「
持
続
可
能
な
開
発
」
と
し
て
促
進
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
、
実
際

に
は
決
し
て
「
持
続
的
」
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
体
験
し
て
き
ま
し
た
。

京
都
議
定
書
が
採
択
さ
れ
る
前
年
以
来
、
26
年
半
ぶ
り
に
京
都
に
戻
る
こ

と
が
で
き
、
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
京
都
議
定
書
は
、「
共
通
だ

が
差
異
の
あ
る
責
任
」
の
原
則
に
従
い
、
先
進
国
を
結
束
さ
せ
、
よ
り
重
い

義
務
を
課
し
た
こ
と
を
思
い
起
こ
し
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
現
在
の
大
気
中
の

高
い
レ
ベ
ル
の
地
球
温
暖
化
ガ
ス
排
出
量
に
は
、
先
進
国
に
大
き
な
責
任
が

あ
る
と
認
識
さ
れ
た
か
ら
で
す
。
今
日
、
パ
リ
協
定
の
も
と
、
公
平
な
問
題

と
し
て
、
資
金
調
達
や
排
出
量
軽
減
の
難
し
い
国
々
か
ら
環
境
を
汚
染
し
て

い
る
人
々
に
責
任
を
求
め
る
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
に
は
、
深
い
海
の
底
か
ら
空
に
接
す
る
山
の
頂
に
い
た
る
生
き
と

し
生
け
る
も
の
が
発
す
る
う
め
き
声
や
最
も
弱
い
も
の
の
叫
び
声
が
聞
こ
え

ま
す
。
こ
れ
ら
の
声
を
増
幅
し
て
伝
え
る
こ
と
が
、
神
と
環
境
と
の
絆
を
持

つ
宗
教
者
と
し
て
の
私
た
ち
の
務
め
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
が
世
界
に
求
め
る
の
は
新
し
い
生
き
方
で
す
。
そ
れ
は
、
私
た
ち

の
兄
弟
・
姉
妹
で
あ
る
生
き
物
や
自
然
を
搾
取
の
対
象
と
せ
ず
、
自
然
と
共

生
し
て
き
た
私
た
ち
の
祖
先
の
慣
行
に
敬
意
を
表
す
生
き
方
で
す
。

ロ
ー
マ
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、
私
た
ち
人
間
と
そ
れ
以
外
の
生
き
物
か

ら
成
る
家
族
の
連
帯
を
強
め
る
よ
う
に
と
、
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
改
心
を
呼
び

か
け
ら
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
こ
の
呼
び
か
け
に
深
い
共
感
を
覚
え
ま
す
。

太
平
洋
に
お
け
る
「
神
の
家
族
」
で
は
、
こ
れ
を
「
生
態
系
の
絨
毯
を
織

り
直
す
」
と
表
現
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
生
態
学
、
経
済
、
そ
し
て
全
キ

リ
ス
ト
教
徒
の
世
界
的
連
帯
を
つ
な
ぐ
聖
な
る
絆
を
新
た
に
結
び
強
化
す
る

こ
と
が
、
私
た
ち
共
通
の
「
地
球
家
族
」
の
命
を
守
る
上
で
鍵
と
な
る
と
確

信
し
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
が
気
候
変
動
の
危
機
を
克
服
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
ど
の
よ
う
な
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倫
理
観
や
価
値
観
を
私
た
ち
が
持
つ
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
人
間
と
環
境

お
よ
び
人
間
同
士
の
関
係
は
、
倫
理
観
や
価
値
観
に
よ
っ
て
決
定
づ
け
ら
れ

る
か
ら
で
す
。

政
治
の
や
り
方
が
ま
ず
く
、
社
会
正
義
が
十
分
守
ら
れ
な
い
状
況
で
は
、

そ
の
結
果
が
共
同
体
に
よ
る
土
地
、
大
小
の
河
川
、
森
林
、
海
洋
資
源
の
管

理
に
あ
ら
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。

逆
に
、
自
然
環
境
が
人
々
の
共
同
体
に
与
え
て
く
れ
る
恵
み
に
感
謝
す
れ

ば
、
共
同
体
で
う
ま
く
自
己
管
理
が
な
さ
れ
、
人
々
は
資
源
を
共
有
し
、
正

義
が
行
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
は
、
開
発
優
先
の
論
理
を
改
め
、
真
に
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
も
の
に

紡
ぎ
直
す
こ
と
が
、
太
平
洋
と
地
球
全
体
に
お
け
る
気
候
変
動
の
危
機
や
社

会
的
・
経
済
的
危
機
を
脱
す
る
鍵
と
な
る
だ
け
で
は
な
く
、「
地
球
家
族
」

の
繁
栄
に
つ
な
が
る
も
の
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

宗
教
者
と
し
て
、
私
た
ち
が
取
り
組
む
べ
き
こ
と
は
次
の
通
り
で
す
。

• 

私
た
ち
と
同
じ
教
え
を
信
じ
る
人
々
の
心
を
、
地
球
や
他
の
人
々
と
の

結
び
つ
き
を
深
め
る
方
向
に
向
け
る
よ
う
に
、
さ
ら
に
努
力
す
る
こ
と

• 

教
育
機
関
や
文
化
機
関
に
対
し
て
、
必
要
不
可
欠
な
環
境
教
育
を
強
化

し
、
そ
こ
に
重
点
を
置
く
よ
う
に
勧
め
る
こ
と

• 

環
境
問
題
に
関
す
る
公
の
討
論
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と

• 

信
徒
や
教
会
の
機
関
に
対
し
て
、
近
隣
の
人
々
と
共
に
持
続
可
能
で
回

復
力
が
あ
り
、
か
つ
公
正
な
共
同
体
を
構
築
す
る
よ
う
に
奨
励
す
る
こ
と

• 

二
酸
化
炭
素
の
排
出
削
減
の
重
要
性
を
強
調
す
る
こ
と

• 

共
同
体
の
人
々
に
持
続
可
能
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
奨
励
す
る
こ
と

• 

財
政
投
資
が
、
環
境
と
社
会
に
対
す
る
責
任
と
い
う
基
準
に
合
致
す
る

よ
う
に
努
力
す
る
こ
と 

• 

購
入
す
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
同
様
の
倫
理
基
準
に
照
ら
し
合
わ
せ
て

評
価
す
る
こ
と

私
が
所
属
す
る
共
同
体
で
は
す
で
に
最
悪
の
事
態
に
備
え
始
め
て
い
ま

す
。
最
終
的
に
海
抜
の
低
い
サ
ン
ゴ
礁
の
島
国
の
人
々
が
移
住
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
そ
の
結
果
、
精
神
的
、
社
会
的
、
文
化
的
な
ト
ラ
ウ
マ
に
耐
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
る
の
で
す
。
地
球
そ
の
も
の
と
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
苦

し
み
が
私
た
ち
が
声
を
上
げ
る
理
由
な
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
気
候
変
動
と
人
権
に
関
す
る
国
際
司
法
裁
判
所
か
ら
の
勧
告

的
意
見
書
と
化
石
燃
料
不
拡
散
条
約
の
訴
え
、
そ
し
て
国
際
刑
事
裁
判
所
に

お
い
て
の
エ
コ
サ
イ
ド
の
認
知
が
さ
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
（
エ

コ
サ
イ
ド
と
は
、「
エ
コ
」
と
大
量
虐
殺
を
意
味
す
る
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
」

を
組
み
合
わ
せ
た
語
。
自
然
を
大
規
模
に
破
壊
し
、
気
候
や
生
態
系
に
緊
急

的
な
事
態
を
引
き
起
こ
す
こ
と
を
指
す
）。

今
日
、
私
が
身
に
着
け
て
い
る
十
字
架
は
、
単
に
信
仰
の
象
徴
と
い
う
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
十
字
架
は
、
愛
、
正
義
、
生
と
死
、
赦
し
、
贖
罪
、

希
望
な
ど
多
く
の
象
徴
で
す
が
、
こ
の
特
別
な
十
字
架
は
、
脆
さ
を
思
い
起

こ
さ
せ
る
も
の
な
の
で
す
。
こ
の
十
字
架
は
、
私
の
妻
の
郷
里
で
あ
り
異
常
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気
象
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
キ
リ
バ
ス
共
和
国
の
子
供
た
ち
が
集
め
た

貝
殻
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
キ
リ
バ
ス
共
和
国
は
島
の
全
域
を
覆
う
大
潮
や
、

塩
害
で
農
業
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
状
態
に
み
ま
わ
れ
、
海
面
上
昇
に
よ
り

人
々
が
神
聖
な
土
地
か
ら
永
久
に
引
き
離
さ
れ
る
よ
う
な
状
況
が
お
こ
っ
て

い
る
の
で
す
。
こ
の
十
字
架
は
、
現
在
と
未
来
の
世
代
の
生
活
が
、
私
た
ち

に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
を
日
々
思
い
起
こ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

最
後
に
皆
さ
ん
と
共
に
、
努
力
す
る
こ
と
、
祈
る
こ
と
、
生
き
物
に
対
す

る
正
義
を
求
め
る
こ
と
を
決
し
て
や
め
ず
、
私
た
ち
太
平
洋
の
人
々
が
「
マ

ナ
」
と
呼
ぶ
集
団
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
変
革
を
起
こ
す
た
め
に

用
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
生
物
多
様
性
の
保
護
を
開
発
の
中
心
課
題

と
し
て
位
置
づ
け
、
精
神
性
や
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
生
活
習
慣
と
先
祖
伝

来
の
知
識
を
守
り
、
少
数
の
人
々
の
利
益
よ
り
も
全
員
の
幸
福
を
重
視
す
る

よ
う
な
変
革
を
引
き
起
こ
す
た
め
に
用
い
る
の
で
す
。

私
た
ち
が
知
恵
を
授
か
る
よ
う
に
祈
り
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
気
温
上
昇

を
1.5
度
以
内
に
抑
え
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
と
い
う
目

標
を
達
成
し
ま
し
ょ
う
。
温
暖
化
へ
の
責
任
が
も
っ
と
も
少
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
の
被
害
を
も
っ
と
も
多
く
被
っ
て
い
る
人
々
を
支
援
す
る
た
め

の
融
資
を
行
う
こ
と
を
確
約
し
、
そ
の
約
束
を
遂
行
す
る
政
治
的
な
勇
気
を

も
つ
よ
う
に
祈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
に
神
の
ご
加
護
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

［
和
田
］　

先
立
っ
て
の
打
ち
合
わ
せ
の
際
、
バ
グ
ワ
ン
先
生
が
控
え
室
で
、

人
間
が
自
然
や
環
境
を
所
有
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
自
然
や
環
境
が
人
間

を
所
有
し
て
い
る
の
だ
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今
の
発
表
の
中
で
、

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
と
、
へ
そ
の
緒
を
苗
木
と
一
緒
に
植
え
て
、
そ
の
苗

木
と
共
に
赤
ち
ゃ
ん
が
育
つ
と
い
う
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
自
然
と

人
間
が
共
存
し
、
命
が
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
体
験
し
、
体
感
す
る
。
そ

の
よ
う
な
知
恵
や
知
識
が
宗
教
、
精
神
性
の
中
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
。

ま
た
、
フ
ィ
ジ
ー
や
太
平
洋
諸
国
の
皆
様
方
は
す
で
に
最
悪
の
事
態
に
備

え
て
い
る
と
い
う
お
話
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。
と
て
も
切
実
な
声
と
し
て
、
具

体
的
な
実
践
に
向
け
た
ご
提
案
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
続
き
ま
し
て
、
竹
村
先
生
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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へ
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環
境
問
題
、
特
に
気
候
変
動
の
問
題
が
、
地
球
と
そ
こ
に
住
む
人
類
、
動

植
物
等
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
、
も
は
や
再
説
す
る
必
要
は

な
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
環
境
問
題
に
対
し
て
は
、
わ
れ
わ
れ
は
多
方
面
か
ら

真
剣
に
対
処
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
で
す
。

①
科
学
・
技
術
の
進
展
に
よ
る
解
決
（
省
エ
ネ
・
無
公
害
技
術
の
開
発
等
。

地
球
シ
ス
テ
ム
）

②
社
会
シ
ス
テ
ム
の
変
換
に
よ
る
解
決
（
循
環
型
社
会
へ
の
移
行
。
社
会

シ
ス
テ
ム
）

③
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
転
換
に
よ
る
解
決
（
人
間
の
欲
望
の
抑
止
。
行
動

レ
ベ
ル
。
人
間
シ
ス
テ
ム
）

④
人
間
観
・
世
界
観
の
確
立
に
よ
る
解
決
（
生
き
る
目
標
の
自
覚
。
思
想

気
候
変
動
と

宗
教
者
の
責
務

─
仏
教
の
立
場
か
ら

東
洋
大
学
名
誉
教
授

　

竹
村
牧
男

レ
ベ
ル
。
文
化
シ
ス
テ
ム
）

特
に
気
候
変
動
に
焦
点
を
あ
て
た
と
き
、
Ｃ
Ｏ
２
を
中
心
と
し
た
温
暖
化

効
果
ガ
ス
排
出
の
低
減
化
が
焦
点
に
な
り
ま
す
が
、
今
、
世
界
中
の
産
業
界

で
は
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
等
に
向
け
て
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
技
術
革
新
は
、
劇
的
な
効
果
さ
え
生
む
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

そ
の
意
味
で
も
、
環
境
問
題
に
対
し
て
は
、
上
述
の
各
方
面
に
お
い
て
の

取
組
み
を
、
総
合
的
に
推
進
す
べ
き
で
す
。
先
年
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
回
勅
、『
ラ
ウ
ダ
ー
ト
・
シ
』
を
発
表
し
、
キ
リ
ス

ト
教
の
立
場
か
ら
環
境
問
題
へ
の
真
摯
な
対
処
を
訴
え
ま
し
た
が
、
そ
の
中

で
、
科
学
技
術
も
動
員
し
た
「
総
合
的
な
取
組
み
」
の
必
要
性
を
強
調
し
て

い
ま
し
た
。
私
は
特
に
そ
の
こ
と
に
深
く
共
感
し
た
次
第
で
す
。

仏
教
の
人
間
観
・
世
界
観

そ
う
し
た
中
で
、宗
教
者
の
責
務
は
、ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
宗
教
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
科
学
者
で
あ
っ
た
り
、
政
治
家
で
あ
っ

た
り
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
に
お
い
て
、
環
境
問
題
の
解
決
に
つ

な
が
る
道
を
鋭
意
、
追
求
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
聖
職
者
な
ど

の
純
然
た
る
宗
教
者
や
、
信
仰
を
持
つ
一
般
市
民
は
、
宗
教
的
生
活
を
送
る

中
で
、
こ
の
問
題
に
対
し
何
を
す
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、
こ
の
こ
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と
を
仏
教
の
中
か
ら
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
自
己
と
地
球
環
境
に
関
す
る
世
界
観
を
明
確
に
し
、
そ
れ
を
少
な

く
と
も
同
じ
信
仰
を
持
つ
者
同
士
で
共
有
し
、
さ
ら
に
一
般
市
民
に
も
理
解

を
求
め
る
と
い
う
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。

仏
教
で
は
、
古
来
、
個
体
す
な
わ
ち
身
・
心
と
環
境
世
界
と
は
、
不
二
一

体
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
前
者
を
正
報
、後
者
を
依
報
と
い
い
ま
す
が
、

依
正
不
二
と
い
う
の
で
す
。
特
に
唯
識
思
想
に
お
い
て
は
、身
体
も
環
境
も
、

人
々
の
心
の
最
深
部
に
あ
る
阿
頼
耶
識
の
中
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
環
境
も
自
己
な
の
で
す
。
身
心
と
環
境
と
は
一
組
で
自
己
で
あ
る
こ

と
を
、
ま
ず
明
瞭
に
自
覚
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

こ
の
と
き
、
環
境
を
傷
つ
け
る
こ
と
は
自
己
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
な
る
の

で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
よ
く
理
解
す
れ
ば
、
健
全
な
環
境
世
界
の
保
護
・
維

持
に
努
め
な
け
れ
ば
と
の
思
い
も
生
ま
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

次
に
、仏
教
で
は
わ
れ
わ
れ
人
間
の
住
む
国
土
を「
娑
婆
」と
い
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
苦
し
み
を
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
世
界
、
忍
耐
を
要
す
る
国
土
の

意
味
で
す
。
そ
こ
を
汚
れ
た
世
界
、
穢
土
と
も
い
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
本

体
は
、
実
は
仏
さ
ま
の
浄
土
な
の
だ
と
い
う
見
方
も
あ
り
ま
す
。『
法
華
経
』

で
は
、
イ
ン
ド
の
あ
る
特
定
の
場
所
、
霊
鷲
山
も
、
実
は
久
遠
実
成
の
釈
迦

牟
尼
仏
の
仏
国
土
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、日
本
天
台
宗
で
は
、そ
の
教
理
の
中
か
ら
、「
草
木
国
土
、悉
皆
成
仏
」

と
い
う
句
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
こ
の
句
の
意
味
は
、「
草
木
国
土
も
す
べ

て
成
仏
す
る
」
で
は
な
く
、「
草
木
国
土
も
す
べ
て
す
で
に
成
仏
し
て
い
る
」、

つ
ま
り
仏
の
本
体
を
自
己
と
し
て
い
る
と
い
う
意
味
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
世
界
が
本
来
、
仏
の
国
土
で
あ
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
を
損
ね
た
り

壊
し
た
り
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
は
ず
で
す
。

そ
の
よ
う
に
、
仏
教
的
世
界
観
か
ら
自
己
と
環
境
世
界
の
意
味
が
深
く
理

解
さ
れ
れ
ば
、
実
際
の
生
活
に
お
い
て
そ
の
了
解
に
沿
っ
た
生
き
方
が
志
向

さ
れ
る
は
ず
だ
と
思
い
ま
す
。

仏
教
の
戒
を
見
直
す

次
に
、
仏
教
が
説
く
仏
教
者
と
し
て
の
生
き
方
を
も
う
一
度
、
深
く
顧
み
、

そ
の
思
想
を
こ
の
現
代
の
状
況
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
仏
教

者
と
し
て
の
生
き
方
と
は
、
要
は
戒
律
の
こ
と
で
す
が
、
日
本
で
は
ど
う
い

う
わ
け
か
戒
律
が
あ
ま
り
意
識
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
律
は
修
行
者
と
し
て
の

僧
侶
ら
の
修
行
共
同
体
に
お
い
て
守
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
、
他
律
的
な
も
の

で
す
が
、
戒
は
本
来
、
自
律
的
な
も
の
で
あ
り
、
信
仰
の
確
立
と
と
も
に
自

ら
そ
の
よ
う
な
生
き
方
を
選
ぼ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
も
の
で
す
。

大
乗
戒
と
し
て
、『
梵
網
経
』
の
十
重
四
十
八
軽
戒
が
あ
り
、
最
澄
は
こ

れ
を
採
用
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
十
重
戒
の
み
な
ら
ず
、
四
十
八
軽
戒
も

含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
点
検
す
れ
ば
、
環
境
問
題
の
解
決
に

効
果
的
な
生
き
方
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

一
方
、
大
乗
仏
教
に
は
、『
瑜
伽
師
地
論
』
系
統
の
、「
三
聚
浄
戒
」
と
い

う
も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
摂
律
義
戒
・
摂
善
法
戒
・
饒
益
有
情
戒
か
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ら
成
る
も
の
で
あ
り
、
要
す
る
に
、
悪
を
し
な
い
・
善
を
行
う
・
他
者
を
利

益
す
る
、
と
い
う
三
つ
の
精
神
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
で
は
こ

こ
で
、
悪
と
は
何
で
し
ょ
う
か
、
善
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
次
の

よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
世
に
お
い
て
、
自
他
を
順
益
す
る
が
為
の
故
に
、
名
づ
け
て
善
と
為
す
。

二
世
に
お
い
て
、自
他
を
違
損
す
る
が
為
の
故
に
、不
善
（
悪
）
と
名
づ
く
。

こ
の
よ
う
に
わ
れ
わ
れ
の
行
為
は
、
こ
の
世
だ
け
で
な
く
来
世
に
わ
た
っ

て
も
、
ま
た
自
分
だ
け
で
な
く
他
者
に
対
し
て
も
、
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と

見
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
特
に
悪
の
行
為
は
、
自
分
だ
け
で
な
く
他
者
に
対

し
て
も
、
こ
の
世
だ
け
で
な
く
未
来
に
わ
た
っ
て
も
、
い
の
ち
の
願
い
に
背

き
損
ね
て
い
く
働
き
が
あ
る
と
い
う
の
で
す
。
自
分
だ
け
で
な
く
、
他
者
を

も
損
ね
る
よ
う
な
行
為
は
、
さ
す
が
に
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
他
者
に
対
し

て
、
忍
び
な
い
か
ら
で
す
。

実
は
初
期
大
乗
仏
教
の
戒
と
し
て
は
、
十
善
業
道
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
不
殺
生
・
不
偸
盗
・
不
邪
婬
、
不
妄
語
・
不
悪
口
・
不
綺
語
・
不
両
舌
、

不
貪
欲
・
不
瞋
恚
・
不
邪
見
と
い
う
も
の
で
す
。
逆
に
悪
と
は
、
殺
生
・
偸
盗
・

邪
婬
、
妄
語
・
悪
口
・
綺
語
・
両
舌
、
貪
欲
・
瞋
恚
・
邪
見
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
他
者
へ
の
悪
し
き
影
響
を
も
た
ら
す
の
み
な
ら
ず
、

た
と
え
ば
貪
欲
や
殺
生
、
邪
見
等
は
、
環
境
問
題
の
悪
化
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
悪
を
な
さ
ず
、
善
を
な
す
こ
と
は
、

同
時
代
お
よ
び
未
来
世
代
の
他
者
に
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

三
聚
浄
戒
は
、
止
悪
・
修
善
の
み
な
ら
ず
、
饒
益
有
情
戒
す
な
わ
ち
利
他

の
活
動
の
実
践
と
い
う
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
一
つ
の
大
き
な

特
徴
が
あ
り
ま
す
。
最
澄
も
、「
忘
己
利
他
」
の
実
践
を
尊
ば
れ
ま
し
た
。

大
乗
仏
教
徒
（
菩
薩
）
の
徳
目
の
一
つ
に
、「
四
無
量
心
」
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、「
慈
・
悲
・
喜
・
捨
」
と
い
う
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
無
量
の
心
を
持
つ
べ
き
だ
と
い
う
の
で
す
。
そ
の
内
容
と
し
て
、
慈
は
与

楽
の
心
、
悲
は
抜
苦
の
心
、
喜
は
他
者
が
離
苦
得
楽
し
た
の
を
喜
ぶ
心
、
捨

は
こ
の
こ
と
に
於
い
て
誰
も
差
別
し
な
い
心
で
す
。
こ
の
よ
う
な
心
が
、
仏

教
徒
の
根
本
に
あ
る
べ
き
心
な
の
で
す
。

共
苦
に
基
づ
く
世
代
間
倫
理
を

仏
教
者
と
し
て
の
生
き
方
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
、
こ
う
し
た
戒
律
か
ら

導
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。
仏
教
者
は
、
こ
の
こ
と
を
深
く
認
識
し
、
自
か
ら

実
践
す
る
と
と
も
に
、
他
の
人
々
に
も
そ
の
生
き
方
を
訴
え
て
い
く
べ
き
で

し
ょ
う
。
そ
こ
に
仏
教
者
の
責
務
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
行
動
基
準
は
、
他
者
に
苦
を
与
え
る
の
は
忍
び
な
い
、
他
者
の
苦
を

取
り
除
き
た
い
と
い
う
、他
者
へ
の
共
感
共
苦
の
心
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

正
義
で
あ
る
か
ら
そ
れ
に
従
う
べ
き
と
い
う
、
他
律
的
な
も
の
で
は
な
く
、

共
苦
に
お
い
て
忍
び
な
い
と
い
う
、
自
律
的
な
も
の
な
の
で
す
。
環
境
問
題

に
お
け
る
倫
理
は
、世
代
間
倫
理
と
し
て
受
け
止
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
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こ
の
倫
理
の
根
拠
も
、
未
来
世
代
の
人
々
等
の
苦
悩
を
招
来
す
べ
き
で
は
な

い
と
い
う
、
共
苦
の
立
場
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

こ
こ
か
ら
、
現
代
の
状
況
に
照
ら
し
て
、
さ
ら
に
具
体
的
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
が
導
か
れ
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
気
候
変
動
と
の
関
連
で
い
え
ば
少
し
で

も
温
暖
化
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
増
や
さ
な
い
よ
う
、
減
ら
す
よ
う
に
す
る
行

動
を
採
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
具
体
的
な
行
動
様
式
に
関
し
て
は
、
関

係
の
書
物
や
ウ
ェ
ブ
上
等
に
種
々
の
提
案
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
そ
れ
ら
に

ゆ
だ
ね
ま
す
が
、と
に
か
く
「
少
欲
知
足
」
は
そ
の
基
本
中
の
基
本
で
し
ょ
う
。

私
は
、
今
日
の
日
本
に
お
い
て
、
特
に
食
に
対
す
る
過
剰
な
欲
望
の
氾
濫

を
憂
え
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
で
は
、
グ
ル
メ
番
組
や
爆
食
番
組
な
ど
が
何
の

痛
み
を
覚
え
る
こ
と
な
く
、
日
常
的
に
放
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
食
物
の
遠
距

離
輸
送
に
は
、
多
大
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
し
、
ま
だ
食
べ

ら
れ
る
の
に
廃
棄
さ
れ
た
食
物
の
焼
却
処
分
は
、
ま
さ
に
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
を

促
進
し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
日
本
で
は
か
な
り
浸
透
し
、
企
業
の
努
力

も
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
テ
レ
ビ
業
界
だ
け
は
視
聴
率
優

先
の
よ
う
で
、
地
球
社
会
や
日
本
の
奥
ゆ
か
し
い
文
化
等
を
顧
み
る
こ
と
は

ほ
ぼ
皆
無
の
よ
う
で
、
残
念
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
デ
ィ
ー
プ
・
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
提
唱
者
、
ア
ル
ネ
・
ネ
ス
が
説
く

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
に
あ
る
、「
①
質
素

な
手
段
を
用
い
る
、
②
反
消
費
主
義
を
と
る
、
④
欲
望
で
は
な
く
不
可
欠
の

必
要
を
満
た
す
努
力
を
す
る
、
⑤
刺
激
の
強
い
経
験
で
は
な
く
、
深
く
豊
か

な
経
験
を
得
よ
う
と
す
る
」な
ど
に
は
感
銘
を
受
け
る
ほ
か
、「
⑪
第
三
世
界
、

第
四
世
界
の
状
況
を
考
え
、
自
分
の
生
活
の
あ
り
方
が
貧
困
の
な
か
で
暮
ら

す
人
々
の
生
活
に
比
べ
、
あ
ま
り
に
も
高
水
準
で
あ
ま
り
に
も
違
っ
た
も
の

に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
す
る
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
地
球
規
模
の
連

帯
を
め
ざ
す
」
は
、
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
短
時
間
の
な
か
で
す
の
で
、
十
分
に
説
明
で
き
な
か
っ
た
面
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
で
私
の
発
表
を
終
え
ま
す
。

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

［
和
田
］　

竹
村
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。私
自
身
も
そ
う
で
す
が
、

日
本
で
の
生
活
が
時
に
は
あ
ま
り
に
も
高
水
準
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
現
在
だ
け
で
は
な
く
、
未
来
の
世
代
か
ら
何
か
を
知

ら
ず
に
搾
取
し
て
い
た
り
、
何
か
し
ら
の
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
先
生
が
ご
指
摘
く
だ
さ
っ
た
、
現
在
か
ら
未
来
ま
で
も
含
め
た
他

者
の
苦
に
思
い
を
馳
せ
る
共
感
、
忍
び
な
い
共
苦
、
こ
れ
ら
を
意
識
す
る
と

毎
日
の
生
活
も
一
つ
ひ
と
つ
見
直
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

そ
れ
で
は
最
後
の
ご
発
表
で
ご
ざ
い
ま
す
。
カ
ー
ヒ
ル
先
生
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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最
初
に
、
こ
の
よ
う
な
場
で
お
話
し
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

を
大
変
光
栄
に
思
い
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ア
ジ
ア
宗
教
者
平
和

会
議
に
は
、
世
界
の
人
口
の
52
％
を
擁
す
る
22
ヵ
国
が
参
加
し
て
お
り
ま
す

が
、
本
日
は
そ
の
代
表
と
し
て
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
安
倍
晋
三
元
首
相
の
暗
殺
に
心
を
痛
め
て
お
ら
れ
る
日
本
の
皆
様

に
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
よ
り
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。安
倍
元
首
相
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
と
も
親
密
な
関
係
に
あ
り
、
私
た
ち
は
元
首
相
が
示
さ
れ
た
友

情
を
高
く
評
価
し
て
お
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
今
、
日
本
仏
教
の
聖
地
、
比
叡
山
に
お
り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の

宗
教
に
聖
な
る
山
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
シ
ナ
イ
山
、
普
陀
山
、
カ
イ
ラ

ス
山
、
そ
れ
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
先
住
民
が
信
仰
す
る
ウ
ル
ル
で
す
。
こ

の
世
界
、
全
宇
宙
は
、
私
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
贈
り
物
で
あ
り
恵
み
で
あ
る

の
と
同
時
に
、
人
類
は
自
然
環
境
だ
け
で
は
な
く
、
人
為
的
に
造
ら
れ
た
環

境
に
対
し
て
も
責
任
を
負
っ
て
お
り
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
宗
教
に
聖
な
る
山
が
あ
る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
信
仰
に
は
聖

な
る
都
市
も
あ
り
ま
す
。
イ
ス
ラ
ム
教
に
は
メ
ジ
ナ
と
メ
ッ
カ
、
ユ
ダ
ヤ
教

と
キ
リ
ス
ト
教
に
は
エ
ル
サ
レ
ム
、
カ
ト
リ
ッ
ク
に
は
ロ
ー
マ
、
チ
ベ
ッ
ト

仏
教
に
は
ラ
サ
、
シ
ー
ク
教
に
は
ア
ム
リ
ト
サ
ル
、
そ
し
て
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教

に
は
重
要
な
巡
礼
地
で
あ
り
「
死
者
の
街
」
で
も
あ
る
ヴ
ァ
ー
ラ
ー
ナ
シ
ー

（
ベ
ナ
レ
ス
）
が
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
今
日
の
主
題
は
巨
大
都
市
、
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
で
す
。
２
０
０
７
年

に
世
界
の
都
市
人
口
は
地
方
の
人
口
を
超
え
、
現
在
で
は
世
界
の
総
人
口
の

55
％
が
面
積
に
し
て
わ
ず
か
３
％
し
か
な
い
都
市
部
に
住
ん
で
い
ま
す
。
国

連
で
は
、
２
０
５
０
年
に
は
世
界
総
人
口
の
68
％
が
都
市
の
住
民
に
な
る
と

推
定
し
て
い
ま
す
。
人
口
が
1
千
万
を
超
す
巨
大
都
市
の
中
で
国
連
の
リ

ス
ト
で
ト
ッ
プ
10
に
入
っ
て
い
る
の
は
、
今
の
と
こ
ろ
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
で
は
中
国
の
上
海
と
北
京
、
そ
れ
に
日
本
の
東
京
と
大
阪
だ
け
で
す
が
、

２
０
３
０
年
に
は
、
そ
の
数
が
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
29
、
そ
の
他
の
地
域

で
19
に
達
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

巨
大
都
市
は
ビ
ジ
ネ
ス
や
経
済
活
動
の
拠
点
で
あ
り
、
技
術
革
新
や
工
業

生
産
の
中
心
で
も
あ
り
ま
す
が
、
同
時
に
ど
の
都
市
に
お
い
て
も
宗
教
が
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。都
市
な
ら
で
は
の
役
割
を
持
つ
宗
教
施
設
は
、

多
く
の
人
々
に
聖
な
る
空
間
と
し
て
利
用
さ
れ
、
人
生
に
お
け
る
重
要
な
儀

式
が
そ
こ
で
営
ま
れ
て
い
ま
す
。
時
に
は
死
者
を
送
り
、
追
悼
し
、
祝
い
事

や
記
念
行
事
を
行
い
、
ま
た
、
貧
し
い
人
、
病
気
の
人
、
ホ
ー
ム
レ
ス
な
ど

の
困
難
な
状
況
に
あ
る
人
々
を
支
援
す
る
施
設
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
の
で

巨
大
都
市
と
気
候
変
動

─
宗
教
者
の
役
割

ア
ジ
ア
宗
教
者
平
和
会
議
実
務
議
長

　

デ
ス
モ
ン
ド・
カ
ー
ヒ
ル
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す
。
都
市
の
多
く
は
中
心
部
近
く
に
、
寺
院
、
教
会
、
モ
ス
ク
、
シ
ナ
ゴ
ー

ク
、
グ
ル
ド
ワ
ラ
（
シ
ー
ク
教
の
礼
拝
施
設
）
な
ど
の
礼
拝
所
が
点
在
し
て

い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
巨
大
都
市
は
気
候
変
動
に
よ
る
深
刻
な
影
響
を
受
け
て
い

ま
す
。
自
然
災
害
、
干
ば
つ
、
食
糧
不
足
、
異
常
気
温
な
ど
で
す
。
巨
大
都

市
は
食
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
量
消
費
し
、
化
学
物
質
で
大
気
汚
染
を
引
き

起
こ
し
、
特
に
二
酸
化
炭
素
・
窒
素
酸
化
物
・
ア
ン
モ
ニ
ア
・
二
酸
化
硫
黄
・

黒
色
炭
素
・
有
機
炭
素
な
ど
を
含
む
ガ
ス
や
エ
ア
ロ
ゾ
ル
を
排
出
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
都
市
で
は
固
体
・
液
体
・
気
体
を
問
わ
ず
、
山
の
よ
う
な
廃
棄
物

が
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

宗
教
者
と
し
て
私
た
ち
は
、
気
候
変
動
を
科
学
的
な
事
実
と
し
て
、
そ
の

複
雑
な
側
面
も
含
め
て
認
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
巨
大
都
市
は
現
在
、

危
険
状
態
に
あ
り
ま
す
が
、
気
候
変
動
に
対
処
し
な
け
れ
ば
ま
す
ま
す
危
機

的
な
状
態
に
陥
る
で
し
ょ
う
。
ど
の
よ
う
な
信
仰
に
お
い
て
も
、
神
や
仏
に

よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
環
境
を
尊
重
し
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

教
え
は
共
通
で
す
。
私
た
ち
は
創
造
力
を
働
か
せ
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
に
お
い

て
気
候
変
動
に
対
処
す
る
必
要
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
団
の
中
や
そ
の
集
団
を

超
え
た
幅
広
い
人
々
に
対
し
て
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
、
自
分
た
ち
の
礼
拝
場
所
や
宗
教
施
設
を
改
造
す
る
こ
と
か
ら
始
め

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
暖
房
や
換
気
、
空
調
シ
ス
テ
ム
の
効
率
を
良
く

す
る
た
め
に
、
断
熱
材
や
シ
ー
リ
ン
グ
材
、
防
湿
材
な
ど
を
利
用
し
た
り
、

割
れ
目
が
あ
れ
ば
封
印
し
、
庭
に
木
々
や
灌
木
を
植
え
た
り
、
建
物
内
部
に

緑
の
シ
ダ
類
を
置
き
、
屋
上
を
ル
ー
フ
ガ
ー
デ
ン
に
す
る
と
い
っ
た
工
夫
を

す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
や
風
力
発
電
の
タ
ー
ビ
ン

を
設
置
し
て
、
ク
リ
ー
ン
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
神
聖
な
空

間
に
す
る
こ
と
も
可
能
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
て
聖
な
る
人
々
、聖
な
る
植
物
、

聖
な
る
空
間
が
で
き
る
の
で
す
。 

さ
ら
に
、
私
た
ち
は
宗
教
者
と
し
て
都
市
の
改
造
を
以
下
の
点
で
提
言
す

る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

• 

巨
大
都
市
の
弱
点
と
脆
弱
性
を
知
る
こ
と

• 

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
削
減
し
、
自
分
が
住
む
都
市
の
カ
ー
ボ
ン

フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
（
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
）
を
知
る
こ
と

• 

屋
上
庭
園
の
他
、
木
や
灌
木
を
周
囲
に
植
え
る
こ
と

• 

省
エ
ネ
技
術
を
利
用
す
る
こ
と

• 

ガ
ソ
リ
ン
車
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
、
バ
ス
、
ト
ラ
ッ
ク
よ
り
環
境
に
優
し

い
交
通
手
段
の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と

• 

防
波
堤
、
防
潮
堤
、
水
害
に
強
い
ビ
ル
を
建
設
す
る
こ
と

• 

土
地
の
改
造
・
修
復
を
奨
励
す
る
こ
と

• 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
低
地
か
ら
移
転
さ
せ
る
こ
と

• 
使
用
さ
れ
て
い
な
い
都
市
空
間
を
再
利
用
す
る
こ
と

• 
廃
棄
物
を
減
ら
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と

• 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
使
用
を
禁
止
す
る
こ
と
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廃
棄
物
は
重
要
な
問
題
で
す
。
生
産
・
利
用
・
廃
棄
が
一
直
線
に
並
ん
だ

直
線
型
経
済
か
ら
、
廃
棄
物
を
削
減
・
再
利
用
・
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
循
環
型

経
済
に
転
換
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
地
球
環
境
を
守
り
巨
大
都
市
に
新
し

い
未
来
を
開
く
た
め
に
、
倫
理
的
・
宗
教
的
な
枠
組
み
を
創
設
す
る
上
で
宗

教
と
宗
教
者
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
大
き
く
、
し
か
も
ま
だ
十
分
に
活
用
さ

れ
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

特
に
沿
岸
部
に
あ
る
都
市
は
、
気
候
変
動
ば
か
り
か
地
盤
沈
下
や
加
速
す

る
都
市
化
に
よ
っ
て
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
も
リ
ス
ク
の
高

い
都
市
と
し
て
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
、
ラ
ゴ
ス
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
、
ダ
ッ
カ
、
ヴ
ェ

ニ
ス
、
バ
ン
コ
ク
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
、
マ
イ
ア
ミ
、
エ
ジ
プ
ト
の
ア
レ
キ
サ

ン
ド
リ
ア
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
大
阪
を
は
じ
め
と
す
る
他
の
都
市
も

海
面
上
昇
や
高
潮
、
満
潮
時
の
水
害
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
べ

て
の
都
市
に
お
い
て
水
の
管
理
が
優
先
事
項
に
な
り
ま
す
。緑
化
に
よ
る「
グ

リ
ー
ン
シ
テ
ィ
」
だ
け
で
は
な
く
、水
の
管
理
が
効
果
的
に
さ
れ
る
「
ブ
ル
ー

シ
テ
ィ
」
を
目
指
す
べ
き
で
し
ょ
う
。「
ブ
ル
ー
シ
テ
ィ
」
と
は
、
洪
水
も

水
不
足
も
起
き
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
水
資
源
を
汚
染
か
ら
守
る
た
め
に
総

合
的
な
水
の
管
理
が
な
さ
れ
て
い
る
都
市
の
こ
と
で
す
。

今
日
の
世
界
は
、
危
険
が
増
大
す
る
一
方
で
、
私
た
ち
の
管
理
能
力
に
は

限
界
が
あ
り
、
予
測
も
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
世
界
の
巨
大
都
市
は
気
候

変
動
に
対
処
す
る
上
で
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

最
後
に
「
緑
の
総
主
教
」
と
し
て
も
知
ら
れ
る
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ

ル
・
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
総
主
教
の
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
一
世
聖
下
の
お
言
葉
を
引

用
し
て
、
私
の
発
言
を
締
め
く
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
時
の
流
れ
の
中
で
決
定
的
な
瞬
間
、
特
に
影
響
が
長
く
続
き
永
久
に
重

要
性
が
変
わ
ら
な
い
歴
史
的
瞬
間
を
ギ
リ
シ
ャ
語
で
『
カ
イ
ロ
ス
』
と
い
い

ま
す
。
人
類
と
地
球
全
体
に
と
っ
て
今
は
ま
さ
に
『
カ
イ
ロ
ス
』
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。
す
な
わ
ち
、
神
が
創
造
さ
れ
た
す
べ
て
の
生
き
物
と
の
関
わ
り

に
お
い
て
今
は
決
定
的
な
瞬
間
で
あ
り
、
地
球
上
の
命
を
人
間
が
犯
し
た
無

謀
な
行
い
に
よ
る
最
悪
の
結
果
か
ら
守
る
た
め
に
適
切
な
方
法
で
対
応
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
な
の
で
す
。
私
た
ち
が
今
す
ぐ
に
行
動
で
き
る
よ
う
、

神
が
知
恵
を
お
授
け
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
」。

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

［
和
田
］　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
メ
ガ
シ
テ
ィ
と
い
う
他
の
先
生
方

と
は
少
し
違
う
切
り
口
で
、
メ
ガ
シ
テ
ィ
の
危
険
性
や
環
境
に
深
刻
な
負
荷

を
与
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
ご
指
摘
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
廃
棄
物

の
問
題
を
は
じ
め
、
と
て
も
実
践
的
な
提
案
も
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
最

後
に
今
ま
さ
に
待
っ
た
な
し
だ
と
い
う
決
定
的
な
瞬
間
に
私
た
ち
が
い
る
こ

と
を
『
カ
イ
ロ
ス
』
と
し
て
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
私

た
ち
は
具
体
的
な
実
践
方
法
を
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

カ
ー
ヒ
ル
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
は
、
お
時
間
が
許
す
限
り
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
先
生
方
か
ら
お
互

い
の
発
表
を
聞
か
れ
て
の
ご
質
問
や
コ
メ
ン
ト
を
頂
戴
し
、
さ
ら
に
理
解
を
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開
会
式
典

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

記
念
講
演

深
め
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

先
生
方
、
ど
う
ぞ
ご
質
問
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

質　

疑　

応　

答

［
薗
田
］　

今
日
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
方
々
の
ご
発
言
で
、
一
番
私
ど
も
神
道
者

と
し
て
心
に
響
い
た
の
は
、
バ
グ
ワ
ン
先
生
の
発
表
で
あ
り
ま
す
。

先
ほ
ど
の
発
表
で
は
、
人
間
と
他
の
環
境
の
動
植
物
は
一
体
で
あ
る
、
そ

こ
に
区
別
す
る
も
の
は
な
い
と
い
う
意
味
で
の
万
物
の
命
の
問
題
と
し
て
ご

指
摘
を
い
た
だ
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
要
す
る
に
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ラ
イ
フ
を
、
人
間
だ
け
で
は
な
く
万
物
に
も
求
め
る
と
い
う

こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

同
時
に
バ
グ
ワ
ン
先
生
は
キ
リ
ス
ト
教
の
牧
師
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
そ
の

点
で
お
伺
い
し
た
い
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
係
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

太
平
洋
の
キ
リ
ス
ト
教
会
、
も
っ
と
広
い
意
味
で
欧
米
も
含
め
た
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
の
皆
さ
ん
が
、
土
や
動
植
物
の
命
を
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ネ
イ
チ
ャ
ー

と
し
て
、人
間
と
共
生
す
る
と
い
う
考
え
方
が
ど
こ
ま
で
説
得
さ
れ
る
の
か
、

ご
苦
労
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

［
バ
グ
ワ
ン
］　

私
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
に
お
い
て
、
大
規
模
な
転
換
が

始
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
特
に
、教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
よ
る
回
勅『
ラ

ウ
ダ
ー
ト
・
シ
』
の
発
表
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
だ
け
で
な
く
、
世
界
中
の
キ
リ

ス
ト
教
会
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
衝
撃
を
与
え
た
瞬
間
で
し
た
。

し
か
し
、
私
た
ち
が
行
っ
て
き
た
こ
と
は
信
仰
を
脱
植
民
地
化
す
る
と
い

う
プ
ロ
セ
ス
で
し
た
。な
ぜ
な
ら
、私
た
ち
は
植
民
地
に
な
っ
た
経
験
を
持
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
し
て
私
た
ち
の
信
仰
が
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
環
境

と
政
治
的
側
面
を
抜
き
に
し
て
、
精
神
的
な
こ
と
だ
け
を
考
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
で
す
。

今
日
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
先
生
方
は
、
特
に
消
費
主
義
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
私
た
ち
が
直
面
し
て
い
る
最
大
の
課
題
で
す
。

私
た
ち
の
信
仰
の
習
慣
や
、
精
神
性
へ
の
信
奉
も
、
実
際
に
は
メ
デ
ィ
ア

の
消
費
者
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
、世
界
で
蔓
延
し
て
い
る
情
報
は
、テ
レ
ビ
だ
け
で
な
く
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
か
ら
も
発
信
さ
れ
、
私
た
ち
が
信
仰
を
通
じ
て
提
示
し
て
い
る
解
決
策
に

対
し
直
接
挑
戦
し
て
い
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
の
考
え
と
真
剣
に
向
き

合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

［
カ
ー
ヒ
ル
］　

バ
グ
ワ
ン
先
生
の
意
見
と
は
違
っ
た
背
景
か
ら
付
け
加
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

欧
米
社
会
で
宗
教
指
導
者
た
ち
は
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
て
き
ま
し
た
。『
ラ
ウ
ダ
ー
ト
・
シ
』
は
、
い
う
ま
で
も
な
く

そ
の
ひ
と
つ
の
例
で
す
。

先
ほ
ど
お
話
し
た
「
緑
の
総
主
教
」
は
、
地
域
社
会
に
影
響
力
を
持
っ
て
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き
ま
し
た
が
、
よ
り
具
体
的
に
行
動
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
ず

初
め
に
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
自
分
た
ち
の
崇
拝
の
場
所
に
つ
い
て
で
す
。

波
及
効
果
を
持
つ
に
は
、
す
べ
て
の
提
案
に
耳
を
傾
け
、
受
け
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
宗
教
指
導
者
が
さ
ら
に
意
識
を
変
え
て
、
よ
り
実
践
的

に
な
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
太
平
洋
と
は
少
し
異
な
る
背
景
で
す
が
、
私
の
国
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
は
、
先
住
民
族
で
あ
る
ア
ボ
リ
ジ
ニ
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り

ま
す
。
キ
リ
ス
ト
教
で
は
、カ
ト
リ
ッ
ク
よ
り
も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
方
が
、

先
住
民
の
精
神
性
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
、
い
く
ら
か
進
ん
で
お
り
、
中
心

を
担
っ
て
い
ま
す
。

ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
精
神
性
に
は
多
く
の
事
例
が
あ
り
ま
す
が
、
彼
ら
の
重
要

な
コ
ン
セ
プ
ト
の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
ダ
デ
ィ
リ
イ
（D

adirii

）」
と
呼
ば

れ
る
、
他
者
へ
の
深
い
精
神
的
な
傾
聴
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
れ

を
継
続
し
、
そ
の
経
験
も
参
考
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
山
火
事
（
野
火
）
が
大
き
な
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
私
が
住
ん
で
い
る
メ
ル
ボ
ル
ン
で
は
２
０
０
９
年
の
初
頭
に
最

悪
の
山
火
事
の
ひ
と
つ
が
発
生
し
ま
し
た
。
三
日
連
続
で
気
温
が
摂
氏
46
度

を
超
え
、
山
火
事
は
州
全
体
に
広
が
り
、
２
０
０
人
近
く
が
命
を
落
と
し
ま

し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
私
た
ち
が
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
定
期
的
に
行
っ
て
き
た
野
焼

き
を
し
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
は
堆
積
し
温
度
を
上
昇
さ
せ
て
し
ま
う

下
草
を
除
去
す
る
た
め
で
あ
り
、
カ
ン
ガ
ル
ー
や
ワ
ラ
ビ
ー
な
ど
、
動
物
の

通
り
道
を
茂
み
に
作
る
効
果
も
あ
り
ま
し
た
。

今
、
私
た
ち
は
先
住
民
の
リ
ー
ダ
ー
に
指
導
を
仰
ぎ
こ
の
よ
う
な
習
慣
を

採
用
し
始
め
て
い
ま
す
。

バ
グ
ワ
ン
さ
ん
が
太
平
洋
島
嶼
国
で
も
生
じ
て
い
る
と
伝
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
そ
れ
は
私
た
ち
が
考
え
る
も
う
ひ
と
つ
の
重
要
な
構
成
要
素
だ

と
思
い
ま
す
。

［
和
田
］　

キ
リ
ス
ト
教
と
精
神
性
の
関
係
へ
の
ご
質
問
に
対
し
て
、
二
つ
の

視
点
か
ら
お
答
え
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

今
の
ご
発
言
に
も
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、ま
た
今
も
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
山
火
事
が
起
き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
教
と
、
精
神
性
の

統
合
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
先
ほ
ど
先
生
方
の
発
表
の
中
で
環
境
は
自

己
、そ
し
て
命
全
体
の
つ
な
が
り
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
視
点
で
考
え
る
こ
と
が
、
寺
島
先
生
も
ご
指
摘
く
だ
さ
り
、
ま
た

期
待
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
全
体
知
で
考
え
る
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
て

い
く
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
昨
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
の
準
備
の
中
で
、
あ
る
科
学
者
が
「
科
学
者

は
調
査
や
分
析
を
し
て
警
鐘
を
鳴
ら
す
こ
と
は
で
き
る
、
し
か
し
人
々
の
行

動
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
が
で
き
る
の
は
宗
教
者
だ
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
こ
の
知
識
を
知
恵
と
し
、
実
行
し
、
生

き
方
を
変
え
て
い
く
、
そ
の
責
務
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

パ
ネ
リ
ス
ト
の
先
生
方
、
そ
し
て
参
加
者
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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国　内
役　職 名　前

 ◎教派神道連合会
日本宗教連盟理事長／教派神道連合会理事長／神道扶桑教管長 宍野　史生
大本教主 出口　　紅
黒住教教主 黒住　宗道
 ◎仏教
全日本仏教会副会長 五條　良知
全日本仏教会理事長 里雄　康意
天台座主 大樹　孝啓
曹洞宗管長 石附　周行
 ◎キリスト教
ローマ教皇庁駐日特命全権大使 レオ・ボッカルディ
日本キリスト教連合会委員長／
日本アッセンブリーズ・オブ・ゴッド教団理事長

土屋　　潔

カトリック京都司教区司教 大塚　喜直
 ◎神道
神社本庁総長 田中　恆清
神社本庁理事 金岡　正和
賀茂別雷神社宮司 田中　安比呂
日吉大社宮司 馬渕　直樹
 ◎新日本宗教団体連合会
新日本宗教団体連合会理事長／大慧會教団会長 石倉　寿一
妙智會教団法嗣 宮本　惠司
 ◎イスラーム
日本ムスリム協会会長 遠藤　利夫
 ◎諸宗教
世界宗教者平和会議日本委員会理事長 植松　　誠

海外招請者
役　職 名　前

太平洋教会協議会事務総長 ジェームズ・バグワン
アジア宗教者平和会議実務議長 デスモンド・カーヒル
聖エジディオ共同体アジア地域担当部長 アゴスティーノ・ジョバニョーリ

実行委員会　委員長・副委員長
役　職 名　前

委員長／天台宗宗務総長 阿部　昌宏
副委員長／立正佼成会理事長 國富　敬二

比叡山宗教サミット35周年記念
「世界宗教者平和の祈りの集い」登壇者名簿

敬称略・順不同
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開
式
挨
拶

こ
の
た
び
の
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
35
周
年
記
念
「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」
の
開
催
に
あ
た
り
、
実
行
委
員
会

を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
内
外
か
ら
ご
参
列
く
だ
さ
い
ま
し
た
宗
教
指
導
者
の
皆
さ
ま
、
ラ
イ
ブ
配
信
を
通
し
て
ご

出
席
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
さ
ま
、
ま
た
、
本
日
の
開
催
に
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
方
々
に
対
し
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

一
昨
年
、
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
の
た
め
、
会
場
で
の
出
席
者
を
限
定
す
る
形
式
で
実
施
い
た
し
ま

し
た
が
、
本
年
は
、
こ
う
し
て
多
く
の
方
々
と
直
接
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

こ
の
「
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
」
は
、
昭
和
61
年
10
月
に
イ
タ
リ
ア
の
ア
ッ
シ
ジ
で
開
か
れ
た
「
世
界
平
和
祈
願
の
日
」
を

受
け
ま
し
て
、
そ
の
翌
年
の
８
月
に
山
田
惠
諦
天
台
座
主
猊
下
の
提
唱
に
よ
り
、
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

35
周
年
を
迎
え
る
本
年
の
テ
ー
マ
は
、『
気
候
変
動
と
宗
教
者
の
責
務
』
で
す
。
皆
さ
ま
も
ご
存
じ
の
通
り
、
近
年
で
は
温

暖
化
が
原
因
と
さ
れ
る
干
ば
つ
や
豪
雨
、山
林
火
災
な
ど
が
世
界
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、「
何
十
年
に
一
度
」

「
百
年
に
一
度
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
深
刻
な
災
害
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

全
人
類
の
み
な
ら
ず
、
地
球
に
生
き
る
全
生
物
が
直
面
し
て
い
る
重
大
な
環
境
危
機
に
対
し
て
、
午
前
中
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、
宗
教
者
と
し
て
ど
の
よ
う
に
向
き
合
い
、
責
務
を
果
た
し
て
い
く
か
を
皆
さ
ま
と
模
索
し
ま
し
た
。
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
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を
機
縁
と
し
て
、
私
た
ち
の
具
体
的
な
役
割
を
改
め
て
確
認
し
、
毎
日
の
生
活
の
な
か
で
の
行
動
実
践
を
お
誓
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

私
は
、「
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
」
の
精
神
の
根
幹
、源
流
は
、「
祈
り
」
と
「
対
話
」
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。「
祈
り
」

と
「
対
話
」
を
重
ん
じ
て
き
た
日
本
の
宗
教
界
は
、「
自
他
一
如
」
の
心
で
調
和
の
と
れ
た
一
つ
の
チ
ー
ム
で
あ
る
と
、
受
け

と
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
信
仰
で
構
成
さ
れ
て
い
る
日
本
宗
教
界
の
姿
は
、
世
界
に
胸
を
張
っ
て
誇
れ

る
モ
デ
ル
で
あ
り
、今
こ
そ
再
評
価
さ
れ
る
べ
き
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。「
祈
り
」
と
「
対
話
」
の
重
要
性
を
私
た
ち
に
示
し
、

強
固
な
絆
で
結
ば
れ
た
チ
ー
ム
に
導
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
諸
先
輩
方
に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
の
秋
に
は
、
地
球
の
人
口
は
80
億
に
達
す
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
自
然
災
害
の
脅
威
に
怯
え
る
こ

と
な
く
、
安
定
し
た
気
候
の
中
で
平
和
に
暮
ら
せ
る
よ
う
切
に
願
い
つ
つ
、
微
力
な
が
ら
責
務
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
を
お
誓

い
し
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
４
年
８
月
４
日

比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
35
周
年
記
念
「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」

実
行
委
員
会
副
委
員
長　

立
正
佼
成
会
理
事
長　

國 

富 

敬 

二
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主
催
者
代
表
挨
拶

本
日
こ
こ
比
叡
山
に
代
表
的
宗
教
指
導
者
の
皆
様
と
共
に
集
い
、
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
35
周
年
記
念
「
世
界
宗
教
者
平
和

の
祈
り
の
集
い
」
を
開
催
で
き
ま
す
こ
と
、
神
仏
の
ご
加
護
で
あ
る
と
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
、
ま
た
開
催
に
至
る
ま
で
ご
尽

力
を
賜
り
ま
し
た
関
係
各
位
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」
は
、１
９
８
６
年
に
イ
タ
リ
ア
・
ア
ッ
シ
ジ
に
て
催
さ
れ
た「
平

和
の
祈
り
」
の
精
神
を
継
承
し
、
今
日
ま
で
世
界
の
恒
久
平
和
を
祈
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
年
は
35
周
年
と
い
う
記
念
の
年

に
あ
た
り
、
こ
こ
に
諸
宗
教
・
諸
宗
派
代
表
の
方
々
が
合
い
寄
り
、
心
を
一
つ
に
し
て
祈
り
を
捧
げ
、『
集
い
』
の
継
続
を
誓

う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

宗
教
の
尊
き
導
き
を
心
の
支
え
と
す
る
私
た
ち
は
、
異
な
る
宗
教
間
の
相
互
理
解
を
深
め
、
共
に
手
を
携
え
世
界
の
平
和
を

願
い
、
先
人
の
聖
者
や
大
徳
の
営
み
を
受
け
継
ぎ
祈
り
を
捧
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
地
球
上
の
至
る
と
こ
ろ
で
大
規
模
豪
雨
や
洪
水
、
高
温
・
乾
燥
と
こ
れ
に
連
動
し
た
山
火
事
、
平
均
気
温
の
上
昇

に
伴
う
氷
河
の
融
解
と
氷
河
湖
の
決
壊
な
ど
温
室
効
果
ガ
ス
の
増
加
に
起
因
す
る
と
さ
れ
る
気
候
変
動
が
危
機
的
に
激
化
し
、

人
間
を
含
む
多
く
の
動
植
物
が
多
様
性
の
み
な
ら
ず
生
存
そ
の
も
の
を
奪
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
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か
か
る
折
に
35
周
年
と
い
う
記
念
の
年
を
迎
え
た
「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」
に
お
い
て
、
今
回
の
テ
ー
マ
は
各

所
に
頻
発
し
て
継
続
す
る
武
力
紛
争
を
心
に
か
け
な
が
ら
も
、
す
べ
て
の
生
命
の
拠
り
所
で
あ
る
地
球
及
び
そ
の
環
境
保
持
を

願
っ
て
『
気
候
変
動
と
宗
教
者
の
責
務
』
と
さ
れ
ま
し
た
。

環
境
問
題
は
現
代
文
明
の
当
然
の
帰
結
と
も
い
わ
れ
、
危
機
的
気
候
変
動
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
、
そ
の
影
響
は
地
球
に
存
在

す
る
す
べ
て
の
生
き
物
に
及
ぶ
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
の
厳
し
い
現
実
を
前
に
し
て
、
私
た
ち
宗
教
者
は
気
候
変
動
に
苦
し
む

人
々
に
寄
り
添
っ
て
そ
の
支
え
と
な
り
、
問
題
解
決
の
た
め
に
は
信
徒
等
と
協
働
し
て
積
極
的
に
対
処
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

宗
教
活
動
や
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
環
境
負
荷
の
軽
減
・
削
減
に
積
極
的
に
努
力
し
、
併
せ
て
神
仏
の
大
い
な
る
ご
冥み
ょ
う

助じ
ょ

を
切
に
祈
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
こ
の
祈
り
が
神
仏
の
思
し
召
し
に
適
い
、
母
な
る
大
地
が
健
や
か
な
ら

ん
こ
と
を
謹
ん
で
誓
願
い
た
し
ま
す
。

た
だ
い
ま
、
盛
大
な
神
仏
の
激
励
を
賜
り
な
が
ら
ご
挨
拶
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
気
持
ち
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
豪
雨

に
負
け
な
い
よ
う
力
い
っ
ぱ
い
、
皆
様
方
も
共
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

２
０
２
２
年
８
月
４
日

比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
35
周
年
記
念
「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」

実
行
委
員
会
名
誉
顧
問　

天
台
座
主　

大 

樹 

孝 

啓
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聖
エ
ジ
デ
ィ
オ
共
同
体
代
表
挨
拶

天
台
座
主
猊
下
、
そ
し
て
ご
参
加
の
宗
教
者
、
ご
来
賓
の
皆
様
。

ま
ず
、
は
じ
め
に
聖
エ
ジ
デ
ィ
オ
共
同
体
を
代
表
し
て
、
ま
た
私
個
人
と
し
て
も
、
見
境
の
な
い
暴
力
の
犠
牲
に
な
ら
れ
た
安
倍
晋

三
元
首
相
に
哀
悼
の
意
を
表
し
、
す
べ
て
の
日
本
国
民
の
皆
様
に
心
よ
り
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
は
、
こ
の
重
要
な
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ
と
、
お
よ
び
聖
エ
ジ
デ
ィ
オ
共
同
体
の
代
表
と
し
て
私
を
お
招
き
く
だ

さ
い
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
古
く
か
ら
の
多
く
の
友
人
に
再
会
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
喜
ば
し
く
思
っ
て
お
り
ま

す
と
と
も
に
、
私
の
日
本
へ
の
旅
に
ご
配
慮
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
私
が
う
れ
し
く
思
っ
て
い
る

の
は
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
中
で
、
状
況
を
み
て
、
す
ぐ
に
皆
様
が
比
叡
山
宗
教

サ
ミ
ッ
ト
を
再
開
す
る
と
い
う
ご
決
断
を
さ
れ
た
こ
と
を
、
私
は
心
よ
り
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
今
回
の
「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の

集
い
」
は
、比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
の
35
周
年
記
念
と
し
て
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
伝
統
は
非
常
に
大
切
な
も
の
で
あ
り
「
ア
ッ

シ
ジ
の
精
神
」
の
伝
統
と
並
行
し
て
継
続
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
１
９
８
６
年
に
ロ
ー
マ
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
聖
下
の
呼
び
か
け

で「
世
界
平
和
祈
願
集
会
」が
イ
タ
リ
ア
の
ア
ッ
シ
ジ
で
開
か
れ
、山
田
惠
諦
天
台
座
主
猊
下
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
。聖
エ
ジ
デ
ィ

オ
共
同
体
で
は
、
そ
れ
以
来
毎
年
、
平
和
の
た
め
の
祈
り
の
集
い
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
都
市
で
開
催
し
て
お
り
ま
す
が
、
日
本
宗
教
界

の
皆
様
が
毎
回
ご
参
加
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。「
ア
ッ
シ
ジ
の
精
神
」
に
基
づ
き
、
毎
年
、
平
和
の
友
が
世
界
中
か
ら
集
ま
り
、
現
代

の
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
語
り
合
い
、
多
く
の
国
々
、
特
に
ア
フ
リ
カ
諸
国
で
の
連
帯
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
織
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
の

集
い
は
10
月
末
に
ロ
ー
マ
で
開
か
れ
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
と
「
ア
ッ
シ
ジ
の
精
神
」
に
則
っ
た
集
い
は
単
な
る
記
念
行
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
参
加
者
は
毎
年
、
創
設

当
初
の
精
神
を
再
確
認
し
平
和
へ
の
献
身
を
誓
い
ま
す
。「
冷
戦
終
結
後
の
世
界
は
平
和
に
な
っ
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
集
ま
り
は
も

は
や
必
要
な
い
」
と
い
う
声
を
よ
く
耳
に
い
た
し
ま
し
た
が
、
今
日
、
世
界
が
平
和
と
は
ほ
ど
遠
い
状
態
に
あ
る
こ
と
は
誰
の
目
に
も

明
ら
か
で
す
。
ア
ッ
シ
ジ
と
比
叡
山
の
精
神
は
ま
だ
十
分
に
世
界
に
届
い
て
い
な
い
の
で
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
戦
争
が
起
き
た
の
は
、

そ
れ
以
前
に
あ
ま
り
に
も
多
く
の
戦
争
が
あ
り
、
そ
れ
ら
に
十
分
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

第
一
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
シ
リ
ア
で
の
熾
烈
な
戦
争
で
、
未
だ
に
終
結
し
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
に
も
多
く
の
戦
争
が

あ
っ
た
こ
と
を
、
よ
く
覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
イ
ラ
ク
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
で
の
戦
争
、
特
に
エ
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チ
オ
ピ
ア
で
の
戦
争
は
重
大
で
す
。
他
に
は
イ
エ
メ
ン
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
、
ア
ル
メ
ニ
ア
と
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
等
で
の
戦
争
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
国
際
社
会
が
こ
れ
ら
の
戦
争
に
そ
れ
ほ
ど
無
関
心
で
な
け
れ
ば
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
を
防
ぎ
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
が

傷
つ
き
、
命
を
落
と
し
、
街
が
破
壊
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

こ
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
は
す
べ
て
の
戦
争
が
悲
劇
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。 

２
０
２
２
年
２
月
24
日
以
来
、
聖
エ
ジ
デ
ィ
オ
共
同
体
で
は
何
千
人
も
の
難
民
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
脱
出
す
る
の
を
助
け
、
避
難
所
と
、

食
料
・
医
薬
品
・
衣
料
の
配
給
所
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ス
ロ
バ
キ
ア
、
チ
ェ
コ
、
イ
タ
リ
ア
に
開
設
し
て
き
ま
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
い

る
私
た
ち
の
メ
ン
バ
ー
が
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
、
ホ
ー
ム
レ
ス
、
支
援
が
届
い
て
い
な
い
病
人
、
そ
の
他
戦
争
に
よ
っ
て
困
難
な
立

場
に
置
か
れ
て
い
る
多
く
の
人
々
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
戦
場
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
て
も
、
戦
時
下
で
は
薬
を
買
う
と
い
っ
た

簡
単
な
こ
と
さ
え
も
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
薬
が
な
け
れ
ば
死
ん
で
し
ま
う
よ
う
な
場
合
で
あ
っ
て
も
で
す
。
私
た
ち
は
こ
の
よ
う
な

活
動
を
通
じ
て
苦
し
い
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
人
々
と
の
連
帯
を
示
し
、
同
時
に
平
和
的
で
非
暴
力
に
よ
る
戦
争
反
対
を
訴
え
て
い
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
す
べ
て
の
戦
争
は
間
違
い
で
あ
り
、
正
義
に
反
す
る
か
ら
で
す
。
私
た
ち
の
活
動
に
は
日
本
の
信
者
の
皆
様
か
ら

も
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
日
本
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
地
理
的
に
離
れ
て
い
て
も
、心
は
そ
ば
に
あ
る
の
で
す
。
私
た
ち
が
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
築
く
こ
と
で
、皆
様
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
ま
た
、今
後
こ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
通
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
支
援
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

５
カ
月
以
上
も
の
長
き
に
わ
た
っ
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
は
続
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
戦
争
が
拡
大
し
核
戦
争
へ
と
発
展

す
る
懸
念
す
ら
あ
り
ま
す
。
こ
こ
日
本
に
は
原
子
爆
弾
の
恐
ろ
し
さ
を
直
に
経
験
さ
れ
た
方
々
が
お
ら
れ
、
そ
の
記
憶
が
皆
様
の
心
に

根
付
い
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
に
よ
っ
て
、
冷
戦
時
代
の
よ
う
に
世
界
の
分
断
が
起
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
端
的
に
い
え
ば
、

人
類
の
未
来
に
は
極
め
て
大
き
な
危
機
が
迫
っ
て
い
る
の
で
す
。
宗
教
の
違
い
を
乗
り
越
え
て
、
す
べ
て
の
人
々
が
平
和
の
た
め
に
努

力
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
35
周
年
記
念
「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」
で
は
、
今
ま
で
以
上
に
強
い
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

信
し
、
そ
れ
を
多
く
の
方
々
と
共
有
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

皆
様
、
立
ち
止
ま
ら
ず
、
歩
み
続
け
ま
し
ょ
う
。

聖
エ
ジ
デ
ィ
オ
共
同
体
ア
ジ
ア
地
域
担
当
部
長　

ア
ゴ
ス
テ
ィ
ー
ノ・
ジ
ョ
バ
ニ
ョ
ー
リ
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イ
ス
ラ
ー
ム
代
表

　

藤 

谷 

勇 

介

新
日
本
宗
教
団
体
連
合
会
代
表

　

力 

久 

美 

雪

神
道
代
表

　

山 

口 

菫 

子

キ
リ
ス
ト
教
代
表

　

新 

田 

理 

沙 

子

仏
教
代
表

　

小 

南 

妙 

覚

教
派
神
道
代
表

　

黒 

住 

宗 

芳

比
叡
山
メ
ッ
セ
ー
ジ
朗
読

６
つ
の
教
宗
派
団
体
の
次
世
代
を
担
う
宗
教
者
が

代
表
と
し
て
登
壇
し
、
１
９
８
７
年
に
採
択
さ
れ
た

「
比
叡
山
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
リ
レ
ー
朗
読
し
た
。

世界平和祈りの式典
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比
叡
山
メ
ッ
セ
ー
ジ

起
草
委
員
会

顧　問

実行委員会

実行委員会事務局

名誉顧問

式
典
部

接
遇
部

財
務
部

会
議
部

総
務
部

比叡山宗教サミット35周年記念
「世界宗教者平和の祈りの集い」実行委員会　組織図
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名誉顧問
　  氏　名 役　職

大樹　孝啓 天台座主
宍野　史生 日本宗教連盟理事長 教派神道連合会理事長／神道扶桑教管長
大谷　暢裕 全日本仏教会会長 真宗大谷派門首
土屋　　潔 日本キリスト教連合会委員長 日本アッセンブリーズ・オブ・ゴッド教団理事長
鷹司　尚武 神社本庁統理
深田　充啓 新日本宗教団体連合会名誉会長 円応教教主

顧　　問
　  氏　名 役　職

出口　　紅 大本教主
黒住　宗道 黒住教教主
芳村　正德 神習教教主
里雄　康意 全日本仏教会理事長
葛西　光義 高野山真言宗管長
布施　浄慧 真言宗智山派管長
浅井　侃雄 真言宗豊山派管長
伊藤　唯眞 浄土門主
大谷　光淳 浄土真宗本願寺派門主
小倉　宗俊 臨済宗妙心寺派管長
石附　周行 曹洞宗管長
菅野　日彰 日蓮宗管長
南澤　道人 曹洞宗大本山永平寺貫首 
前田　万葉 カトリック大阪大司教区枢機卿
菊地　　功 日本カトリック司教協議会会長 カトリック東京大司教区大司教
武藤　謙一 日本聖公会首座主教
田中　恆清 神社本庁総長 世界連邦日本宗教委員会会長
亀田　幸弘 神宮少宮司
九條　道成 明治神宮宮司
石倉　寿一 新日本宗教団体連合会理事長 大慧會教団会長
庭野　日鑛 立正佼成会会長 世界宗教者平和会議日本委員会会長
宮本　惠司 妙智會教団法嗣
遠藤　利夫 日本ムスリム協会会長
徳増　公明 日本ムスリム協会前会長
植松　　誠 世界宗教者平和会議日本委員会理事長

比叡山宗教サミット35周年記念
「世界宗教者平和の祈りの集い」実行委員会　名誉顧問・顧問

敬称略・順不同
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実行委員会
　  役職名 　  氏　名 　　  所属役職名

委員長 阿部　昌宏 天台宗宗務総長
副委員長 國富　敬二 立正佼成会理事長
実行委員 嶋田　　洋 金光教東京センター所長

山田　　歌 大本本部総務部長
黒住　宗芳 黒住教公室長
尾井　貴童 全日本仏教会事務総長
和多　善秀 全日本仏教会総務部長
富岡　孝彰 全日本仏教会国際部長
近藤　本淳 高野山真言宗総務部長
三神　栄法 真言宗智山派総務部長
岩脇　彰信 真言宗豊山派総務部長
光岡　素生 浄土宗宗務役員
中井　真人 浄土真宗本願寺派所務部長
梯　　　宗 真宗大谷派総務部長
堀尾　行覚 臨済宗妙心寺派総務部長
成田　隆真 曹洞宗人事部長
鶏内　泰寛 日蓮宗宗務総長室長
本田　勝宏 日本キリスト教連合会副委員長
大塚　喜直 カトリック京都司教区司教
柳本　　昭 カトリック京都司教区司祭
高地　　敬 日本聖公会京都教区主教
牛尾　　淳 神社本庁教化広報部長
中嶋　茂博 京都府神社庁参事
三井　紳作 神社本庁広報国際課長
堀川　雄矢 北野天満宮権禰宜
大滝　晃史 新日本宗教団体連合会事務局長
和田惠久巳 立正佼成会総務部長
中村憲一郎 立正佼成会京都教会長
宮本　泰克 妙智會教団事務局長
篠原　祥哲 世界宗教者平和会議日本委員会事務局長
三善　康衣 世界宗教者平和会議日本委員会総務部長
田中　朋清 世界連邦日本宗教委員会事務局長
佐藤　裕一 日本ムスリム協会副会長
吉澤　健吉 京都産業大学日本文化研究所客員研究員
水尾　寂芳 延暦寺執行
齊藤　哲圓 天台宗国際平和宗教協力協会専門委員
杉谷　義恭 天台宗国際平和宗教協力協会専門委員

敬称略・順不同

比叡山宗教サミット35周年記念
「世界宗教者平和の祈りの集い」実行委員会
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事務局各部会
　  役職名 　  氏　名 　　  所属役職名

◎ 総務部
部長 和多　善秀 全日本仏教会総務部長
事務局員 大滝　晃史 新日本宗教団体連合会事務局長

三善　健雄 立正佼成会総務部渉外グループ
木村　有宏 立正佼成会総務部渉外グループ
小林　祖承 天台宗参務総務部長
小鴨　覚俊 延暦寺副執行総務部長
ネエモン珠聞 天台宗国際平和宗教協力協会専門委員
高見　昌良 天台宗務庁総務課長
田渕　観海 天台宗務庁国際課長
福井　邦彦 天台宗務庁出版室次長
梅山　恵匡 天台宗務庁大法会事務局幹事
市原　久資 天台宗務庁出版室編集長
礒村　良定 延暦寺総務部主事
小寺　照哉 延暦寺総務部主事補

◎ 会議部
部長 篠原　祥哲 世界宗教者平和会議日本委員会事務局長
事務局員 富岡　孝彰 全日本仏教会国際部長

本田　勝宏 日本キリスト教連合会副委員長
和田惠久巳 立正佼成会総務部長
宮本　泰克 妙智會教団事務局長
齊藤　哲圓 天台宗国際平和宗教協力協会専門委員
岩田　真亮 天台宗参務教学部長
小寺　照依 延暦寺副執行教化部長
三浦　密照 天台宗務庁教学課長
赤松　善暢 天台宗務庁布教課長
清原　徹雄 延暦寺教化部主事
山本　賢潤 延暦寺教化部主事

実行委員会事務局
　  役職名 　  氏　名 　　  所属役職名

事務局顧問 杉谷　義純 天台宗妙法院門跡門主
事務局相談役 黒住　宗道 黒住教教主

小堀　光實 天台宗三千院門跡門主
吉澤　健吉 京都産業大学日本文化研究所客員研究員

事務局長 小林　祖承 天台宗参務総務部長
副事務局長 舩戸　俊宏 天台宗参務財務部長

小鴨　覚俊 延暦寺副執行総務部長
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　  役職名 　  氏　名 　　  所属役職名

◎ 式典部
部長 山田　　歌 大本本部総務部長
事務局員 黒住　宗芳 黒住教公室長

田中　朋清 世界連邦日本宗教委員会事務局長
佐藤　裕一 日本ムスリム協会副会長
堀　　孝三 大本本部総務課主事
柴田　真成 天台宗参務社会部長
竹内　純照 天台宗参務一隅を照らす運動総本部長
小森　文道 延暦寺副執行管理部長
中山　玄童 延暦寺副執行法務部長
松岡　順海 天台宗務庁社会課長
志井　浩順 天台宗務庁人権啓発課長
加藤　泰崇 天台宗務庁一隅を照らす運動総本部次長
星野　最宥 延暦寺法務部主事
山口　弘湛 延暦寺管理部主事補

◎ 接遇部
部長 中村憲一郎 立正佼成会京都教会長
事務局員 三井　紳作 神社本庁広報国際課長

堀川　雄矢 北野天満宮権禰宜
佐原　透修 立正佼成会総務部次長
杉谷　義恭 天台宗国際平和宗教協力協会専門委員
藤波　大吾 天台宗国際平和宗教協力協会専門委員
破石　晋照 天台宗国際平和宗教協力協会専門委員
甘井　亮淳 天台宗参務法人部長
今出川行戒 延暦寺副執行参拝部長
西村　智秀 天台宗務庁庶務課長
小林　隆真 延暦寺阿弥陀堂執事
秦　　行亘 延暦寺参拝部主事補

◎ 財務部
部長 舩戸　俊宏 天台宗参務財務部長
事務局員 獅子王圓明 延暦寺副執行財務部長

草別　善哉 天台宗務庁財務課長
山形　宗湛 延暦寺財務部主事

敬称略・順不同
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　　　開催日 　　　会議名 　　　 会　場

2021年（令和3年）
12月16日 実行委員会準備委員会 天台宗務庁（オンライン併用）

2022年（令和4年）
  1月31日 第1回実行委員会及び事務局発足 天台宗務庁（オンライン）
　　〃 小委員会打合せ会 　　〃
  2月24日 実行委員会第1回小委員会 天台宗務庁（オンライン）
  3月   2日 第2回実行委員会 天台宗務庁（オンライン）
  3月25日 実行委員会第2回小委員会 天台宗務庁（オンライン併用）
  4月22日 第3回実行委員会 天台宗務庁（オンライン併用）
  5月12日 教皇庁駐日特命全権大使 ご挨拶 駐日ローマ教皇庁大使館
  5月18日 比叡山メッセージ起草に関する打合せ会 天台宗務庁
  6月13日 実行委員会事務局合同部会及び各部会 天台宗務庁（オンライン併用）
　　〃 第1回総務部会 　　〃
　　〃 第1回会議部会 　　〃
　　〃 第1回接遇部会 　　〃
　　〃 第1回式典部会 　　〃
  6月15日 第1回比叡山メッセージ起草委員会 天台宗務庁（オンライン併用）
  6月27日 記者発表 ウェスティン都ホテル京都
  7月27日 第4回実行委員会・合同部会 天台宗務庁（オンライン併用）
　　〃 第2回総務部会 　　〃
　　〃 第2回会議部会 　　〃
　　〃 第2回接遇部会 　　〃
　　〃 第2回式典部会 　　〃
　　〃 第2回比叡山メッセージ起草委員会 天台宗務庁
  8月   4日 比叡山宗教サミット35周年記念

「世界宗教者平和の祈りの集い」
国立京都国際会館・比叡山上

11月14日 第5回実行委員会 天台宗務庁（オンライン併用）
　　〃 実行委員会解散・事務局閉鎖 　　〃

比叡山宗教サミット35周年記念
「世界宗教者平和の祈りの集い」実行委員会　経過報告
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比叡山宗教サミット35周年記念
「世界宗教者平和の祈りの集い」実行委員会　新聞報道記事

朝日新聞　2022年８月5日（金）付　朝刊

2022年８月5日（金）付　朝刊　京都新聞掲載

朝日新聞社提供

京都新聞社提供
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読
売

新
聞

社
無

断
転

載
禁

止
20

22
/1

2/
12

読売新聞　2022年８月27日（土）付　夕刊

読売新聞社提供
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毎日新聞　2022年9月3日（土）付　夕刊

毎日新聞社提供



85

資　料

2022年9月6日（火）付　朝刊　京都新聞掲載

京都新聞社提供
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仏教タイムス　2022年7月7日（木）付

仏教タイムス社提供
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「
気
候
変
動
と
宗
教
者
の

責
務
」
を
テ
ー
マ
に
、
比
叡

山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
３５
周
年
記

念
「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈

り
の
集
い
」
が
４
日
、
国
立

京
都
国
際
会
館
（
京
都
市
左

京
区
）
と
天
台
宗
総
本
山
比

叡
山
延
暦
寺
（
大
津
市
）
で

開
か
れ
、
国
内
外
の
宗
教
者

ら
延
べ
約
８
０
０
人
が
参
加

し
た
。
実
行
委
員
会
で
起
草

し
た
「
比
叡
山
メ
ッ
セ
ー
ジ

２
０
２
２
」
が
式
典
で
採
択

さ
れ
、
宗
教
者
は
「
従
来
の

経
済
成
長
型
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
か
ら
、
環
境
重
視
型

（
共
生
型
）
へ
の
生
き
方
」

に
意
識
を
変
革
す
べ
き
だ
と

訴
え
た
。

午
前
中
に
国
際
会
館
で
開

か
れ
た
開
会
式
と
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
は
約
３
０
０
人
が
参

加
し
た
。
日
本
総
合
研
究
所

会
長
の
寺
島
実
郎
氏
が
記
念

講
演
し
「
人
間
の
意
識
の
高

ま
り
の
結
晶
と
し
て
の
宗
教

と
は
、
内
省
力
と
共
感
力

だ
」
と
指
摘
。
「
相
手
の
立

場
に
立
っ
た
人
間
の
共
感
力

を
も
っ
て
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ

（
全
体
知
）
を
求
め
る
こ
と

が
宗
教
の
役
割
だ
」
と
強
調

し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
４
人

の
宗
教
者
・
識
者
が
登
壇

し
、
太
平
洋
教
会
協
議
会

（
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
事
務
総
長
の
ジ

ェ
ー
ム
ズ
・
バ
グ
ワ
ン
氏

（
フ
ィ
ジ
ー
国
籍
）
は
「
異

常
気
象
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
キ
リ
バ
ス
で
は
、
海

面
上
昇
で
大
潮
や
塩
害
で
農

業
が
で
き
な
い
状
態
」
と
明

か
し
、
宗
教
者
に
温
暖
化
防

止
の
取
り
組
み
を
求
め
た
。

比
叡
山
上
に
移
動
し
て
大

テ
ン
ト
の
下
で
行
わ
れ
た
式

典
で
は
、
開
始
間
も
な
く
雷

鳴
が
と
ど
ろ
く
中
、
午
後
３

時
半
に
「
平
和
の
鐘
」
の
合

図
で
約
５
０
０
人
が
黙
祷
し

た
。
続
い
て
大
樹
孝
啓
・
天

台
座
主
が
、
横
殴
り
の
雨
に

さ
ら
さ
れ
な
が
ら
、
主
催
者

を
代
表
し
て
「
私
た
ち
宗
教

者
は
気
候
変
動
に
苦
し
む
人

々
に
寄
り
添
っ
て
そ
の
支
え

と
な
り
、
積
極
的
な
対
処
が

求
め
ら
れ
る
」
と
挨
拶
。
地

面
を
た
た
く
雨
音
を
か
き
消

す
よ
う
な
大
声
で
「
大
き
な

神
仏
の
掛
け
声
に
励
ま
さ
れ

た
思
い
だ
」
と
泰
然
と
呼
び

掛
け
て
降
壇
し
た
。

式
典
は
中
断
し
、
参
加
者

は
建
物
な
ど
に
避
難
。
約
２５

分
後
に
阿
部
昌
宏
実
行
委
員

長（
天
台
宗
宗
務
総
長
）が
中

止
を
決
定
し
、
散
会
と
な
っ

た
。
非
常
事
態
を
踏
ま
え
て

「
比
叡
山
メ
ッ
セ
ー
ジ
２
０

２
２
」
は
参
加
者
の
同
意
を

も
っ
て
採
択
さ
れ
た
と
見
な

し
、参
加
者
に
配
布
さ
れ
た
。

終
了
後
の
記
者
会
見
で
バ

グ
ワ
ン
氏
は
「
本
日
の
雷
雨

は
気
候
変
動
の
一
つ
の
印

だ
」
と
話
し
、
阿
部
実
行
委

員
長
は
「
（
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

配
信
の
）
機
材
に
落
雷
し
て

人
命
に
万
が
一
の
こ
と
が
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
中
止

の
理
由
を
説
明
し
た
。
中
止

は
初
め
て
と
い
う
。

ス
テ
ー
ジ
上
で
黙
祷
し
た

宗
教
者
は
、
大
樹
座
主
の
ほ

か
、
以
下
の
通
り
（
紹
介

順
）
。
宍
野
史
生
・
日
本
宗

教
連
盟
理
事
長
▽
レ
オ
・
ボ

ッ
カ
ル
デ
ィ
駐
日
バ
チ
カ
ン

大
使
▽
バ
グ
ワ
ン
氏
▽
土
屋

潔
・
日
本
キ
リ
ス
ト
教
連
合

会
委
員
長
▽
出
口
紅
・
大
本

教
主
▽
デ
ス
モ
ン
ド
・
カ
ー

ヒ
ル
・
ア
ジ
ア
宗
教
者
平
和

会
議
実
務
議
長
▽
ア
ゴ
ス
テ

ィ
ー
ノ
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ニ
ョ
ー

リ
聖
エ
ジ
デ
ィ
オ
共
同
体
ア

ジ
ア
地
域
担
当
部
長
▽
黒
住

宗
道
・
黒
住
教
教
主
▽
石
附

周
行
・
曹
洞
宗
管
長
▽
里
雄

康
意
・
全
日
本
仏
教
会
理
事

長
▽
石
倉
寿
一
・
新
日
本
宗

教
団
体
連
合
会
理
事
長
▽
金

岡
正
和
・
神
社
本
庁
理
事
▽

遠
藤
利
夫
・
日
本
ム
ス
リ
ム

協
会
会
長
▽
宮
本
惠
司
・
妙

智
會
教
団
法
嗣
▽
大
塚
喜
直

・
カ
ト
リ
ッ
ク
京
都
司
教
区

司
教
▽
植
松
誠
・
世
界
宗
教

者
平
和
会
議
日
本
委
員
会
理

事
長
▽
田
中
安
比
呂
・
賀
茂

別
雷
神
社
宮
司
▽
五
條
良
知

・
全
日
仏
副
会
長
▽
馬
渕
直

樹
・
日
吉
大
社
宮
司
▽
阿
部

実
行
委
員
長
▽
國
富
敬
二
・

同
副
委
員
長
（
立
正
佼
成
会

理
事
長
）

（
須
藤
久
貴
）

「
長
期
化
す
る
避
難
生
活

で
子
ど
も
た
ち
が
相
当
な
ス

ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
」
。

ロ
シ
ア
軍
の
侵
攻
を
受
け
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
避
難
者

支
援
を
行
う
シ
ャ
ン
テ
ィ
国

際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
（
Ｓ
Ｖ

Ａ
）
の
常
務
理
事
で
、
長
野

県
松
本
市
・
曹
洞
宗
瑞
松
寺

住
職
の
茅
野
俊
幸
氏
（
５６
）
は

今
年
４
月
下
旬
か
ら
５
月
上

旬
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
隣
国
の
ポ

ー
ラ
ン
ド
と
モ
ル
ド
バ
を
訪

問
し
た
。
そ
こ
で
目
に
し
た

子
ど
も
た
ち
の
異
様
な
絵
が

忘
れ
ら
れ
な
い
。

最
初
に
見
た
絵
は
一
度
描

い
た
も
の
を
上
か
ら
真
っ
黒

に
塗
り
つ
ぶ
し
て
い
た
。
ポ

ー
ラ
ン
ド
人
の
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
家
庭
で
避
難
生
活

を
送
る
中
学
２
年
生
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
人
少
女
が
描
い
た
も

の
だ
っ
た
。
茅
野
住
職
を
笑

顔
で
迎
え
た
彼
女
の
外
見
か

ら
は
想
像
で
き
な
い
内
容
だ

っ
た
と
い
う
。

真
っ
黒
な
お
化
け
や
不
気

味
に
に
や
つ
く
中
年
男
が
今

に
も
こ
ち
ら
に
襲
い
掛
か
っ

て
く
る
よ
う
な
絵
�
�
モ
ル

ド
バ
で
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら

逃
れ
て
き
た
子
ど
も
た
ち
の

奇
妙
な
絵
を
た
く
さ
ん
目
に

し
た
。
「
戦
争
で
い
か
に
深

い
傷
を
負
っ
た
か
を
絵
が
示

し
て
い
ま
し
た
」

侵
攻
後
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か

ら
国
外
に
逃
れ
た
避
難
者
は

１
千
万
人
を
超
え
た
と
さ
れ

る
。
茅
野
住
職
は
特
に
こ
う

し
た
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援

が
急
務
と
考
え
て
い
る
。
現

地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
と
連
携
し
て

心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
活

動
を
模
索
す
る
ほ
か
、
避
難

先
に
居
な
が
ら
母
国
の
授
業

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
を
千
人
規
模
で
無

料
配
布
す
る
計
画
を
進
め

る
。
全
日
本
仏
教
会
な
ど
日

本
の
宗
教
団
体
も
こ
う
し
た

Ｓ
Ｖ
Ａ
の
活
動
を
後
押
し
し

て
い
る
。

「
戦
争
で
親
を
亡
く
し
た

子
ど
も
に
寄
り
添
い
た
い
」

と
話
す
の
は
神
戸
国
際
支
縁

機
構
（
神
戸
市
垂
水
区
）
の

岩
村
義
雄
理
事
長（
７３
）�
超

教
派
ブ
レ
ザ
レ
ン
神
戸
国
際

キ
リ
ス
ト
教
会
牧
師
。
戦
争

孤
児
の
た
め
の
施
設
「
カ
ヨ

コ
・
チ
ル
ド
レ
ン
ホ
ー
ム
」

を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
首
都
キ
ー

ウ
に
今
年
中
に
建
設
す
る
計

画
を
進
め
て
い
る
。

岩
村
牧
師
は
建
設
地
な
ど

の
調
査
の
た
め
６
月
初
旬
に

キ
ー
ウ
を
訪
問
し
た
。
街
角

で
は
５
歳
女
児
と
２０
歳
青
年

の
２
人
の
孤
児
と
も
出
会
っ

た
。
青
年
は
戦
争
の
影
響
で

職
を
見
つ
け
る
の
も
困
難
な

様
子
だ
っ
た
と
い
う
。

「
今
後
は
激
戦
地
か
ら
キ

ー
ウ
に
戦
争
孤
児
た
ち
が
押

し
寄
せ
て
く
る
こ
と
も
予
想

さ
れ
る
」
と
話
す
岩
村
牧

師
。
「
カ
ヨ
コ
・
チ
ル
ド
レ

ン
ホ
ー
ム
」
は
１
棟
で
５
人

程
度
の
子
ど
も
が
暮
ら
す
こ

と
を
想
定
し
、
日
本
か
ら
１

人
当
た
り
毎
月
３
千
円
を
支

援
す
る
計
画
だ
。
建
設
費
用

は
同
機
構
が
募
っ
た
救
援
金

（
７
月
２４
日
現
在
で
２
３
３

万
円
）
を
充
て
る
。
８
月
に

は
同
機
構
海
外
部
門
「
カ
ヨ

子
基
金
」
の
佐
々
木
美
和
代

表（
３０
）が
２
回
目
の
現
地
視

察
に
訪
れ
て
い
る
。

岩
村
牧
師
は
言
う
。
「
あ

く
ま
で
も
目
の
前
の
一
人
の

命
に
寄
り
添
う
の
が
宗
教

者
。
聖
書
に
あ
る
よ
う
に
９９

匹
の
羊
の
群
れ
を
置
い
て
で

も
さ
ま
よ
っ
た
１
匹
の
羊
の

た
め
に
行
動
し
た
い
」

（
岩
本
浩
太
郎
）

◇

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
か
ら
２４
日
で
半
年
に
な

る
。
戦
闘
が
長
期
化
す
る

中
、
被
害
に
遭
っ
た
人
た
ち

を
支
援
す
る
日
本
の
宗
教
者

の
活
動
を
追
う
。

（
全
４
回
連
載
）

高
野
山
真
言
宗
総
本
山
金

剛
峯
寺
（
和
歌
山
県
高
野

町
）
の
座
主
推
戴
管
理
会
が

４
日
に
あ
り
、
第
４
１
５
世

座
主
に
長
谷
部
真
道
・
前
総

務
部
長（
８３
）�
兵
庫
県
香
美

町
・
大
乗
寺
住
職
�
が
推
戴

さ
れ
た
。
任
期
は
１１
月
１５
日

か
ら
４
年
間
。

７
月
４
～
１１
日
の
次
期
座

主
候
補
者
推
薦
届
け
出
期
間

中
の
届
け
出
は
長
谷
部
氏
へ

の
推
薦
の
み
だ
っ
た
た
め
、

規
定
に
よ
り
同
氏
が
無
投
票

で
推
戴
さ
れ
た
。
推
薦
人
は

土
生
川
正
道
氏
（
和
歌
山
県

高
野
町
・
無
量
光
院
）
や
鈴

木
英
全
氏
（
埼
玉
県
熊
谷
市

・
歓
喜
院
）
、
中
西
隆
英
氏

（
大
阪
府
茨
木
市
・
総
持

寺
）
、
藤
田
瞬
央
氏
（
兵
庫

県
朝
来
市
・
正
法
寺
）
ら
１０

人
。金

剛
峯
寺
で
は
�
西
光
義

・
現
座
主
の
退
山
式
を
１１
月

１４
日
に
営
ん
だ
後
、
翌
１５
日

に
長
谷
部
次
期
座
主
の
入
山

式
を
執
り
行
う
予
定
だ
。
晋

山
式
の
日
取
り
は
未
定
。

長
谷
部
氏
は
１
９
３
８

年
、
兵
庫
県
生
ま
れ
。
学
習

院
大
法
学
部
卒
。
宗
会
議

員
、
総
務
部
長
な
ど
宗
内
要

職
を
歴
任
し
た
。

（
岩
本
浩
太
郎
）

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
本
山

本
願
寺
（
京
都
市
下
京
区
）

は
５
日
に
第
３０
回
評
議
会
臨

時
会
を
開
き
、
新
た
な
執
行

長
に
築
地
本
願
寺
宗
務
長
の

安
永
雄
玄
氏
（
６８
）
を
選
任
し

た
。
執
行
長
は
本
願
寺
代
表

役
員
と
な
り
、
任
期
は
２８
日

か
ら
２
年
間
。

大
谷
光
淳
住
職
は
、
執
行

長
候
補
に
安
永
氏
の
ほ
か
に

光
嚴
寺
住
職
の
北
浦
思
朗
氏

（
７３
）
を
指
名
し
た
。
出
席
し

た
評
議
員
１４
人
が
投
票
し
、

安
永
氏
が
１２
票
を
得
て
当
選

を
決
め
た
。

今
後
、
副
執
行
長
は
教
師

の
う
ち
か
ら
住
職
の
認
証
を

経
て
執
行
長
が
任
命
し
、
執

行
は
寺
務
職
員
の
う
ち
か
ら

執
行
長
が
任
命
す
る
。

安
永
氏
は
東
京
都
出
身
、

福
岡
市
中
央
区
の
光
圓
寺
衆

徒
。
慶
応
義
塾
大
経
済
学
部

を
卒
業
し
、
イ
ギ
リ
ス
・
ケ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
大
学
院
博
士

課
程
を
修
了
し
た
。
三
和
銀

行
（
現
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
）、

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
サ
ー
チ

会
社
の
ラ
ッ
セ
ル
・
レ
イ
ノ

ル
ズ
を
経
て
、
島
本
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
の
社
長
、
会
長
を
歴

任
。
本
願
寺
派
の
常
務
委
員

会
委
員
を
務
め
、
２
０
１
５

年
７
月
１
日
に
築
地
本
願
寺

宗
務
長
・
代
表
役
員
に
就
任

し
た
。

（
渡
部
梨
里
）

楢
崎
通
元
氏
（
曹
洞
宗
瑞

應
寺
東
堂
）

７
月
２５
日
死

去
、
９６
歳
。
本
葬
は
１１
月
１

日
午
前
１０
時
、
愛
媛
県
新
居

浜
市
山
根
町
８
の
１
の
瑞
應

寺
で
、
南
澤
道
人
・
大
本
山

永
平
寺
貫
首
の
導
師
に
よ
り

営
ま
れ
る
。
喪
主
は
村
上
德

存
・
瑞
應
寺
住
職
。

１
９
２
６
年
生
ま
れ
。
楢

崎
孝
如
・
瑞
應
寺
住
職
に
つ

い
て
得
度
。
駒
澤
大
仏
教
学

部
卒
。
５０
年
、
永
平
寺
本
山

僧
堂
送
行
。
広
島
・
萬
蔵

寺
、
瑞
應
寺
、
熊
本
・
聖
護

寺
住
職
を
務
め
た
。
瑞
應
寺

専
門
僧
堂
で
は
、
実
兄
の
楢

崎
一
光
・
瑞
應
寺
２９
世
（
永

平
寺
副
貫
首
）
の
跡
を
継
い

で
堂
長
を
務
め
、
後
進
の
育

成
に
尽
力
し
た
。
四
国
教
化

セ
ン
タ
ー
統
監
、
永
平
寺
講

師
・
布
教
部
長
、
特
命
布
教

師
等
を
歴
任
。
永
平
寺
顧

問
。２

０
１
９
年
５
月
に
瑞
應

寺
を
退
董
し
、
分
僧
堂
で
あ

る
聖
護
寺
の
住
職
と
し
て
大

衆
を
接
化
し
て
い
た
。

比叡山宗教
サ ミ ッ ト

「
環
境
重
視
へ
」
意
識
変
革
訴
え

宗
教
者
ら
延
べ
８００
人
参
加

長
谷
部
氏
を
座
主
に
推
戴

金
剛

峯
寺

世界平和を祈り黙祷する諸宗教の代表者ら

安永次期執行長

執 行 長 に

安永氏選任
本願寺評議会

子どもケア急務、施設建設も

異様な絵 心の傷深く

キーウの街角で出会った職探し中の
青年㊨と話す岩村牧師

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

半
年

１

か

支

援
の

現現現現現現現現現現現現現現現現現現

場場場場場場場場場場場場場場場場場場

ら

第３種郵便物認可8月10日（令和４年）2022年（ 3）

中外日報　2022年8月10日（水）付

中外日報社提供
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仏教タイムス　2022年8月11日（木）付

仏教タイムス社提供
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資　料

仏教タイムス　2022年8月11日（木）付

仏教タイムス社提供
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資　料

文化時報　2022年8月19日（金）付

文化時報社提供
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8月4日（木）　於 延暦寺会館

6月27日（月）　於 ウェスティン都ホテル京都

記  者  会  見

記  者  発  表
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比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
35
周
年
記
念
「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈

り
の
集
い
」
が
、
神
仏
の
ご
加
護
と
関
係
者
各
位
の
ご
尽
力
に
よ

り
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
方
々
を
お
迎
え
し
て
開
催
で
き
ま
し
た

こ
と
に
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ア
ッ
シ
ジ
の
精
神
を
継
承
し
、
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催

さ
れ
た
の
は
昭
和
62
年
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
爾
来
、
天
台
宗

さ
ま
を
は
じ
め
、
各
宗
教
宗
派
の
諸
先
輩
方
の
ご
尽
力
の
も
と
に

運
営
が
継
続
さ
れ
、
こ
の
た
び
35
周
年
の
催
事
を
迎
え
る
に
至
り

ま
し
た
。

当
日
に
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、「
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
」

の
精
神
の
源
流
は
、
祈
り
と
対
話
で
あ
る
と
、
私
自
身
は
確
信
し

て
い
ま
す
。
祈
り
と
対
話
を
重
ん
じ
、
今
日
ま
で
歩
ん
で
き
た
日

本
の
宗
教
界
は
、「
自
他
一
如
」
の
一
つ
の
チ
ー
ム
で
あ
り
、
世

界
に
誇
れ
る
モ
デ
ル
と
し
て
今
こ
そ
再
評
価
さ
れ
る
べ
き
と
受
け

と
め
て
い
ま
す
。
宗
教
者
と
し
て
大
切
な
姿
勢
を
私
た
ち
に
示
す

と
と
も
に
、
強
い
絆
で
結
ば
れ
た
チ
ー
ム
に
育
て
て
く
だ
さ
っ
た

諸
先
輩
方
に
、
改
め
て
感
謝
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

本
年
は
、「
気
候
変
動
と
宗
教
者
の
責
務
」
が
テ
ー
マ
に
掲
げ

ら
れ
ま
し
た
。
国
立
京
都
国
際
会
館
で
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、「
神
仏
に
見
つ
め
ら
れ
て
生
き
て
い
る
」
と
い
う
謙
虚
な

姿
勢
を
具
え
、
共
感
力
を
働
か
せ
て
他
者
と
向
き
合
え
る
の
が
宗

教
者
で
あ
り
、
そ
の
姿
勢
と
力
は
世
界
的
課
題
の
解
決
に
不
可
欠

と
の
ご
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
大
い
な
る
い
の
ち
に
生
か
さ
れ
て

い
る
こ
と
へ
の
感
謝
と
自
然
へ
の
畏
敬
の
念
を
深
め
つ
つ
、
今
後

も
志
を
同
じ
く
す
る
皆
さ
ま
と
手
を
携
え
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

ま
た
、
比
叡
山
上
に
会
場
を
移
し
て
厳
修
さ
れ
た
式
典
も
、
心

に
強
く
残
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
激
し
い
雷
鳴
と
大
粒
の
雨
に

見
舞
わ
れ
る
な
か
、
降
り
注
ぐ
砲
弾
の
恐
怖
に
怯
え
、
震
え
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
の
姿
が
脳
裏
に
浮
か
び
ま
し
た
。

世
界
平
和
の
実
現
は
、
誠
に
困
難
な
道
程
で
す
。
祈
り
と
対
話

を
重
ね
、
弛
ま
ぬ
努
力
を
続
け
て
も
、
私
た
ち
が
、
先
達
も
夢
見

た
平
和
境
を
今
世
に
見
届
け
る
こ
と
は
叶
わ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
た
と
え
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
後
世
の
方
々
に
こ
の

願
い
を
託
せ
る
よ
う
、
日
々
の
暮
ら
し
の
な
か
で
真
摯
に
実
践
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

「
こ
の
秋
は　

雨
か
嵐
か
し
ら
ね
ど
も　

　
　
　
　
　

  

今
日
の
つ
と
め
の　

田
草
取
る
な
り
」

二
宮
尊
徳
翁
が
遺
さ
れ
た
歌
で
示
さ
れ
た
生
き
方
を
模
範
に
、

刹
那
に
願
い
を
込
め
て
精
進
す
る
こ
と
を
改
め
て
決
意
致
し
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
集
い
の
運
営
に
ご
尽
力
さ
れ
た
皆
さ
ま
、
本

誌
の
発
行
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
さ
ま
に
甚
深
の
謝
意
を

表
す
る
次
第
で
す
。

 

合
掌

あとがき

比叡山宗教サミット35周記念「世界宗教者平和の祈りの集い」
実行委員会副委員長　立正佼成会理事長　國  富  敬  二
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〇
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叡
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